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  Ⅰ   総括 

 

〝なんちゃって〟からの脱却を 

─佐賀市「令和元年度男女共同参画に関する市民意識調査報告書」の講評─ 

佐賀大学教育学部教授（法哲学）吉岡剛彦 

 

Ⅰ．はじめに──調査の概観 

 〝なんちゃって育休〟という言葉をお聞きになったことがあるでしょうか。 

 育児をする男性たちを意味する「イクメン」が先頃（平成 22 年）流行語にもなったように、昨今

ではさかんに男性（父親）の育児参加が呼びかけられています。それが功を奏したのか、年ごとに

少しずつながら男性労働者の育児休業（育休）取得率も上がっています。育休は、原則として父母

が合計で１年間（子どもが１歳になるまで）取得でき、それぞれの家庭の事情に応じて最大２年間（２

歳になるまで）認められます。平成 30 年度のデータによれば、女性（母親）の育休の状況は、取得

率が 82.2％で、取得期間は「10〜12 か月」が 31.3％、「12〜18 か月」が 29.8％でした。ところが、

男性の育休はというと、近年は上昇してきたといいながらも、そもそも取得率がわずか 6.16％し

かないうえに、取得期間も「５日未満」が 36.3％、「５日〜２週間」が 35.1％で、実に２週間未満

が７割を超えています（厚生労働省『平成 30 年度雇用均等基本調査』）。 

 このように、残念ながら男性育休の現状は、まるで会社と男性社員の実績づくりのために、ほん

の１週間か２週間ぽっきり、ただ形だけの育休を取って済ませているという実態があります。そう

した男性育休の現状を、皮肉をこめて批判する言葉が〝なんちゃって育休〟です。「なんちゃって」

とは、表向きを取りつくろっているのみで肝心の実質がそなわっていない「名ばかり、見かけ倒し」

を揶揄する俗語です。 

 今回の佐賀市「令和元年度男女共同参画に関する市民意識調査」の結果について、敢えて辛口に

概括するならば、全体的に「今なお〝なんちゃって男女共同参画〟にとどまっているのではないか」

という印象を禁じえません。なるほど、意識面だけを見れば、ずいぶんと改善が見られ、「家庭、

職場、地域、政治といった社会生活のあらゆる分野において、女性と男性の平等な参加と分担が進

められるべきだ」という男女共同参画の理念がかなり浸透してきたといえそうです。しかしながら、

そのようにアンケートで尋ねれば〝正解〟を答えられる人たちが、それを日々の生活において実践

できているかというと非常に不満足な結果だといわざるをえません。つまり、建前（意識）ばかり

で、それに見合った内実（行動）はともなっておらず、その意味で〝なんちゃって男女共同参画〟

という厳しい評価を下すべきでないか、と私は考えています。 

 なお、この佐賀市『男女共同参画に関する市民意識調査』は、５年ごとに実施されており、前回

は平成 26年におこなわれました。今回の市民意識調査は、平成 27年度から令和２年度までを実施

期間として目下推進中の「第三次佐賀市男女共同参画行動計画（パートナーシップ 21）」の達成状況

を確認するとともに、来年度（令和２年度）に予定されている「第四次計画」の策定に向けた基礎

資料とすることが見こまれているものです。佐賀市において「男女共同参画（社会）」の実現がど

れくらい進んでいるのか（あるいは進んでいないのか）を探るための、重要な指標になります。 

 この講評では、家庭における男女共同参画の意識と実状について中心的に検討します。加えて、

地域・政治における男女共同参画の必要性、ＬＧＢＴの人権、ＤＶ被害をめぐる各論点について付

言してみたいと思います。 
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Ⅱ．家庭における男女共同参画の意識と実状 

 まず最初に、【問１−Ｂ】を見てみます。問１は、回答者の結婚観・家庭観を尋ねる設問で、その

Ｂでは性別役割分業（意識）に対する賛否を問うています。性別役割分業（意識）とは「夫が外で

働き、妻が家を守る（べきだ）」とする在り方（考え方）のことで、ジェンダー規範の中心を成すも

のです。 

 ジェンダー（gender）とは「社会的性別」とも訳されますが、ある人が「女だから／男だから」

という性別を理由として、その人の言動（生き方）に型枠をはめてしまう社会の制度や慣習、思考

をいいます。端的に述べれば「女は女らしく、男は男らしくあれ」という見方のことです。このよ

うな性別にもとづく型枠（ジェンダー）が無くなっていけば、個々人ごとに多種多彩な生き方が可

能になり、社会は「多様性」（ダイバーシティ）をもつようになると見込まれます。各人がそれぞれ

の望みに従って多様な生き方を選べる社会が、男女共同参画の最終目標です。そこで、ジェンダー

を否定する人（性別によって自分や他人の生き方に枠をはめようとしない人）がどれくらい増減したか

を測定するための指標として、上記の性別役割分業（「夫が外で働き、妻が家を守る」）に反対する人

たちの割合の変化を継続的に追跡しています。佐賀市でも、男女共同参画の進捗度を判断するため

の重要指標としており、実施中の「第三次計画」では、性別役割分業への反対割合を、令和元年度

（平成 31 年度）までに 65％とする目標を立てています。 

 今回の調査結果では、性別役割分業に『反対』（「どちらかといえば反対」を含む）の割合が、全体

で 70.3％を占めて、第三次計画の目標をクリアしました。男女比では、女性は 74.9％に上り、60

歳代を除いた全世代で７割を上回りました。男性も 65.9％に達し、50 歳代以下の各世代で７割前

後となりました。経年比較でも市民全体の『反対』割合は、平成 21 年 46.2％、26 年 55.3％、そ

して今回 70.3％と、回を重ねるごとに順調に上昇しています。もはや「男は仕事、女は家庭」な

んて時代では無い、と考える市民は着実に増えてきていることが分かります。 

 これに関連して、家庭での役割分担の理想像を訊いた【問２−①】に目を向けます。炊事や洗濯

などの家事、育児や介護、町内会などの地域活動、学校行事への参加の各項目において、「妻と夫

（母と父）が同じ程度に分担」と「家族全員」を合計した『家族内分担』型を「あるべき姿」とす

る回答が７割弱から８割強に及んでいます。また、仕事と家庭生活などの優先順位について「希望」

を尋ねた【問４】では、男性でも（旧来の「男は仕事」という性別役割分業を意識しつつ、ここでは敢え

て「男性でも」と記します）、70 歳代を除いた全世代で「家庭生活を優先したい」という回答が最多

となり、40 歳代や 60 歳代では５割前後、30 歳代では６割近くに上っています。逆に【問 11】で

は、「女性が職業に就くこと」について自分の考え方に近いものを、以下の選択肢から、すなわち

「女性は職業に就かないで、家事に専念すべき」「職業に就くのは結婚・妊娠・出産まで」「出産・

育児の時期は一時退職して、子どもが成長してから再就職」「結婚・出産後も育休などを利用しな

がら仕事を継続」「その他」の中から選んでもらっています。過去２回の調査（平成 21 年と 26 年）

では、このうち「再就職」型を選ぶ回答者がいちばん多かった（44.3％、44.1％）のですが、今回

は初めて「育休等も使いながら仕事継続」という回答が最多となり、しかも半数に達しました

（50.2％）。女性自身は全体で 51.6％、60 歳代を除いた全世代で５〜６割前後が「仕事継続」を選

んでいます。加えて、男性の場合も全体の 47.8％、20 歳代から 50 歳代のいわゆる「子育て世代」

ではおおむね５〜６割が「仕事継続」を選んでおり、特に 30 歳代では 65.5％に達しています。 

 これらの回答結果はいずれも、性別を理由として個人の生き方に枠をはめてしまうジェンダーを

拒絶する意識、とりわけ「男が外で働いて家計をまかない、女が家事・育児・介護を担うべきだ」

という性別役割分業を否定する意識の浸透をうかがわせます。つまり「男性も（仕事をするとともに）

家庭での役割を負うべきであり、女性も（家庭での役割を分担しつつ）仕事を続けて良いのだ」とい

う認識が拡がりつつあることを示しています。こうした結果は、市民と行政とが協働して男女共同

参画の進展に努力してきた成果として、まずは高く評価されるものです。 

 しかし反面で、この結果を手放しで賞賛するばかりでは済まされない現実もあります。 
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 上記【問２−①】は、家庭での役割分担の理想像に関する設問でしたが、次いで【同問②】では、家庭

での役割分担について、実際の状況を尋ねています。すると、前述の各項目について、炊事や洗濯など

の家事で 69.5％、育児や介護で 50.6％、町内会などの地域活動で 33.4％、学校行事への参加で

51.3％の回答者が「主に妻（母）」を選んで最多となっています。また同じように【問４】では仕

事と家庭生活などの優先順位について「希望」を訊いていましたが、つづく【問５】では現実の優

先順位を問うています。その結果、家庭優先を「希望」する割合が最多であった男性も、全体の

43.8％までが実際には「仕事優先」であり、わけても男性の 30 歳代で 48.3％、40歳代で 46.7％、

そして 50歳代では 64.9％が「仕事優先」と答えています。 

 このような（理想や希望からほど遠い）実態を如実に反映しているのが、１日あたりの家事従事時

間を質問した【問３】です。本問では「Ａ．平日」と「Ｂ．休日」に分けて「１日に平均してどれ

くらいの時間を家事（育児・介護を含む）にかけていますか」と尋ねました。その結果を「平日」に

ついて見てみると、女性全体では「３時間以上」が最多で 34.9％、次いで「２〜３時間」19.6％、

「１〜２時間」19.0％となり、女性の 54.5％が『２時間以上』家事をおこなっていることがわか

ります。世代別に見ると、「結婚」している（パートナーと同居生活している）場合が多いと考えられ

る 30 歳代以上において、多くの女性が非常に長い時間を家事に費やしている（割かされている）現

状が顕著です。「３時間以上」と「２〜３時間」を合算した『２時間以上』の回答割合は、30 歳代

で 64.5％、40 歳代で 78.9％、50 歳代で 56.3％、60 歳代で 61.1％、70 歳代で 62.1％に達してい

ます。平日に溜まった家事をまとめてこなすためなのか、「休日」の家事従事時間はいっそう長く

なる傾向が見られます（休日について女性全体では 61.3％が『２時間以上』）。 

 これとちょうど〝裏返し〟になっているのが、男性の家事従事時間です。同じく「平日」を見て

みると、男性全体では、「全くしていない」24.6％、「30分未満」27.6％、「30 分以上、１時間未満」

22.4％となっており、これらを足し合わせた『１時間未満』が実に４分の３（74.6％）にも上りま

す。ここでも「結婚」している割合が多いと思われる 30 歳代以上を各世代別に見ると、30歳代で

65.4％、40歳代で 66.7％、50 歳代で 80.7％、60 歳代で 80.3％、70 歳代で 56.7％が『１時間未満』

と答えています。 

 30 歳代以上に限って家事従事時間を見てみると、女性の 64.5％が『２時間以上』、男性の 70.0％

が『１時間未満』という結果であり、きわめてはっきりと好対照を成しています。ここには〝家事

をしない男性〟の像を認めざるをえません。これは欧米諸国とも共通する状況です。2000 年代に

おける「６歳未満の子どもをもつ夫婦の１日あたりの家事・育児関連時間」を国際比較したデータ

があります（内閣府・男女共同参画局『男女共同参画白書 令和元年度版』）。米国、英国、スウェーデン

では、夫婦合計の家事・育児時間がおよそ９時間であり、日本とほぼ同程度です。これら３国にお

ける夫（男性）の家事・育児時間を見ると、米国が３時間 10 分、英国２時間 46 分、スウェーデン

３時間 21分と、いずれも妻（女性）に比べてだいぶ短いのですが、そのなかでも日本の夫はといえ

ば、わずか１時間 23 分（！）と突出して短く、妻（７時間 34 分）の５分の１にも満たないのです。 

 家事従事時間（育児・介護を含む）に、男女間でここまでの隔差があれば、過重な家事負担を一方

的に背負わされている女性（妻）の側が不公平感を抱くのも道理です。家庭生活における男女間の

平等度について質問している【問 37−Ａ】では、女性全体の 55.7％が『男性が優遇されている』（「ど

ちらかといえば」を含む）と回答しており、特に 60 歳代女性では 70.3％に上っています［＊］。 

［＊］家庭生活に対する不平等感（『男性が優遇』という回答割合）が 60 歳代女性において、やや突出して

高くなっている要因については、以下のようにも推測されます。女性の就労促進に大きな効果を発揮し、

女性も働くことを〝常識〟とすることに貢献した「男女雇用機会均等法」は 1985 年に制定（翌年施行）

されたものであり、現在の 50 歳代の多くが、同法の下で就職した「均等法第一世代」です。60 歳代女

性とすれば、いくらか生まれる時代が早かったために、均等法の恩恵に浴することが叶わず、結婚など

を機にキャリアをあきらめて家庭に入ったケースも多かったかもしれません。そうした時代状況に対す

る不満も背景の一つにあるのかもしれません（ただし、女性が結婚や出産をきっかけに、仕事の継続を

断念し、専業主婦等として家庭に入ることは、均等法制定後も続いています）。また、この家庭生活にお

ける男女平等度を尋ねた【問 37−Ａ】を仔細に見ると、男性の 20 歳代と 30 歳代において、逆に『女性

が優遇されている』（「どちらかといえば」を含む）という回答が、かなりはっきりと一定の比率を占め



4 

ていることが眼を引きます。20 歳代で 27.3％、30 歳代で 27.5％と、４人に１人までが『女性優遇』と

感じています。先述のとおり、家事負担が女性に偏重している現状を見ても、けっして現実は『女性優

遇』とは言いがたいと思いますが、若い世代の男性に見られるこうした不平等感（『女性優遇』の見方）

は、現在の生活に対する何らかの不平・不満の投影かもしれず、少し注意を向けておきたいところです。 

また、この家事従事時間の大きな違いとの関連性を思わせて興味深いのが、誰からの介護を希望す

るかを尋ねた【問 19】です。本問では「もし在宅で介護を受けることになった場合、誰に介護を

してもらいたいか」を訊いています。回答結果を見ると、男性全体の約半数（49.6％）が「配偶者」

と答え、60 歳代では 64.3％に及んでいます。これに対して、女性では、「配偶者」を選んだのは、

全体のわずか 15.9％にとどまり、とりわけ 50 歳代ではたったの 8.8％です［＊］。女性の多く（全

体の 53.8％、50 歳代では 77.5％）は「ヘルパーなど介護専門職」からの介護を望んでいます。ここ

からは、まさしく“夫の片思い”という現状が見えてくるようです。男性の多くが、老後の世話を

妻に頼りたいと考えている反面で、妻のほうは夫に期待していないのです。しかし、ほとんど家事・

育児をしない（しなかった）夫の姿を見せつけられては「この人を当てにはできない」と考えるの

も、むべなるかな、というところかもしれません。 

［＊］なお、今回の意識調査において「配偶者」という場合、法律婚のみならず事実婚等のカップルを広く

包摂するものであり、「配偶者」として、異性パートナーを想定した回答が多いかもしれませんが、同性

のパートナーを念頭に置いた回答も含まれている可能性があります。 

  再確認しておけば、確かに性別役割分業（「男が外で働き、女が家を守るべきだ」）に『反対』と

答える人たちは少しずつ増えて、女性で 74.9％、男性も 65.9％に上りました。しかしながら、性

別役割分業を否定する男性たちが、みずから身体を動かして家事を引き受け、女性たちも、男性パ

ートナーに家事を分担させているかといえば、けっしてそうは言えない。既述のとおり、「結婚」

（パートナーとの同居生活を含む）している割合が多いだろうと推定される 30 歳代以上では、女性の

64.5％が『２時間以上』家事をしている一方、男性の 70.0％は『１時間未満』しか家事をしてい

ません。つまり、性別役割分業について質問すれば『反対だ』と〝正解〟を答えられる人たちは増

えていますが、それは言ってみれば口先だけのものに過ぎず、実行動に裏づけられたものとは評価

しがたいのです。本稿の冒頭部において、名ばかりで見かけ倒しの〝なんちゃって男女共同参画〟

ではないかと疑念を呈した所以です。付言しておけば、子どもの育て方について尋ねる【問６−Ｃ】

では「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てたほうがよい」という考え方について、

『賛成』（「どちらかといえば」を含む）とする割合が、前々回・前回の調査から漸減しているとはい

え、今回もなお依然として全体で 52.1％（女性 44.6％、男性 61.0％）に上りました。この設問が

言う「女の子／男の子らしく育てる」とは、まさにジェンダー（性別を理由として個人の生き方に枠

をはめること）そのものというべきですが、こうしたジェンダーの囚われから、行動面のみならず、

意識面でも（むしろ意識面においてこそ）、なかなか脱却しづらいことがうかがわれる結果のように

思います。 

 なぜ男性たち（夫）は家事や育児をしないのか。この疑問に対する一つの手がかりになりそうな

のが、男性が育児や介護をすることについて尋ねた【問９】と【問 10】です（いずれも複数回答）。

前者の【問９】では、男性が育児休業や介護休業を取得することについて、多くの人たちが「男性

自身の成長のためにも望ましい」（45.4％）し、そもそも「家族として当然である」（40.1％）と考え

ている反面、実際には「職場の上司や同僚に理解がないのでとりにくい」（36.4％）、「職場において

育児休業・介護休業の制度が整備されていないためとれない」（32.4％）と悲観しています。後者の

【問 10】でも「介護のための転職・離職が増加している原因」について「職場において介護休業

などの制度が整備されていない」（58.1％）、「職場の上司や同僚に介護に対する理解がない」（37.1％）

と、前問と同様の回答が多くなっています。仮に男性が育児や介護（さらには家事全般）をしたいと

望んでも、それをなかなか許さない職場環境が今なお厳存していることが推察されます。 

 日本の企業社会の宿弊ともいうべき長時間労働が、性別役割分業（意識）を残存させ続ける大き

な要因になっていることは長らく指摘されてきました。男女がともに夜遅くまで工場や会社などで

残業していては、家のこと（炊事や洗濯、子どもや老親の世話など）をまかなえないため、どうして

も女性（妻・母）に家のことが任されがちになります。すると、どうしても女性は家のことを優先
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して仕事を辞めたり、家のこととの両立を考えて短時間勤務を選んだりせざるをえなくなります。

かくして、雇用現場は（意思決定や主要任務をおもに男性労働者が担う）男性中心型となり、片や女性

のほうは、結婚や出産を機とした職歴（キャリア）途絶や、待遇において不満足さや不安定さがあ

る非正規雇用などに追いこまれてしまいます。苛酷な長時間勤務を強いるブラック職場やそれによ

る過労自殺・過労死が（ふたたび）世間の耳目を集めるなかで、国は平成 30 年に「働き方改革法」

を制定し、翌年から順次実施されています。残業時間に歯止めをかける時間外労働の上限規制や、

終業時間から始業時間までに一定の間隔を空けるように定める勤務間インターバル制度などが盛

り込まれています。こうした国の施策が〝掛け声倒れ〟に終わらないよう、つまり〝なんちゃって

〟働き方改革に堕さないよう着実に実行されれば、それは、男女共同参画の推進（特に家庭内にお

けるパートナー間・家族間における役割分担）にも直接間接にプラスの効果をもたらすものと期待され

ます。 

 

Ⅲ．その他の留意すべき調査結果について 

（ａ）地域・政治における男女共同参画の必要性 

 続いて、地域や政治における女性の参画状況に眼を向けます。居住先の地域においてどのくらい

女性が活躍しているかを尋ねた【問 20】から、いくつかの項目（分野）を拾ってみます。女性が『と

ても＋ある程度活躍している』の割合は、たとえば「Ａ．自治会」では 68.0％に達しました。こ

の数値だけを見ると、地域の自治会において女性活躍がかなり進んでいるように思われます。とこ

ろが、「地域や社会活動の場」における男女平等度を訊いた【問 37−Ｄ】においては、女性全体の

47.0％（男性も 43.8％）が『男性が優遇されている』（「どちらかといえば」を含む）と答えており、

相当数の女性が、地域における男女平等・女性参画の現状に不満を感じていることが分かります。

これに関連して、内閣府ホームページ「市町村女性参画状況見える化マップ」によれば、佐賀市内

の各自治会の自治会長に占める女性の割合は、平成 30 年時点でも 664 人中 31 人で、わずか 4.7％

にとどまっている実態があります（こうした実態を反映するように、【問 23】を見ると、市政に女性の意

見が『あまり＋ほとんど反映されていない』と考える市民［全体の 37.7％］のうち 28.8％が「自治会のリー

ダーに女性が少ない」を挙げています）。この点を踏まえると「女性が活躍している」という場合に、

その活躍の「質」を問うべきであることが見えてきます。具体的には、女性が、各組織等の意思決

定をおこなう場に、ちゃんと参与できているかどうかが問題とされるべきです。公民館や地域での

催し物など、地元の女性たちが自治会活動で忙しく立ち回っている状況は見られるかもしれません

が、その多くは、もしかすると炊き出しやこまごまとした下準備といった〝裏方仕事〟にとどまっ

ていないかどうか。自治会の運営方針を決める会合に、充分な人数の女性たちが参加したうえで、

しっかり発言権をもっているかどうか。このような視角での検証が必要になるでしょう。 

 意思決定の場における女性参画という観点からは、自治体の政策決定に女性の意見が反映されて

いないと捉えている市民の多いことが注目されます。上述の【問 20−Ｆ】では「政治・議会」にお

いて、女性が『あまり＋ほとんど活躍していない』と見ている市民が７割（70.7％）に上ります。

この結果と対応するように、後続の【問 22】では、市民の 37.7％までが、「市の予算の使い方や市

民の方針を決める」場合に「女性の意見や考え方」が『あまり＋ほとんど反映されていない』と考

えています。こうした実状を受けて、【問 21】では「どのような分野で、もっと女性が活躍した方

が良いと思いますか」という問いかけ（複数回答）に対して、55.0％までの市民が「政治・議会」

を挙げており、ダントツの一位となりました。現時点（令和元年度末）において、佐賀市議会にお

ける女性議員はわずか３名（定数 36 名中）にとどまります。 

 社会の各分野における男女平等度を尋ねた【問 37−Ｅ】では、「政治の場」において『男性が優

遇されている』（「どちらかといえば」を含む）と考える割合が、全体で 72.7％に達し、特に女性では

79.5％と８割近くに上りました（男性は 65.1％）。直近で同じ質問をおこなったのは前々回調査（平

成 21 年度）であり、前々回に比べて『男性が優遇』の割合は 5.2 ポイント増ですが、今回の調査で、

端的に「男性が優遇されている」という選択肢（「どちらかといえば」では無く）を選んだ市民の割合

は、前回比 12.4 ポイント増の 40.1％であり、女性全体の 46.1％がこの「男性が優遇されている」
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の選択肢をはっきりと選んでいます。市民のあいだ、とりわけ女性のあいだに、男性主導型の政治

の現状に対する強烈な不公平感の拡がっていることが見て取られます。こうした政治に対する不満

を反映するように「法律や制度に関して」男女平等度を問うた同じ【問 37−Ｆ】でも、『男性が優

遇』の回答割合は、市民全体で 41.8％（前々回比 4.4％増）となり、女性に限って見れば 48.7％と

半数近くを占めました（男性は 33.5％にとどまり、男女間で明らかな意識差が見られました）。法律や制

度は、政治（家）による政策決定の産物とも言えますから、【問 37】において「Ｅ．政治の場」と

「Ｆ．法律や制度に関して」における不平等感（男性優位）は、たがいに連動しあっているものと

言えるでしょう。 

 佐賀市（地方レベル）のみにとどまらず、まずは何よりも、国政の場（国会や内閣）に女性議員

や女性閣僚が圧倒的に足りないという現実があります。たとえば、平成 30 年 1 月 1 日時点で見る

と、衆議院の女性議員数は、総数 463 人（定数 465 人）中、わずか 47 人（10.2％）しかおらず、こ

れは世界 193 カ国中、実に先進国では最低水準の第 165 位という惨澹たる状況です。また、内閣の

閣僚に占める女性大臣の割合は 19 名中１名（5.3％）であり、これは 193 カ国中 171 位でした（国

際順位は、いずれも列国議会同盟［ＩＰＵ］の調査集計による──なお、令和元年度末時点の女性閣僚数は

２名）。ある研究者が、ずばり〝オッサン政治〟と評する所以です（憲法学者・谷口真由美氏）。こう

した実状を改めるべく、先ごろ「政治分野における男女共同参画推進法」が制定されました（平成

30 年５月成立・施行）。国政や地方の選挙において、女性と男性の候補者数を「できる限り均等」と

するよう各政党に努力義務を課する法律です。同法は、なるほど半歩前進とは言えますが、しかし

各政党の自主的な取組みに期待するという理念法にとどまっており、その実効性に対しては疑問符

が付けられてもいます（同法施行後初の国政選挙となった令和元年７月の参議院選挙では、女性議員 28

人［定数 245 名］が当選し、女性議員数は過去最多とはなったものの、比率はわずか 22.6％でした）。こう

した政治分野における女性参画の遅滞が大きく響くかたちで、男女共同参画の進捗状況を総合的に

国際比較したグローバル・ジェンダー・ギャップ指数（ＧＧＩ）における日本の国際順位は、平成

21 年 101 位（政治分野 110 位）、平成 26 年 104 位（同 129 位）、そして令和元年には 121 位（同 144

位）と低落傾向である上に過去最低となり、もはや世界的潮流から大きく取り残されつつあります。 

 

（ｂ）ＬＧＢＴの人権をめぐって 

 次に、ＬＧＢＴに関する設問を検討します。ＬＧＢＴという言葉を知っているかを尋ねた【問

24】では、「内容まで知っている」53.7％、「内容までは知らないが聞いたことがある」24.3％とな

り、だいぶ認知度が高まっていることがうかがわれます。 

 ＬＧＢＴとは「性的少数者」（セクシュアル・マイノリティ）のうち、代表的なタイプを英語表記し

た頭文字です（性的少数者全体の総称として「ＬＧＢＴ」の語が用いられることもあります）。性的少数

者という場合の「性的」は、「性別に関して」を意味します。ですから「性的少数者」とは、「性別

に関して、世の中の多数派とは違う特徴を持つ人たち」というように、まずおおまかに定義するこ

とができます。このとき、性別に関する「多数派」とは「シスジェンダーで、かつ、ヘテロセクシ

ュアル」の人たちをいいます。前者「シスジェンダー」とは、出生時に割り当てられた性別（から

だの性別や戸籍上の性別とほぼ同じもの）と「こころの性別」に不一致が無いことをいいます。また、

後者「ヘテロセクシュアル」とは異性愛のことで、女性が男性を、あるいは、男性が女性を恋愛や

セックスの対象とする場合のように、自分の「こころの性別」（性自認）とは異なる性別（異性）の

人だけに性愛の感情が向かうことをいいます。簡略に言えば、性別に関する多数派（シス・ヘテロ）

とは、戸籍に登録された自分の性別に対する違和感が無く、かつ、異性に対してのみ恋愛感情をも

つ人たちのことです。 

 他方、性的少数者とは、出生時に割り当てられた性別と「こころの性別」とのあいだに不一致が

ある、あるいは／ならびに、その「こころの性別」と同じ性別（同性）の人に恋愛感情が向かう人

たちであると、ひとまず（まだ不完全な説明ですが）言えます。性的少数者の代表的なタイプである

「ＬＧＢＴ」は、それぞれ、女性同性愛者（レズビアン）の「Ｌ」、男性同性愛者（ゲイ）の「Ｇ」、

同性と異性の両方に恋愛感情が向かう両性愛者（バイセクシュアル）の「Ｂ」、それから、出生時に
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割り当てられた性別と「こころの性別」に不一致があって、「こころの性別」で暮らしていきたい

と望んでいる性別違和者（トランスジェンダー）の「Ｔ」を組み合わせたものです。こうした人たち

は「少数者」とされますが、いくつかの調査結果によれば、全人口の８％前後くらいだとされてお

り、おおよそ 12人に１人という割合になります。 

  従来の「男女平等」や「男女共同参画」では多くの場合、その「男女」の語が示すように、人

の性別は〝男か女か〟という２つの種のみに分けられ（性別二元論）、恋愛や結婚はその男女間に成

立するという見方（異性愛主義）を前提として考えられてきました。しかし、男女という二つの性

の組み合わせだけで「男女平等」や「男女共同参画」を考えていては、その視野からこぼれ落ちて

しまう人たちがいること、すなわちＬＧＢＴなど性的少数者の存在にも眼を向けるべきことが、近

時ようやく認識されるようになってきたのです。 

 今回の意識調査の【問 25−Ｄ】において「同性婚の法制化」に対する賛否を訊いていますが、『賛

成』（「どちらかといえば」を含む）が市民全体で 60.3％に上りました。性別比では、女性 69.2％、

男性 49.6％で、女性の賛成率が明確に高く、男女を通じて、若い世代ほど賛成率が高いという結

果でした。 

 また、つづく【問 25−Ｅ】では「パートナーシップ証明制度の導入」に対する賛否を尋ねていま

す。この制度は、2015 年に東京都渋谷区で開始されたのを皮切りに、全国各地で導入されつつあ

ります。女性どうしのカップル、あるいは、男性どうしのカップルが、居住先の自治体に申請する

と、自治体が「当の同性カップルは、男女間の結婚に相当するパートナー関係にある」ことを確認

する「証明書」を公的に発行する、という制度です。ただし現在のところ、この「証明書」の法的

効力は皆無といってよく、男女間の法律婚カップルであれば自動的に認められる遺産相続や配偶者

控除など、たとえ「証明書」を取得しても同性カップルにはいっさい認められません。したがって、

あくまで象徴的な意味合いしか持たないものですが、同性愛者や両性愛者（をはじめ性的少数者全体）

に対する社会的承認を拡げる第一歩として、多くの当事者から切望されている制度です。この「パ

ートナーシップ証明制度」について、意識調査では、『賛成』（「どちらかといえば」を含む）が市民

全体で 65.0％を占めました。性別比では、女性 71.7％、男性 56.6％で、女性の賛成率が有意に高

く、男女ともに若い世代ほど賛成率が高いという、前問（同性婚への賛否）と同様の傾向が見られ

ました。令和２年１月 20 日時点では、全国 33の自治体で実施されており、本市でも早急な検討が

求められます。 

 これまで折々に述べてきた「ジェンダー」は、各人の生き方に「男らしさ／女らしさ」という型

枠をはめるものです。たとえば、「女は〝女らしい〟服装をせよ」というジェンダーは、生まれた

ときに届け出られた戸籍上の性別は「女性」だけれど、本人の「こころの性別」（性自認）としては

男性であり、男性として生活していきたいトランスジェンダー（性別違和）の中高生などが、学校

の制服として、性自認に反するスカートをはくよう強いられる、といった事態を招くものでもあり

ます。トランスジェンダーの児童生徒のこうした苦痛を緩和する一方策として、最近「制服選択制」

を採用する学校が少しずつ増えてきました。これは、トランスジェンダーの児童生徒だけに限定す

ること無く（制服に関してはトランスジェンダーの児童生徒に「カミングアウト」を強いること無しに）、

その学校のすべての児童生徒を対象に、女子についてはスカートかスラックスか（さらに、男子に

ついては学生服かスカートか）などを、児童生徒それぞれの属性（性自認など）や趣味（おしゃれ感覚）、

あるいは、その日の体調や天候などに応じて、自由に選択できるようにする仕組みです。この「制

服選択制」に対する賛否を問うているのが【問 25−Ａ】です。結果は、『賛成』（「どちらかといえば」

を含む）が市民全体で 73.3％に上りました。性別比では、女性 78.4％、男性 66.9％で、ここでも

女性の賛成率が高くなりました。制服選択制は、佐賀県でも新年度（令和２年度）から数校で導入

予定とされ、佐賀市内では成章中学校で、他市では嬉野中学校や小城高校で始められます（佐賀新

聞 2020 年２月６日付）。なお、次問【問 25−Ｂ】で賛否を尋ねた「男女混合名簿」についても、佐賀

県下の全公立学校において、令和２年４月までに導入が完了する予定と伝えられています（佐賀新

聞 2020 年１月 22 日付）。 
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 ジェンダーは、性別役割分業（「男は仕事、女は家庭」）に明らかに見られるように、異性間（男女

間）の恋愛や結婚を当然視してしまうものでもあります。ジェンダーが前提としている異性愛主義

が、同性愛者などを苦しめることにもなります。したがって、世の中のジェンダーを取り除いてい

くことは、ＬＧＢＴ（性的少数者）の人たちにとっても暮らしやすい社会をつくることになるので

す。これからの男女共同参画の推進は、ＬＧＢＴにも充分に目配りしたものであるべきです。 

 

（ｃ）ＤＶ被害について 

 夫婦間・恋人間における暴力である「ドメスティック・バイオレンス」（ＤＶ）についても一言し

ておきます。ＤＶの被害／加害体験を尋ねた【問 28】を見ると、「Ａ．殴る、蹴る。物を投げる、

物を壊す」といった身体的ＤＶについて、女性全体で、被害 5.5％／加害 2.6％、男性全体で、被

害 4.0％／加害 4.0％。また、「Ｂ．怒鳴る、無視する、脅す、人格を否定するような暴言を吐く」

といった精神的ＤＶについて、女性全体で、被害 16.1％／加害 9.5％、男性全体で、被害 9.9％／

加害 18.4％という結果でした。ＤＶについては〝男性が加害者、女性が被害者〟という構図で語

られることが一般的です［＊］。ところが、今回の結果からは、意外なことに、一定数の女性にも

加害の体験がある一方で、男性も少なからず被害者になっている……ようにも見えます。しかしな

がら、この結果について、佐賀県ＤＶ総合対策センター所長で、佐賀市男女共同参画審議会の委員

でもある原健一さんは「ＤＶのあるカップルは相互加害（被害者も加害行為をおこなう状態）に陥り

やすいこと」「男性が被害を受けるケースもむろん見過ごせないが、ＤＶの全般的な現状としては、

やはり女性が被害者となるケースが圧倒的に多いこと」を指摘されていました。専門的見地からの

重要な指摘であると考えます。 

［＊］なお、ＤＶは、男女の異性カップル間のみならず、女性どうし／男性どうしの同性カップル間でも起

こりえます。今回の調査結果についても、回答者の中には、同性のパートナーからのＤＶ加害について

答えた人がいる可能性があります。 

 また、ＤＶ被害を受けた場合の対処を訊いた【問 29】（複数回答）でも、やや心配な結果が出て

います。質問の選択肢を変更したため単純比較はできませんが、「相談等をしたかったが、我慢し

た」が、前々回（平成 21 年：70.3 ％）、前回（平成 26 年：62.8％）と比較して、今回は 18.8％と〝

激減〟しました。代わりに多数を占めた回答は「相手方に直接、抗議した」33.0％（今回新設した

選択肢）と、「謝ったり、なだめたりした」25.9％（前々回 18.9％、前回 22.1％）でした。なるほど、

ＤＶ被害を受けたときに「我慢」せず、相手方（加害者）にじかに「抗議」できる被害者が多いの

ならば、ＤＶの発生しにくい対等な（たがいに言いたいことを言い合える）関係性を築けるカップル

が増えている、という肯定的な見方も成り立つかもしれません。しかし、加害者に対する「抗議」

によってその場は何とか暴力が収められても、その後ふたたび暴力がくりかえされたり、「抗議」

したことによって、さらに暴力がエスカレートしたりしたケースが無いのかどうか、非常に気懸か

りです。また、暴力に関しては加害者側に完全に非があり、責められるべきは加害者であるのにも

かかわらず、被害者の側が「謝ったり、なだめたり」するというのは、いかにも理不尽な事態であ

り、相手方からの暴力から取りあえず逃れたいという気持ちから発した、単なる当座しのぎの対処

法に過ぎない（ゆえに肯定しうる〝正しい対処法〟とは到底いえない）と私は考えます。 

 従来ＤＶについては、被害者が一人きりで苦悩を抱え込むことが無いよう、友人知人や外部機関

などに相談することを呼びかけ、被害者がなるべく安心して訪ねて行けるような相談機関の整備が

進められてきました。しかし、今回の調査結果では、選択肢（「相手方に抗議」）の追加という事情

があったにせよ、「家族・親族に相談した」「友人に相談した」「婦人相談所や市役所などの相談窓

口に相談した」「医師やカウンセラーに相談した」「民間の支援グループに相談した」「警察へ通報

した」といった『だれかに／どこかに相談した』という回答は、一部で微増したほかは、かなり減

少するか、きわめて低率にとどまっています（具体的には「家族・親族へ相談」は前回 20.4％から今回

10.7％、「警察へ通報」は前回 5.3％から今回 0.9％へと減少）。加えて「相談しようとは思わなかった」

という回答は、前々回 7.4％、前回 12.4％に対して、今回は 17.0％まで増加してしまっています。

この「相談しようと思わなかった」という回答の漸増と、前述の「相手方に抗議」「謝った、なだ
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めた」の高い割合とを考え合わせると、ＤＶ被害者が（外部に相談しようという発想に至らないまま）

内部的に自力で対応しようとする傾向を強めているのではないか、とも危惧されます。 

 では、なぜ相談に至らないのか。この点を尋ねたのが次の【問 30】です。本問では、前問にお

いて「相談等をしたかったが、我慢した」および「相談しようとは思わなかった」と回答した人た

ちに対して「それはなぜか」を問うています（複数回答）。「相談するほどのことではないと思った

から」（50.0％）や「自分さえ我慢すれば、何とかこのままでやっていけると思ったから」（36.8％）

といった回答が上位を占めるなかで、「どこ（誰）に相談してよいかわからなかったから」が 15.8％

で、前々回 3.8％、前回 7.6％と、回を追うごとに倍増している点が、たいへん気になります。同

時に、「相談しても無駄だと思ったから」が 34.2％となり前回（40.5％）より減少はしたものの一

定割合を保っている点、さらに「相談されたことがわかると、仕返しをされたり暴力がさらにひど

くなると思ったから」が少しずつながら増加し続けている点（前々回 4.7％、前回 7.6％、今回 7.9％）

も懸念されるポイントです。どこにどのようなＤＶ被害の相談窓口が設置されており、相談窓口で

はどのような救済や支援のメニューを用意しているのか、また、相談したことによって被害が憎悪

するようなことが無いようにプライバシー（秘密厳守）にも充分な配慮がおこなわれることなど、

佐賀市をはじめとした行政の相談窓口についてのアピール（広報・周知）に改善の余地がないか、

再度の点検が必要だと思われます。 

 

Ⅳ．おわりに──意識を行動へ 

 今回の意識調査では、性別役割分業への『反対』（前回比 15 ポイント増の約７割に）をはじめ、女

性就労への考え方（「結婚・出産後も仕事継続」への支持が５割を超えて初のトップ）、同性婚法制化へ

の『賛成』（約６割に達した）など、性別・結婚・家族などをめぐって柔軟な意識の拡がりが確認さ

れ、男女共同参画社会（ジェンダーに囚われず個々人の生き方が尊重される社会）への前進として、お

おいに評価されます。 

 しかし、既述（Ⅱ節）のとおり、そうした意識面での変化が、具体的な行動として表われている

とは未だ言えない状況です。このことは、男性の４人に３人（74.6％）までの家事従事時間が今も

なお「１時間未満」にとどまっている現状が端的に象徴しています。 

 本年、令和２年（2020 年）は、女性活躍推進法（2015 年）から５年、男女共同参画基本法（1999

年）から 21 年、男女雇用機会均等法（1985 年）から 35 年、そして、性差別の禁止を含めた「法の

下の平等」を掲げる日本国憲法の施行（1947 年）からは実に 73 年を迎えます。もはや、意識面に

おける改善のみをもって成果を誇れるような段階では断じてありません。 

 単に意識ばかりで実際の行動がともなわない〝なんちゃって男女共同参画〟の克服に向けて、よ

り真剣に知恵をしぼらなければならないと痛感させられる調査結果です。 
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  Ⅱ   調査の概要 

 
１ 調査目的 

佐賀市民の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の男女共同参画施策及び第四次佐

賀市男女共同参画計画策定の基礎資料とするために実施した。 

 
２ 調査対象 

（１）母集団  佐賀市内に居住する 16 歳以上の男女 

（２）標本数  2,300 人 

（３）抽出方法 等間隔無作為抽出法 

 
３ 調査時期 

令和元年 7月 11 日（木）～令和元年 8月 5日（月） 

 
４ 調査方法 

郵送による配布、回収 

 
５ 回収結果 

有効回収票…626 票 

有効回答率…27.2％（626 票／2,300 票） 

 

６ 報告書の見方 

・ 文章や表、グラフ中の回答割合（相対度数）は百分比のポイント以下 2 位を四捨五入しているので、

合計は必ずしも 100％にならないことがある。 

・ 男女別、年齢別のグラフは一部省略したところがある。 

・ 2 つ以上の回答を求めた（複数回答）質問の場合、その回答割合の合計は 100％を超える。 

・ 数表に記載された「N」「n」は、回答割合算出上の基数（回答数）である。 

    N＝標本全数   ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

・ 前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して続けて行った質問の回答割合は、層化された

回答者を基数として算出した。 

・ 文中では選択肢（変数）を「 」で示した。選択肢の文章が長い場合は、一部省略したところがある。

また、2 つ以上の選択肢を合計して表す場合には『 』で示した。 

・ 比較分析において利用した調査名は次のとおりである。 

国の調査－令和元年度 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」 

県の調査－平成 26年度 佐賀県「男女共同参画社会づくりのための県民意識調査」 

平成 26 年度調査－平成 26 年度 佐賀市「男女共同参画社会づくりのための市民意識調査」 

平成 21 年度調査－平成 21 年度 佐賀市「男女共同参画社会づくりのための市民意識調査」 
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７ 回答者の属性 
 

（１）男女共同参画に対する関心度 【新規設問】 

男女共同参画について「とても関心がある」、「どちらかといえば関心がある」を合わせた『関心』は

60.4%であり、女性（65.7％）が男性（54.8％）を 10.9 ポイント上回っている。 

 
とても

関心がある

9.3%

どちらかと

いえば

関心がある

51.1%

どちらかと

いえば

関心がない

30.0%

全く

関心がない

6.4%

無回答

3.2%

全体（N=626）
 

 

（２）性別 

アンケート回答者の性別は、「女性」（55.4％）が「男性」（43.5％）を 11.9 ポイント上回っている。 

女性

55.4%
男性

43.5%

その他

0.2%

無回答

1.0%

全体（N=626）
 

 

（３）年代 

アンケート回答者の年代構成は、「10歳代（16歳～19歳）」が 7.7％、「20歳代」が 11.7％、「30歳代」

が 14.5％、「40 歳代」が 16.3％、「50 歳代」が 21.9％、「60 歳代」が 17.6％、「70 歳以上」が 9.4％となっ

ている。 

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

7.7

11.7

14.5

16.3

21.9

17.6

9.4

1.0

0 10 20 30（％）

全体（N=626）
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（４）既婚・未婚の別と共働きの有無 

アンケート回答者の未既婚状況は、「結婚している」が 64.7％であり、女性（63.4％）、男性（68.0％）と

もほぼ同様となっている。また、結婚している人の共働き状況は、「共働きである」が 66.2％であり、女性

（65.9％）、男性（66.5％）ともほぼ同様となっている。 

 

 

結婚している
（事実婚等を含む）

結婚したが離別・死別

結婚していない

無回答

64.7

8.3

26.0

1.0

0 20 40 60 80（％）

全体（N=626）

 

 

（５）家族構成 

アンケート回答者の家族構成は、「二世代家族（親と子ども）」が 53.4％で最も多く、次いで、「夫婦の

み（事実婚等を含む）」が 22.5％、「三世代家族（親と子どもと孫）」が 10.1％、「ひとり暮らし」が 9.7％とな

っている。 

 

ひとり暮らし

夫婦のみ
（事実婚等を含む）

二世代世帯
（親と子ども）

三世代世帯
（親と子どもと孫）

その他

無回答

9.7

22.5

53.4

10.1

0.8

3.5

0 20 40 60 80（％）

全体（N=626）

 
 

共働き

である

66.2%

共働き

ではない

30.9%

無回答

3.0%

全体（n=405）

共働きの有無 
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  Ⅲ   調査の概要と課題 

 

１． 結婚や家庭生活について 

 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」に反対の割合が７割を超えた。固定的性別役割分担意識は

解消に向けて前進している。 

 家庭生活での家事・育児・介護は「家族全員」で分担するべきだと考えられているものの、実際は女

性がその役割の大半を担っている。男性の意識啓発とともに行動を促す施策が求められる。 

 「家庭生活」を優先したいという希望に対して、現状は「仕事を優先」している。事業所に対し、仕事

と家庭生活等の両立に配慮した職場づくり（ワーク・ライフ・バランスの推進）を促すための啓発が必

要である。 

 

２． 教育・子育て・介護について 

 「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てたほうがよい」と考える人は前回調査より減って

はいるものの、約５割が賛成であり、特に女性の５０歳代以上、男性の３０歳代以上で高くなっている。

今後も、引き続き子どもだけではなく親や祖父母世代を対象とした意識啓発を続けていくことが重要

である。 

 男性が「育児休業」「介護休業」を取ることについて、「男性自身の成長のためにも、取ることが望まし

い」「家族として当然である」がそれぞれ４割を超えたが、一方「職場の上司や同僚が育児休暇や介

護休暇をとることに理解がないのでとりにくい」「育児休業や介護休業の制度が整備されていないた

めとれない」もそれぞれ３割を超えていることから、事業主に対する、育児休業・介護休業制度及び

取得しやすい職場環境整備の推進と啓発が必要である。 

 

３． 職業生活について 

 女性が職業に就くことについて「結婚や出産後も、産休や育休なども利用しながら、ずっと仕事を続

けるほうがよい」が５割を超えた。ただし、男女共同参画が進まない中で女性が仕事を継続していくこ

とは、女性の仕事と家事の負担をますます増大させるため、男性には家事参画、事業所には女性が

働きやすい制度や職場環境の整備が求められる。 

 

４． 健康・福祉について 

 在宅で介護を受けるようになった場合、女性はヘルパーなどの介護サービスに期待する人が多いが、

男性は約半数が配偶者による介護を希望している。男性の家事時間の少なさからも、男性が女性に

家事や身の回りのことを頼っている様子がうかがえる。このため、男性の家庭における自立を促す施

策や、利用しやすい介護サービスの仕組みを整備していくことが必要である。 

 

５． 女性の活躍について 

 地域での女性の活躍状況について「自治会」や「子ども会、PTA、部活動の役員など」「民生委員・

児童委員」「体育協会・スポーツ関係の行事」ではある程度活躍しているが、「消防団・防災関係」

「政治・議会」の分野ではあまり活躍していない。防災や政治における女性参画の必要性について

啓発を行っていく必要がある。 
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６． LGBT について 

 「LGBT」は聞いたことがある人も含めると認知度は約８割であり、若年層を中心に理解が広がってい

る。「制服選択制の導入」「男女混合名簿の使用」「ジェンダーフリートイレの増設」「同性婚の法制

化」「パートナーシップ証明制度の導入」に対して約６割～７割が賛成と回答しており、今後、個別に

検討を進める時期に来ているといえる。 

 

７． 地域活動について 

 地域活動をする場合の障がいとして「仕事が忙しすぎる」が最も多く、「精神的にゆとりがない」「人づ

きあいがわずらわしい」と続く。ワーク・ライフ・バランスの推進が地域活動への参加促進につながる

可能性があることを示唆している。 

 

８． 人権について 

 DV を受けた経験がある人の対処方法として「相談等をしたかったが、我慢した」が前回と比べると３

分の１に減り、「相手方に直接、抗議した」「謝ったり、なだめたりした」が多くなった。そして、警察や

家族・親族、医師やカウンセラー等に相談したという回答が少なくなっていること、また、「相談しよう

とは思わなかった」が約２割に増えていることを考えると、DV 被害者が、外部に相談するという発想

に至らず、自力で対応しようとしている可能性も危惧される。また、相談しなかった理由として「どこ

（誰）に相談してよいかわからなかったから」が約１６％いることを踏まえると、DV 防止の啓発とともに

相談窓口の PR がさらに必要であると考えられる。 

 新聞・テレビ・インターネット・SNS 等における性や暴力の表現について「そのような表現を望まない

人や子どもの目に触れないようにする配慮が足りない」が４割を超えている。メディアリテラシー（メデ

ィアから発信される情報をそのまま受け取るのではなく主体的に読み解いて活用する能力、またメデ

ィアを活用し、自分の考えを表現する能力）の教育や啓発が引き続き必要である。 

 

９． 男女平等・男女共同参画社会について 

 男女平等や男女共同参画について「学校や大学で学んだことがある」「研修会や公民館の講座など

に参加したことがある」が増えており、教育現場や公民館等における広報・啓発の成果がうかがえる。

しかし、「学んだことがない」と答えた人が約４割いる（前回から 13.2 ポイント減少）ため、引き続き地

域や学校での広報・啓発活動が必要である。 

 「家庭」や「職場」「政治の場」「就職採用の際」で「男性優遇」と感じる人は約半数かそれ以上である。

特に「政治の場」では７割を超える人が「男性優遇」と感じていることから、さらなる広報・啓発が求め

られている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査結果 
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  Ⅳ   調査結果 

 
１ 結婚や家庭生活について 

 
（１）結婚観、家庭観 
 
問１ 結婚・家庭についてどのように考えますか。 

 
Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が７割以上を占めており、「男性」より「女性」、高齢者

より若年者で『賛成』の人が多い 

●『賛成』は、前々回から増加傾向 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

48.4

37.1

33.7

どちらかと

いえば賛成

24.9

25.1

22.5

どちらかと

いえば反対

14.7

19.7

23.3

反対

5.9

10.7

11.8

わからない

4.5

5.3

4.3

無回答

1.6

2.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（81.3％）が「男性」（64.4％）より 16.9 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」が 100.0％で、「男性」（76.2％）より 23.8 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」が 79.7％で、「男性」（63.2％）より 16.5 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は「70 歳以上」を除くすべての年代で『賛成』と答える人が多く、年齢が低いほど回答

割合が高くなる傾向がみられる。中でも「20 歳代」（94.9％）の割合が最も高い。一方、男性は『60 歳

代以上』を除くすべての年代で『賛成』と答える人が多く、年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向が

みられる。中でも「20 歳代」（97.0％）の割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

48.4

56.2

76.9

54.5

84.6

74.2

64.9

45.0

29.6

24.1

39.0

61.9

36.8

60.6

44.8

48.9

31.6

21.4

23.3

どちらかと

いえば賛成

24.9

25.1

23.1

25.2

10.3

19.4

28.1

33.8

33.3

13.8

25.4

14.3

26.4

36.4

44.8

24.4

26.3

23.2

6.7

どちらかと

いえば反対

14.7

10.4

11.2

3.2

5.3

10.0

18.5

44.8

20.6

9.5

21.6

10.3

13.3

21.1

35.7

43.3

反対

5.9

4.3

4.7

2.6

6.3

11.1

10.3

8.1

4.8

8.4

3.0

8.9

8.8

12.5

13.3

わからない

4.5

3.5

3.7

2.6

3.2

1.8

3.8

5.6

6.9

5.9

4.8

6.0

4.4

12.3

7.1

6.7

無回答

1.6

0.6

0.6

1.3

1.9

1.1

4.8

0.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」だと思う 

●『反対』（「反対」+「どちらかといえば反対」）が７割を占める 

●『反対』は、前々回から増加傾向 

  

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

3.8

7.1

11.9

どちらかと

いえば賛成

13.1

23.5

30.3

どちらかと

いえば反対

29.2

23.4

22.2

反対

41.1

31.9

24.0

わからない

10.9

11.4

7.4

無回答

1.9

2.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
◆国、県の調査結果との比較 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についての反対層の割合を国や県の調査

と比較すると、佐賀市は国及び佐賀県の調査結果より高い。 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について反対層の割合 

 国（Ｒ1） 佐賀県（Ｈ26） 
佐賀市 

H21 調査 H26 調査 今回調査 

全体 59.8％ 62.9％ 46.2％ 55.3％ 70.3％ 

女性 63.4％ 66.0％ 53.3％ 56.9％ 74.9％ 

男性 55.6％ 60.1％ 36.8％ 50.0％ 65.9％ 

※対象は 18 歳以上     

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『反対』と回答した人の割合が高く、「女性」（74.9％）が「男性」（65.9％）より 9.0 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『反対』と回答した人の割合は、「女性」が 84.6％で、「男性」（76.2％）より 8.4 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『反対』と回答した人の割合は、「女性」が 74.1％で、「男性」（64.8％）より 9.3 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性では、すべての年代で『反対』と回答した人が『賛成』と回答した人より多く、特に「女

性 20 歳代」では『反対』が 82.0％と、『賛成』（12.8％）を大きく上回っている。男性では、「70 歳以上」

を除くすべての年代で『反対』と回答した人が多く、特に「男性 30 歳代」では『反対』が 79.3％と、『賛

成』（6.9％）を大きく上回っている。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

3.8

2.3

3.8

2.2

1.6

1.8

5.6

6.9

5.5

6.0

3.5

3.6

36.7

どちらかと

いえば賛成

13.1

10.4

11.2

12.8

4.8

8.8

12.5

18.5

10.3

16.9

18.4

15.2

6.9

15.6

14.0

33.9

16.7

どちらかと

いえば反対

29.2

28.2

11.5

29.6

17.9

33.9

33.3

27.5

25.9

41.4

31.3

42.9

30.4

33.3

27.6

26.7

35.1

32.1

23.3

反対

41.1

46.7

73.1

44.5

64.1

45.2

42.1

45.0

38.9

31.0

34.6

33.3

34.4

42.4

51.7

42.2

38.6

21.4

13.3

わからない

10.9

11.2

11.5

11.2

5.1

14.5

14.0

11.3

9.3

10.3

10.7

19.0

10.0

9.1

13.8

13.3

8.8

8.9

6.7

無回答

1.9

1.2

1.2

3.8

1.9

1.1

4.8

0.8

2.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｃ 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が過半数を占めており、「男性」より「女性」、高齢者よ

り若年者で『賛成』の人が多い 

●『賛成』は、前々回から増加傾向 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

32.7

18.6

15.8

どちらかと

いえば賛成

24.3

19.3

14.7

どちらかと

いえば反対

20.8

24.7

29.1

反対

8.9

20.0

25.9

わからない

11.5

14.1

8.9

無回答

1.8

3.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（65.1％）が「男性」（47.5％）より 17.6 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」が 88.4％で、「男性」（66.6％）より 21.8 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」が 63.2％で、「男性」（45.6％）より 17.6 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほど『賛成』の回答割合が高くなる傾向がみられ、中でも「20 歳代」

（84.6％）の割合が最も高い。一方、男性は『40 歳代以下』で『賛成』と答える人が多く、年齢が低いほ

ど回答割合が高くなる傾向がみられる。中でも「20 歳代」（75.7％）の割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

32.7

41.2

69.2

38.9

66.7

61.3

38.6

27.5

22.2

17.2

22.1

47.6

19.6

42.4

34.5

22.2

14.0

3.6

16.7

どちらかと

いえば賛成

24.3

23.9

19.2

24.3

17.9

22.6

36.8

22.5

22.2

20.7

25.4

19.0

26.0

33.3

27.6

33.3

28.1

17.9

16.7

どちらかと

いえば反対

20.8

16.4

7.7

17.1

2.6

8.1

15.8

17.5

27.8

37.9

26.8

14.3

28.0

15.2

31.0

24.4

28.1

39.3

23.3

反対

8.9

7.5

8.1

7.7

1.6

1.8

7.5

18.5

17.2

11.0

12.0

3.0

4.4

15.8

21.4

20.0

わからない

11.5

10.1

3.8

10.6

5.1

6.5

7.0

21.3

9.3

6.9

13.6

14.3

13.6

6.1

6.9

15.6

14.0

17.9

16.7

無回答

1.8

0.9

0.9

3.8

1.1

4.8

0.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）家庭生活での役割分担 

 

問２ 家庭での役割分担について、どう思いますか。 

 

①  その役割を行うべきと思う人 

●理想としては、＜家計を支える＞は「主に夫」の回答が最多 

一方、＜地域活動＞、＜学校行事への参加＞は「妻と夫が同じ程度に分担」の回答が最多 

全体（N=626）　　　凡例　

Ａ　家計を支える（生活費を稼ぐ）

Ｂ　炊事、掃除、洗濯などの家事

Ｃ　子育てや介護など家族の世話

Ｄ　自治会・町内会などの地域活動

Ｅ　ＰＴＡ活動などの学校行事への
    参加

主に妻（母）

0.3

27.5

9.1

4.2

15.2

主に夫（父）

43.9

10.5

1.1

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

27.3

29.6

42.2

46.8

54.2

家族全員

21.1

38.5

44.2

30.7

20.6

その他

5.6

3.4

3.4

6.1

7.2

無回答

1.8

1.1

1.1

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

Ａ 家計を支える（生活費を稼ぐ） 

●「主に夫（父）」と考える人が４割以上を占める 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

主に妻（母）

0.3

1.2

主に夫（父）

43.9

57.8

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

27.3

18.0

家族全員

21.1

16.4

その他

5.6

4.4

無回答

1.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

Ｂ 炊事、掃除、洗濯などの家事 

●「主に妻（母）」「妻と夫が同じ程度」「家族全員」の３パターンに分かれる 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

主に妻（母）

27.5

43.6

主に夫（父）

0.8

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

29.6

21.5

家族全員

38.5

29.0

その他

3.4

2.7

無回答

1.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｃ 子育てや介護など家族の世話 

●「妻と夫（母と父）が同じ程度」「家族全員」で分担と考える人が多い 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

主に妻（母）

9.1

14.1

主に夫（父）

0.3

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

42.2

38.1

家族全員

44.2

41.9

その他

3.4

2.8

無回答

1.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

Ｄ 自治会・町内会などの地域活動 

●「妻と夫（母と父）が同じ程度」で分担と考える人が多い 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

主に妻（母）

4.2

5.5

主に夫（父）

10.5

12.9

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

46.8

44.2

家族全員

30.7

27.7

その他

6.1

6.6

無回答

1.8

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

Ｅ ＰＴＡ活動などの学校行事への参加 

●「妻と夫（母と父）が同じ程度」で分担と考える人が多い 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

主に妻（母）

15.2

18.7

主に夫（父）

1.1

1.9

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

54.2

53.7

家族全員

20.6

14.3

その他

7.2

6.6

無回答

1.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②  実際にその役割を行っている人 

●実際には、＜家計を支える＞は「主に夫」、他の４項目は「主に妻」と回答する人が最多 

●特に、「主に妻」における現実の回答割合が理想の回答割合を大きく上回っている 

●すべての項目で、前回と同様傾向 

 

全体（N=626）　　　凡例　

Ａ　家計を支える（生活費を稼ぐ）

Ｂ　炊事、掃除、洗濯などの家事

Ｃ　子育てや介護など家族の世話

Ｄ　自治会・町内会などの地域活動

Ｅ　ＰＴＡ活動などの学校行事への
    参加

主に妻（母）

7.3

69.5

50.6

33.4

51.3

主に夫（父）

56.7

1.0

0.3

18.7

2.1

妻と夫（母と父）が

同じ程度に分担

18.8

11.5

23.0

27.5

18.1

家族全員

7.8

9.4

9.3

6.5

3.7

その他

6.2

5.8

11.8

10.7

18.7

無回答

3.0

2.9

5.0

3.2

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

Ａ 家計を支える（生活費を稼ぐ）  

●「主に夫（父）」と答える人が過半数を占める 

 

Ｂ 炊事、掃除、洗濯などの家事 

●「主に妻（母）」と答える人が７割を占める 

 

Ｃ 子育てや介護など家族の世話 

●「主に妻（母）」と答える人が過半数を占める 

 

Ｄ 自治会・町内会などの地域活動 
 

●「主に妻（母）」「妻と夫が同じ程度」の２パターンに分かれる 

 

Ｅ ＰＴＡ活動などの学校行事への参加 

●「主に妻（母）」と答える人が過半数を占める 
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（３）家事にかける時間 

 

問３ １日に平均してどれくらいの時間を家事（育児･介護を含む）にかけていますか。 

 

Ａ 平日 

●「女性 30 歳代」「女性 40 歳代」で「３時間以上」の回答は半数を占める 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

全く

していない

14.4

14.8

12.2

30分未満

15.0

17.7

11.8

30分以上

１時間未満

17.4

15.9

14.7

１時間以上

２時間未満

16.5

12.8

13.2

２時間以上

３時間未満

13.4

13.4

13.2

３時間以上

20.1

21.7

22.2

無回答

3.2

3.7

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「3時間以上」と回答した人は、「女性」の34.9％に対し「男性」（1.8％）は33.1ポイント低くなっている。 

また、男性で「全くしていない」人は 24.6％となっている。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「全くしていない」の回答割合は、「男性」（42.9％）が「女性」（34.6％）より 8.3 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「3 時間以上」の回答割合は、「女性」が 37.7％で「男性」（2.0％）より 35.7 ポイント高い。一方、

「全くしていない」の回答割合は、「男性」（22.8％）が「女性」（3.7％）より 19.1 ポイント高くなっている。 

◇性・年代別：『2時間以上』と回答した割合は女性では、「30歳代」（64.5％）、「40歳代」（78.9％）となっ

ている。男性では、「全くしていない」と回答した人は、「50 歳代」（33.3％）、「60 歳代」（33.9％）となっ

ている。どの年代でも女性の家事負担が大きくなっている。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

全く

していない

14.4

6.1

34.6

3.7

20.5

3.2

1.8

1.9

24.6

42.9

22.8

18.2

10.3

13.3

33.3

33.9

13.3

30分未満

15.0

5.5

30.8

3.4

17.9

1.6

2.5

1.9

27.6

42.9

26.4

30.3

17.2

37.8

26.3

25.0

16.7

30分以上

１時間未満

17.4

13.8

30.8

12.5

17.9

17.7

8.8

12.5

7.4

10.3

22.4

4.8

24.0

30.3

37.9

15.6

21.1

21.4

26.7

１時間以上

２時間未満

16.5

19.0

20.6

23.1

12.9

10.5

28.8

24.1

24.1

13.6

4.8

14.4

15.2

24.1

13.3

8.8

8.9

26.7

２時間以上

３時間未満

13.4

19.6

21.2

14.5

26.3

26.3

24.1

34.5

5.9

6.4

3.0

6.9

13.3

7.0

5.4

３時間以上

20.1

34.9

37.7

20.5

50.0

52.6

30.0

37.0

27.6

1.8

2.0

3.0

3.4

4.4

3.3

無回答

3.2

1.2

3.8

0.9

3.7

3.4

4.0

4.8

4.0

2.2

3.5

5.4

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 休日 

●「女性 30 歳代」「女性 40 歳代」「女性 50歳代」で「３時間以上」の回答は過半数を占める 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

全く

していない

10.4

11.9

8.1

30分未満

13.6

12.2

10.3

30分以上

１時間未満

14.1

15.1

14.8

１時間以上

２時間未満

16.5

15.7

12.4

２時間以上

３時間未満

14.2

13.4

12.4

３時間以上

27.5

25.9

27.1

無回答

3.8

5.8

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「3 時間以上」と回答した人は「女性」の 42.9％に対し「男性」（8.5％）は 34.4 ポイントも低い。 

また、男性で「全くしていない」人は 17.3％となっている。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「全くしていない」の回答割合は、「男性」（33.3％）が「女性」（23.1％）より 10.2 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「3 時間以上」の回答割合は、「女性」が 46.4％で「男性」（9.2％）より 37.2 ポイント高い。一方、

「全くしていない」の回答割合は、「男性」（16.0％）が「女性」（3.1％）より 12.9 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性では、『2 時間以上』と回答した割合は、「30 歳代」（69.4％）、「40 歳代」（80.7％）、

「50 歳代」（73.8％）となっている。男性では、『2 時間以上』と回答した割合は、「30 歳代」（37.9％）で、

平日の家事時間（10.3％）と比べると、３倍以上となっている。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

全く

していない

10.4

4.6

23.1

3.1

10.3

3.2

3.5

3.7

17.3

33.3

16.0

12.1

6.9

8.9

15.8

28.6

16.7

30分未満

13.6

6.6

38.5

4.0

20.5

1.6

1.3

5.6

22.8

42.9

20.8

30.3

6.9

15.6

26.3

25.0

13.3

30分以上

１時間未満

14.1

10.4

19.2

9.7

17.9

9.7

5.3

7.5

5.6

20.7

19.1

9.5

20.0

18.2

24.1

24.4

12.3

19.6

26.7

１時間以上

２時間未満

16.5

15.3

11.5

15.6

12.8

16.1

10.5

16.3

20.4

17.2

18.4

4.8

19.6

21.2

24.1

15.6

24.6

12.5

23.3

２時間以上

３時間未満

14.2

18.4

3.8

19.6

15.4

12.9

21.1

21.3

25.9

20.7

9.2

4.8

9.6

15.2

3.4

11.1

14.0

7.1

3.3

３時間以上

27.5

42.9

46.4

23.1

56.5

59.6

52.5

33.3

37.9

8.5

9.2

3.0

34.5

17.8

3.5

1.8

3.3

無回答

3.8

1.7

3.8

1.6

1.3

5.6

3.4

4.8

4.8

4.8

6.7

3.5

5.4

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の関わり方 

 

問４ 仕事と生活について何を優先したいですか。（○はいくつでも） 

 

＜希望＞ 

●「家庭生活」を優先したいが最多の 45.4％ 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

仕事

12.8

16.9

7.4

家庭生活

45.4

42.9

18.2

地域・個人

の生活

14.4

9.4

1.9

仕事＋家庭

8.8

14.1

34.3

仕事＋地域・

個人の生活

1.9

1.5

2.4

家庭＋地域・

個人の生活

9.6

5.8

8.1

仕事＋家庭＋

地域・個人

の生活

5.9

7.3

17.2

無回答

1.3

2.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
※平成 21 年度調査では選択肢に「わからない」があったため「無回答」に合算した。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「仕事」を優先したいは、「男性」（19.1％）が「女性」（7.8％）より 11.3 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「家庭生活」の回答割合は、「男性」（42.9％）が「女性」（30.8％）より 12.1ポイント高い。一方で、

「地域・個人の生活」の回答割合は、「女性」（30.8％）が「男性」（14.3％）より16.5ポイント高い。なお、

女性では「仕事」と回答する人は 0人となっている。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「仕事」の回答割合は、「男性」（18.0％）が「女性」（8.4％）より 9.6 ポイント高い。 

◇性・年代別：「家庭生活」の回答割合は、女性では「40 歳代」（61.4％）、男性では「30 歳代」（58.6％）

が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

仕事

12.8

7.8

8.4

10.3

1.6

7.0

12.5

5.6

17.2

19.1

28.6

18.0

9.1

17.2

11.1

22.8

17.9

30.0

家庭生活

45.4

47.6

30.8

48.9

48.7

50.0

61.4

40.0

50.0

44.8

43.0

42.9

43.2

33.3

58.6

53.3

40.4

48.2

20.0

地域・個人

の生活

14.4

16.1

30.8

15.0

20.5

19.4

10.5

12.5

13.0

17.2

12.1

14.3

12.0

18.2

6.9

13.3

8.8

16.1

6.7

仕事＋家庭

8.8

8.4

11.5

8.1

12.9

7.0

12.5

5.6

3.4

9.2

4.8

9.6

9.1

3.4

11.1

12.3

3.6

20.0

仕事＋地域・

個人

の生活

1.9

2.3

7.7

1.9

7.7

1.8

2.5

1.5

1.6

3.0

3.4

1.8
3.3

家庭＋地域・

個人

の生活

9.6

11.2

15.4

10.9

12.8

9.7

7.0

11.3

14.8

10.3

7.7

4.8

8.0

18.2

6.9

4.4

5.3

5.4

13.3

仕事＋家庭＋

地域・個人

の生活

5.9

5.8

3.8

5.9

6.5

5.3

8.8

7.4

3.4

5.9

4.8

6.0

9.1

3.4

4.4

10.5

1.8

6.7

無回答

1.3

0.9

0.9

3.7

3.4

1.5

1.6

2.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５ 現実に何を優先していますか。（○はいくつでもかまいません） 

 

＜現状＞ 

●優先したいこと（希望）に比べて現状は「仕事を優先」が 22.5 ポイント高い 

●「仕事を優先」は、前々回から増加傾向 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

仕事

35.3

31.7

24.5

家庭生活

32.4

34.0

25.6

地域・個人

の生活

9.7

7.2

2.4

仕事＋家庭

10.9

13.8

22.5

仕事＋地域・

個人の生活

2.2

3.0

2.6

家庭＋地域・

個人の生活

5.6

4.9

5.8

仕事＋家庭＋

地域・個人

の生活

2.4

2.7

5.8

無回答

1.4

2.7

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
※平成 21 年度調査では選択肢に「わからない」があったため「無回答」に合算した。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「仕事」を優先しているは、「男性」（43.8％）が「女性」（28.8％）より 15.0 ポイント、「家庭生活」を優先し

ているは、「女性」（37.2％）が「男性」（26.8％）より 10.4 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「家庭生活」の回答割合は、「男性」（38.1％）が「女性」（23.1％）より 15.0ポイント高い。一方で、

「地域・個人の生活」の回答割合は、「女性」（50.0％）が「男性」（28.6％）より 21.4 ポイント高く、全体

結果（9.7％）と比べても「女性」は 40.3 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「仕事」の回答割合は、「男性」（45.2％）が「女性」（29.3％）より 15.9 ポイント高い。一方で、「家

庭生活」の回答割合は、「女性」（38.3％）が「男性」（26.0％）より 12.3 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性の「30 歳代」「40 歳代」は、現実には「仕事」よりも「家庭生活」を優先している回答が

多い。男性の「20 歳代」から「60 歳代」までは、現実には「家庭生活」より「仕事」を優先している回答

が多い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

仕事

35.3

28.8

23.1

29.3

38.5

25.8

29.8

43.8

13.0

13.8

43.8

23.8

45.2

36.4

48.3

46.7

64.9

42.9

16.7

家庭生活

32.4

37.2

23.1

38.3

25.6

43.5

47.4

27.5

50.0

34.5

26.8

38.1

26.0

21.2

13.8

31.1

19.3

35.7

30.0

地域・個人

の生活

9.7

9.8

50.0

6.5

17.9

6.5

2.5

9.3

10.3

9.2

28.6

7.6

21.2

6.9

6.7

1.8

5.4

10.0

仕事＋家庭

10.9

12.7

13.7

7.7

16.1

15.8

16.3

7.4

17.2

8.5

9.2

6.1

13.8

8.9

10.5

1.8

20.0

仕事＋地域・

個人

の生活

2.2

2.0

2.2

7.7

3.8

1.9

2.6

2.8

10.3

2.2

3.6

3.3

家庭＋地域・

個人

の生活

5.6

5.2

3.8

5.3

4.8

3.5

2.5

11.1

13.8

6.3

9.5

6.0

6.1

6.9

4.4

1.8

7.1

13.3

仕事＋家庭＋

地域・個人

の生活

2.4

2.9

3.1

3.2

3.5

3.8

3.7

3.4

1.8

2.0

9.1

1.8

3.3

無回答

1.4

1.4

1.6

2.6

3.7

6.9

1.1

1.2

3.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 教育・子育て・介護について 

 
（１）子どもの育て方 

 

問６ 子どもの育て方について、どのような考えをお持ちですか。 

 

Ａ 女の子も男の子も、経済的に自立できるように育てたほうがよい  

●＜女の子も男の子も、経済的に自立できるように育てたほうがよい＞の回答が９割強を占める 

●『賛成』（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）は、前々回から増加傾向 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

82.1

79.3

78.1

どちらかと

いえば賛成

15.5

16.0

14.7

どちらかと

いえば反対

0.6

0.8

反対

0.2

0.2

0.3

わからない

1.3
1.5

1.3

無回答

1.0

2.3

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：女性では『賛成』と回答した人の割合は 100.0％となっている。 
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Ｂ 女の子も男の子も、炊事、掃除、洗濯など、生活していくために必要な技術を身に

つけるように育てたほうがよい 

●＜女の子も男の子も、生活していくために必要な技術を身につけるように育てたほうがよい＞の

回答が９割強を占める 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）は、前々回から増加傾向 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

78.6

73.6

65.9

どちらかと

いえば賛成

19.2

22.1

24.8

どちらかと

いえば反対

0.2

0.7

1.3

反対

0.1

わからない

0.6

1.2

1.8

無回答

1.4

2.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「賛成」は、「女性」（83.6％）が「男性」（72.8％）より 10.8 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：女性では『賛成』と回答した人の割合は 100.0％となっている。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「賛成」は、「女性」（83.8％）が「男性」（71.6％）より 12.2 ポイント高い。 

◇性・年代別：男女とも年齢が高いほど「賛成」の回答割合が低い傾向がみられ、女性では「60 歳代」

（66.7％）、男性では「70 歳以上」（56.7％）の割合が最も低い。 
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Ｃ 女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てたほうがよい 

●＜女の子は女の子らしく、男の子男の子らしく育てたほうがよい＞の回答は、若い女性（20 歳代

以下）を中心に『反対』が増加している 

●『賛成』（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」）は、前々回から減少傾向 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

16.5

27.7

33.8

どちらかと

いえば賛成

35.6

37.2

40.1

どちらかと

いえば反対

18.7

12.7

10.0

反対

10.4

7.4

3.1

わからない

17.7

12.0

6.6

無回答

1.1

3.0

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

『賛成』の回答割合は、「女性」（44.6％）が「男性」（61.0％）より 16.4 ポイント低い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』の回答割合は、「女性」（23.1％）が「男性」（47.7％）より24.6ポイント低い。一方、『反対』

の回答割合は、「女性」（50.0％）が「男性」（23.8％）より 26.2 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』の回答割合は、「女性」（46.4％）が「男性」（62.0％）より15.6ポイント低い。一方、『反対』

の回答割合は、「女性」（35.2％）が「男性」（20.0％）より 15.2 ポイント高い。 

◇性・年代別：男女とも年齢が低いほど『賛成』の回答割合が低く、女性では「20 歳代」（30.7％）、男性

では「20 歳代」（39.4％）が最も低い。 
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Ｄ 女の子も男の子も、生まれ持った個性・才能を可能な限り活かして育てたほうがよい 

●＜女の子も男の子も、個性・才能を活かして育てるほうがよい＞の回答が９割を占める 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）は、前々回から増加傾向 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

69.8

65.7

63.9

どちらかと

いえば賛成

24.1

25.7

27.9

どちらかと

いえば反対

0.6

1.2

0.2

反対

0.3

0.1

0.2

わからない

4.0

4.4

1.9

無回答

1.1

2.9

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（92.3％）が「男性」（76.2％）より 16.1 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：『賛成』と回答した人の割合は、男女ともに「20 歳代」では 100.0％となっている。 
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Ｅ 女の子も男の子も同じ程度の学歴を持たせたほうがよい 

●＜女の子も男の子も、同じ学歴を持たせた方が良い＞の回答が８割以上を占める 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）は、前々回から減少傾向 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

賛成

58.5

50.9

44.1

どちらかと

いえば賛成

26.4

31.0

32.9

どちらかと

いえば反対

4.2

4.5

6.3

反対

1.8

1.0

1.4

わからない

8.1

9.5

8.5

無回答

1.1

2.9

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（84.6％）が「男性」（66.7％）より 17.9 ポイント高い。 
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（２）少子化の原因 

 

問７ わが国では近年少子化傾向にありますが、その理由は何だと思いますか。（複数回答可） 

「生き方の多様化」、「経済的理由」と考える人が多い 

 

           生き方が多様化し、
           結婚・子育ての生活を
           選ばない人が増えたから

          子育てのための経済的な
          負担が大きいから

       雇用の不安など、将来の
       くらしに希望が持てないから

          子育てを支援するための
          サービス（保育所・児童
          クラブ等）が不十分だから

            配偶者の育児に対する
            協力が少ないから

その他

69.3

63.9

50.3

30.7

14.2

8.3

66.9

68.3

56.9

30.9

13.4

6.9

43.8

58.5

28.2

19.2

6.0

1.1

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示しているが、女性 20 歳代において「子育てを支援

するためのサービスが不十分だから」（51.3％）と答える人が、他の層に比べ多くみられる。 
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（３）男女の協力関係を築くために必要な学校での教育 

 
問８ 性差別（性別による差別）のない社会をつくっていくために、学校教育の場でどのようなことに 

力を入れたほうがよいと思いますか。（複数回答可） 

●「生活面の指導や進路指導において、男女を区別せずに、子どもの興味（関心）や能力を尊重す

る」が最も多い 

●「児童生徒の年齢に応じた性についての教育を実施する」が、前回、前々回よりも大きく増加 

 

生活面の指導や進路指導において、
男女を区別せずに子どもの興味・
関心や能力を尊重する

男女平等の意識を育てる授業をする

児童生徒の年齢に応じた性について
の教育を実施する※

教師自身の男女平等についての
意識を高めるような研修を行う

校長や教頭に女性を増やしていく

その他

67.6

52.2

38.5

32.9

13.4

2.6

77.8

50.2

12.0

36.3

12.7

6.9

79.7

54.9

8.5

49.1

15.3

7.6

0 20 40 60 80 100（％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※「児童生徒の年齢に応じた性についての教育を実施する」は、平成 21 年度調査、

平成 26 年度調査の「性教育を推進する」と比較を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示しているが、男性 20 歳代において「児童生徒の年

齢に応じた性についての教育を実施する」（57.6％）と答える人が、他の層に比べ多くみられる。 
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（４）男性の「育児休業」「介護休業」取得に関する考え 

 
問９ 男性が育児休業や介護休業をとることについてどう思いますか。（複数回答可） 

●前回と比べて、職場環境よりも個人的理由による取得が上位にあがっている 

男性自身の成長のためにも、とること
が望ましい

家族として当然である

職場の上司や同僚が育児休業や
介護休業をとることに理解がないので
とりにくい※1

職場において育児休業や介護休業
の制度が整備されていないためとれ
ない※2

収入が減ると困るのでとれない※3

育児や介護は女性が適していると
思うので、男性がとる必要はない

その他

45.4

40.1

36.4

32.4

26.0

4.6

4.8

37.0

41.0

60.8

42.6

7.8

7.2

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

 

※1 「職場の上司や同僚が育児休業や介護休業をとることに理解がないのでとりにくい」

は、平成 26 年度調査の「職場環境を考えるととりにくい」と比較を行った。 

※2 「職場において育児休業や介護休業の制度が整備されていないためとれない」は、

令和元年度調査より新たに設けた選択肢。 

※3 「収入が減ると困るのでとれない」は、平成 26 年度調査の「収入が減ったり、無くなる

と困るのでとれない」と比較を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「男性自身の成長のためにも、とることが望ましい」と回答した人の割合は、「女性」（51.4％）が

「男性」（36.0％）より 15.4 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性 20 歳代において「男性自身の成長のためにも、とることが望ましい」（61.5％）、女性

70 歳以上において「職場において育児休業や介護休業の制度が整備されていないためとれない」

（62.1％）と答える人が、他の層に比べ多くみられる。 
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（５）介護をするために転職、離職する人が増加する原因 

 

問１０ 介護をするために転職、離職する人が増加していますが、何が原因だと思いますか。 

（複数回答可） 

●「職場の制度不備」「介護の専念者不足」の回答が６割を占める 

 

職場において介護休業などの制度が
整備されていない

共働き家庭や単身者が増加している
ため、家庭内に介護に専念する人が
いない

職場の上司や同僚に介護に対する
理解がない

介護と仕事を両立するための支援
制度や相談窓口等の情報が得にくい

介護サービスや施設などが整備され
ていない

その他

58.1

57.0

37.1

36.3

21.4

4.0

60.6

56.3

39.5

40.9

24.5

5.5

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 
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３ 職業生活について 

 

（１）「女性が職業に就くこと」に対する考え 

 

問 11 「女性が職業に就くこと」について、どう思われますか。 

●「結婚や出産後も、産休や育休なども利用しながら、ずっと仕事を続けるほうがよい」の回答が半

数を占める 

●「ずっと仕事を続けるほうがよい」が、前々回から増加傾向。 

 
女
性
は
職
業
に
就
か
な
い

で
、

家
事
に
専
念
す
る
ほ

う
が
よ
い

結
婚
や
妊
娠
・
出
産
す
る

ま
で
は
、

職
業
に
就
い
て

い
る
ほ
う
が
よ
い
※
1

出
産
・
育
児
期
間
は
一
時

退
職
し
、

子
ど
も
が
成
長

し
た
ら
再
び
職
業
に
就
く

ほ
う
が
よ
い

結
婚
や
出
産
後
も
、

産
休

や
育
休
な
ど
も
利
用
し
な

が
ら
、

ず
っ

と
仕
事
を
続

け
る
ほ
う
が
よ
い
※
2

そ
の
他

無
回
答

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

1.4

3.1

2.7

8.3

13.1

17.1

29.2

44.1

44.3

50.2

25.2

24.0

7.3

7.0

5.0

3.5

7.4

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
※1 「結婚や妊娠・出産するまでは、職業に就いているほうがよい」は、平成 21 年度調査の「結婚するまで

は、職業を持つほうがよい」「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」の合算と比較を行った。 

※2 「結婚や出産後も、産休や育休なども利用しながら、ずっと仕事を続けるほうがよい」は、平成21年度調

査の「結婚や出産・育児にかかわらず、ずっと職業を持ち続ける方がよい」、平成 26 年度調査の「結婚や

出産・育児にかかわらず、ずっと仕事を続けるほうがよい」と比較を行った。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「結婚や出産後も、産休や育休なども利用しながら、ずっと仕事を続けるほうがよい」と回答した

人の割合は、「女性」（50.0％）が「男性」（28.6％）より 21.4 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：男女ともすべての年代において「結婚や出産後も、産休や育休なども利用しながら、ずっ

と仕事を続けるほうがよい」と回答する人が最も多く、中でも「男性 30 歳代」（65.5％）の回答割合が他

の層に比べ最も高い。 
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（２）女性が仕事を継続する上での障がい 

 

問 12 女性が仕事を続けていくうえで、障がいになっていることは何だと思いますか。（複数回答可） 

●「結婚や妊娠・出産すると、仕事が続けにくい雰囲気が職場にある」「家事・育児・介護への家族

の協力が不十分である」と考える人が多い 

●「昇進、昇給に男女差がある」が、前々回から増加傾向 

 

結婚や妊娠・出産すると、仕事が
続けにくい雰囲気が職場にある※1

家事・育児・介護への家族の協力が
不十分である

家事・育児・介護のための福祉制度
や施設等が不十分である ※2

昇進、昇給に男女格差がある※3

その他

特に障がいはない

55.8

50.2

47.0

28.8

6.1

4.2

56.4

41.5

57.4

20.2

4.8

5.5

44.6

26.2

51.2

14.2

2.6

1.8

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※1 「結婚や妊娠・出産すると、仕事が続けにくい雰囲気が職場にある」は、平成21年度調査の「職場に、

結婚したり子どもが生まれたりすると、勤め続けにくい雰囲気がある」と比較を行った。 

※2 「家事・育児・介護のための福祉制度や施設等が不十分である」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度

調査の「家事・育児・介護のための社会ステムや施設等が不十分である」と比較を行った。 

※3 「昇進、昇給に男女格差がある」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「昇進、昇格に男女格差

がある」と比較を行った。 
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（３）女性の再就業に必要なこと 

 

問 13 女性が結婚や出産によって仕事をやめる場合がありますが、女性が再び仕事に就くためにどの

ようなことが必要だと思いますか。（複数回答可） 

●「家族のための休暇がとりやすい職場や柔軟な労働時間を選べる職場を増やす」の回答が約７

割を占める 

●「社会全体で固定的な性別役割分担意識をなくす」が、前々回から増加傾向 

 

家族のための休暇がとりやすい職場
や柔軟な労働時間を選べる職場を
増やす※1

保育施設や子育て支援サービス、
高齢者介護の施設やサービスを充実
させる※2

家族や夫の理解・協力を得る

雇用の場を増やす※3

社会全体で「男は仕事・女は家庭」と
いった固定的な性別役割分担意識
をなくす

再就職のための講座や技術訓練等
を充実させる

その他

69.5

53.0

40.3

37.1

34.8

18.8

1.0

56.4

52.9

35.3

48.5

27.8

25.6

3.0

40.4

22.7

26.4

15.1

19.0

1.8

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※1 「家族のための休暇がとりやすい職場や柔軟な労働時間を選べる職場を増やす」は、平成21年度調査、

平成 26 年度調査の「家族のための休暇がとりやすい職場を増やす」と比較を行った。 

※2 「保育施設や子育て支援サービス、高齢者介護の施設やサービスを充実させる」は、平成 26 年度調査

より新たに設けた選択肢。 

※3 「雇用の場を増やす」は、平成 21 年度調査の「正規職員での雇用の場を増やす」と比較を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：男女とも大半の年代において「家族のための休暇がとりやすい職場や柔軟な労働時間を

選べる職場を増やす」と回答する人が最も多く、中でも「女性 40 歳代」（87.7％）の回答割合が最も高

い。 
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（４）職業の有無とその理由 

 

問 14 現在職業に就いていますか。 

●男性の７割以上、女性の６割以上が「職業に就いている」 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

就いている（自営業・

パート・内職を含む）

68.5

66.6

61.7

就いていない

28.9

32.0

37.0

無回答

2.6

1.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「就いている」と回答した割合は、「男性」（73.9％）が「女性」（64.6％）より 9.3 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「就いている」と回答した割合は、「男性」（79.2％）が「女性」（68.8％）より 10.4 ポイント高い。 

◇性・年代別：「就いている」と回答した割合は、男女ともに「50 歳代」が最も高く、「男性 50 歳代」は

94.7％、「女性 50歳代」は 85.0％となっている。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

就いている（自営業・

パート・内職を含む）

68.5

64.6

11.5

68.8

66.7

79.0

78.9

85.0

35.2

48.3

73.9

9.5

79.2

69.7

93.1

88.9

94.7

66.1

56.7

就いていない

28.9

32.6

88.5

28.0

30.8

21.0

19.3

13.8

53.7

48.3

23.9

90.5

18.4

24.2

3.4

8.9

5.3

32.1

40.0

無回答

2.6

2.9

3.1

2.6

1.8

1.3

11.1

3.4

2.2

2.4

6.1

3.4

2.2

1.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（参考）※職業を持っている女性の割合の推移 

各年度において職業を持っている女性の割合をみると、令和元年度は『30～50 歳代』の割合が最も

高い。特に、「50 歳代」では 85.0％を占めている。 

また、「60歳代」は平成 21年度（50.7％）より 15.5 ポイント低く、平成 26年度（40.5％）より 5.3 ポイント

低いが、「70歳代」は平成21年度（18.8％）より 29.5ポイント高く、平成 26年度（31.7％）より 16.6ポイン

ト高い。 

66.7

79.0 78.9

85.0

35.2

48.3

70.5

74.7
76.4

80.4

40.5

31.7

62.8 67.3

75.4

68.9

50.7

18.8

10

20

30

40

50

60

70

80

90

20

歳

代

30

歳

代

40

歳

代

50

歳

代

60

歳

代

70

歳

以

上

（％）

令和元年度調査

平成26年度調査

平成21年度調査
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問 15 職業に就いていない理由を次の中から選んでください。（複数回答可） 

●上位２項目は「学校に通っているから」「定年退職したため」 

        現在、学校に通っているから

        定年退職したため

        育児や介護等のため※1

        病気やけがなどのため、
        働ける状態ではないから※2

        働きたいが仕事がないから※3

        経済的に働く必要がないから

        専業主婦（主夫）も立派な
        職業だから※4

その他

30.9

27.6

16.6

13.3

10.5

9.4

8.8

4.4

24.0

26.2

12.0

13.5

11.3

7.6

12.7

15.6

3.0

44.8

12.2

16.5

22.6

0 10 20 30 40 50 （％）

令和元年度調査（n=181)

平成26年度調査（n=275)

平成21年度調査（n=230)

 

※1 「育児や介護等のため」は、平成 26 年度調査より新たに設けた選択肢。 

※2 「病気やけがなどのため、働ける状態ではないから」は、平成 26 年度調査より新たに設けた選択肢。 

※3 「働きたいが仕事がないから」は、平成 26 年度調査より新たに設けた選択肢。 

※4 「専業主婦（主夫）も立派な職業だから」は、平成21年度調査、平成26年度調査の「家事も立派な職業だから」

と比較を行った。 

その他の理由

家族の協力が得られにくいため

仕事量と給料面が割に合わない

十分働いてきた。次は、自分の残された時間を世の中の面白いことに目を開き、自分のや
りたいことに時間を充実させたい

子どもが産まれて7年家庭に入っているため、社会復帰に不安があり、なかなか前向きにな
れない

次の仕事が決まっているため、その仕事に必要な勉強に時間をさく必要があるため

定年退職後は受けた情は地域に恩返しと思い地域活動に参加している

老人だから

老齢だから  

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「定年退職したため」の回答割合は、「男性」（58.7％）が「女性」（24.4％）より 34.3ポイント高い。

また、「育児や介護等のため」の回答割合は、「女性」（32.2％）が「男性」（2.2％）より 30.0 ポイント高

い。 
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（５）週の就労時間と就労日数 

※ 問１4 で「１（職業に)就いている」と答えた方にお尋ねします。 

問 16 ①平均すると１週間に何時間働いていますか。２つ以上の仕事に就いている方はその合計で 

お答えください。ただし、仕事の休息時間は除きます。 

●女性も男性も最多は「40～59 時間」。 

凡例

令和元年度調査
（n=429)

平成26年度調査
（n=573)

平成21年度調査
（n=383)

～19時間

11.7

12.9

8.4

20～39時間

23.5

22.7

25.1

40～59時間

51.7

49.0

47.0

60～79時間

7.5

9.9

12.3

80～99時間

0.9

1.9

3.1

100時間以上

1.0

無回答

4.7

3.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『40 時間以上』の回答割合は、「男性」（75.8％）が「女性」（46.2％）より 29.6 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性で『40 時間以上』と回答した人は、「30 歳代」（61.2％）では６割を占めている。男性

で『40 時間以上』と回答した人は、「40 歳代」（95.0％）では９割強を占めている。 

 

 

問 16 ②日数では週に何日働いていますか。（仮に、１日１～２時間でも働いていれば、１日と数えて 

お答えください。） 

●女性も男性も最多は「５日」。 

 

凡例

令和元年度調査
（n=429)

平成26年度調査
（n=573)

平成21年度調査
（n=383)

１日

0.7

0.7

1.0

２日

1.4

1.4

2.1

３日

4.2

4.2

3.7

４日

8.2

5.9

6.3

５日

58.3

50.3

45.7

６日

16.3

23.6

24.5

７日

2.3

4.7

7.8

無回答

8.6

9.2

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

20 歳以上結果 

◇性別：『５日以上』の回答割合は、「男性」（80.3％）が「女性」（73.8％）より 6.5 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性で『５日以上』と回答した人は、「30 歳代」（81.6％）では８割を占めている。男性で『５

日以上』と回答した人は、「40 歳代」（97.5％）では９割強を占めている。 
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（６）就労形態等 

 
問 17 今どのような形で働いていますか。 

●「正規社員」が半数を超え、「非正規社員」は約３割を占める 

 

事
業
主

正
規
社
員

非
正
規
社
員
（

嘱
託
、

契
約
社
員
、

パ
ー

ト

タ
イ
ム
、

ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
）

家
族
従
事
者
（

家
業
の

お
店
や
農
林
漁
業
な
ど

に
従
事
）

そ
の
他

無
回
答

凡例

令和元年度調査
（n=429)

平成26年度調査
（n=573)

平成21年度調査
（n=383)

7.5

10.1

12.3

52.0

45.4

44.9

33.1

34.2

30.3

5.4

5.9

8.6

0.7

4.4

3.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「正規社員」の回答割合は、「男性」（63.6％）が「女性」（41.2％）より 22.4 ポイント高い。 

なお、女性は「非正規社員（嘱託、契約社員、パートタイム、アルバイトなど）」（45.2％）が「正規社員」

（41.2％）より多い。 

◇性・年代別：女性で「正規社員」と回答した人は、「20 歳代」（65.4％）では６割以上を占めている。 

男性で「正規社員」』と回答した人は、「30 歳代」（88.9％）では約９割を占めている。 



52 

 
４ 健康・福祉について 

 
（１）妊娠、出産、性生活に対する考え 

 

問 18 妊娠・出産・性生活にかかわる女性の権利・健康や性感染症の予防について、みんなが互いに

理解し合うためには、どのようなことが大切だと思いますか。 

●「配偶者やパートナー間の話し合い」の回答が４割強で最も多い 

 

配
偶
者
や
パ
ー

ト

ナ
ー

間
の
話
し
合

い 学
校
に
お
け
る
女

性
の
健
康
と
権
利

に
関
す
る
教
育

性
や
健
康
に
つ
い

て
の
相
談
窓
口

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な

ど
に
よ
る
情
報
提

供 講
座
の
開
催
な
ど

に
よ
る
学
習
機
会

の
提
供

そ
の
他

無
回
答

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

45.7

52.6

28.4

20.3

7.3

7.1

4.3

4.5

7.8

7.8

0.6

2.6

5.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「配偶者やパートナーとの話し合い」の回答割合は、女性（65.4％）が男性（47.6％）より 17.8 ポ

イント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示しているが、「配偶者やパートナーとの話し合い」の

回答割合は「男性 20 歳代」（63.6％）が他の層に比べ最も高い。 
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（２）望ましい介護者 

 

問19 「寝たきり」や「認知症」などにより、もしも在宅で介護を受けるようになった場合、誰に介護をして

もらいたいですか。  

●女性は「ヘルパーなどの介護専門職」、中・高年層の男性は「配偶者」を希望 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

配偶者

30.5

38.3

50.7

息子

1.4

1.7

2.1

娘

5.4

9.9

15.8

息子の妻

0.2

0.7

2.7

娘の夫

0.2

孫※1

ヘルパー

など介護

専門職※2

53.8

41.6

その他

0.6

4.5

16.3

無回答

8.0

3.0

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
※平成 21 年度調査では選択肢に「その他の家族」があったため「その他」に合算した。 

※1 「孫」は、令和元年度調査より新たに設けた選択肢。 

※2 「ヘルパーなど介護専門職」は、平成 26 年度調査より新たに設けた選択肢。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

「ヘルパーなど介護専門職」の回答割合は、「女性」（66.0％）が「男性」（37.9％）より 28.1 ポイント高い。

一方、男性は「配偶者」（49.6％）の回答割合が最も高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：女性は「ヘルパーなど介護専門職」（73.1％）、男性は「配偶者」（47.6％）の回答割合が最も高

い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：女性は「ヘルパーなど介護専門職」（65.4％）、男性は「配偶者」（50.0％）の回答割合が最も高

い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で「ヘルパーなど介護専門職」の回答割合が最も高く、中でも「40

歳代」（70.2％）、「50 歳代」（77.5％）で多くみられる。男性では、「20 歳代」及び「30 歳代」は「ヘルパ

ーなど介護専門職」の回答割合が最も高く、『40 歳代以上』では「配偶者」の回答割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

配偶者

30.5

15.9

19.2

15.6

15.4

16.1

17.5

8.8

22.2

17.2

49.6

47.6

50.0

24.2

37.9

51.1

52.6

64.3

56.7

息子

1.4

0.6

0.6

1.6

1.3

2.6

14.3

1.6

3.4

3.5

3.3

娘

5.4

8.1

8.7

7.7

9.7

10.5

6.3

13.0

3.4

1.8

2.0

4.4

1.8

6.7

息子の妻

0.2

0.3

0.3

1.9

娘の夫 孫

ヘルパー

など介護

専門職

53.8

66.0

73.1

65.4

64.1

61.3

70.2

77.5

50.0

62.1

37.9

19.0

39.2

63.6

44.8

42.2

35.1

30.4

26.7

その他

0.6

0.6

0.6

2.6

1.6

0.7

0.8

3.0

1.8

無回答

8.0

8.6

7.7

8.7

10.3

9.7

1.8

6.3

13.0

17.2

7.4

19.0

6.4

9.1

13.8

2.2

5.3

5.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５ 女性の活躍について 【新規項目】 
（１）地域での女性の活躍状況 

 
問 20 お住まいの地域では、下記の分野でどれくらい女性が活躍していると思いますか。【新規設問】 

 
Ａ 自治会 

●『活躍している』（「とても活躍している」+「ある程度活躍している」）が約７割を占めている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『活躍している』と回答した人の割合は、「女性」（76.9％）が「男性」（61.9％）より 15.0 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『活躍している』と回答した人の割合は、「男性」（71.6％）が「女性」（64.8％）より 6.8 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『活躍している』の回答割合が過半数を占め、中でも「50 歳代」

（73.8％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『活躍している』の回答割合が過半数を

占め、中でも「40 歳代」（82.3％）の割合が最も高い。 

 
凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

15.3

14.4

23.1

13.7

15.4

9.7

12.3

17.5

16.7

6.9

16.2

23.8

15.6

15.2

6.9

26.7

24.6

7.1

6.7

ある程度

活躍している

52.7

51.3

53.8

51.1

38.5

45.2

50.9

56.3

51.9

65.5

54.8

38.1

56.0

66.7

44.8

55.6

52.6

62.5

50.0

あまり

活躍していない

22.2

22.2

15.4

22.7

30.8

27.4

17.5

23.8

16.7

20.7

22.1

28.6

21.6

12.1

37.9

15.6

14.0

25.0

33.3

ほとんど

活躍していない

4.2

5.2

5.6

7.7

4.8

8.8

1.3

9.3

3.4

2.9

9.5

2.4

6.9

3.5

1.8

3.3

無回答

5.6

6.9

7.7

6.9

7.7

12.9

10.5

1.3

5.6

3.4

4.0

4.4

6.1

3.4

2.2

5.3

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 子ども会、ＰＴＡ、部活動の役員など 

●『活躍している』（「とても活躍している」+「ある程度活躍している」）が８割以上を占めている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：男女とも「とても活躍している」と回答した人の割合が突出している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『活躍している』の回答割合が６割以上を占め、中でも「50 歳

代」（93.8％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『活躍している』の回答割合が７割以

上を占め、中でも「40 歳代」（91.1％）の割合が最も高い。 

 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

38.8

39.5

53.8

38.3

33.3

46.8

45.6

50.0

22.2

10.3

38.2

66.7

35.6

30.3

31.0

60.0

42.1

21.4

23.3

ある程度

活躍している

45.5

42.9

34.6

43.6

46.2

30.6

40.4

43.8

51.9

58.6

48.5

23.8

50.8

60.6

44.8

31.1

45.6

62.5

63.3

あまり

活躍していない

6.2

5.5

7.7

5.3

12.8

6.5

3.5

2.5

5.6

3.4

7.4

9.5

7.2

20.7

6.7

7.0

8.9

ほとんど

活躍していない

1.9

2.3

2.5

1.6

1.8

1.3

5.6

6.9

1.5

1.6

1.8

1.8

6.7

無回答

7.5

9.8

3.8

10.3

7.7

14.5

8.8

2.5

14.8

20.7

4.4

4.8

9.1

3.4

2.2

3.5

5.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｃ 消防団・防災関係 

●『活躍していない』（「あまり活躍していない」+「ほとんど活躍していない」）が７割強を占めている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『活躍していない』の回答割合が過半数を占め、中でも「20 歳

代」（84.6％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『活躍していない』の回答割合が７割

以上を占め、中でも「20 歳代」（87.9％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

2.4

1.4

3.8

1.2

1.6

5.6

2.9

4.8

2.8

3.4

3.5

3.6

6.7

ある程度

活躍している

10.5

9.2

3.8

9.7

7.7

3.2

10.5

10.0

11.1

20.7

11.8

9.5

11.6

6.1

10.3

8.9

10.5

19.6

10.0

あまり

活躍していない

40.6

40.1

30.8

40.8

35.9

40.3

33.3

55.0

42.6

20.7

41.5

47.6

41.2

48.5

44.8

48.9

38.6

35.7

33.3

ほとんど

活躍していない

36.6

35.4

53.8

34.0

48.7

33.9

43.9

25.0

27.8

31.0

39.0

33.3

39.6

39.4

37.9

37.8

40.4

39.3

43.3

無回答

9.9

13.8

7.7

14.3

7.7

21.0

12.3

10.0

13.0

27.6

4.8

4.8

4.8

6.1

3.4

4.4

7.0

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｄ 民生委員・児童委員 

●『活躍している』（「とても活躍している」+「ある程度活躍している」）が６割以上を占めている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

『活躍している』と回答した人の割合は、「男性」（70.6％）が「女性」（59.6％）より 11.0 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『活躍している』と回答した人の割合は、「男性」（76.2％）が「女性」（61.5％）より 14.7 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『活躍している』と回答した人の割合は、「男性」（70.0％）が「女性」（59.5％）より 10.5 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、「70 歳以上」を除けば『活躍している』の回答割合が過半数を占め、中でも「50

歳代」（76.3％）の割合が最も高い。一方、男性はすべての年代で『活躍している』の回答割合が６割

以上を占め、中でも「40 歳代」（88.8％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

16.8

13.8

19.2

13.4

12.8

17.7

10.5

15.0

9.3

13.8

20.2

38.1

18.4

21.2

13.8

24.4

17.5

16.1

16.7

ある程度

活躍している

47.6

45.8

42.3

46.1

41.0

37.1

45.6

61.3

44.4

34.5

50.4

38.1

51.6

54.5

48.3

64.4

49.1

48.2

43.3

あまり

活躍していない

20.1

21.9

26.9

21.5

28.2

21.0

22.8

15.0

27.8

17.2

17.6

14.3

18.0

15.2

20.7

6.7

22.8

21.4

20.0

ほとんど

活躍していない

5.3

5.5

5.9

7.7

3.2

5.3

3.8

5.6

17.2

5.1

5.6

10.3

1.8

10.7

13.3

無回答

10.2

13.0

11.5

13.1

10.3

21.0

15.8

5.0

13.0

17.2

6.6

9.5

6.4

9.1

6.9

4.4

8.8

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｅ 体育協会・スポーツ関係の行事 

●『活躍している』と『活躍していない』の回答に２分されている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：女性は全体結果とほぼ同様の回答傾向を示しているが、男性は『活躍していない』が 61.9％で

『活躍している』（33.4％）より 28.5 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は年代により回答傾向が異なり、『活躍している』では「50 歳代」（58.8％）、『活躍し

ていない』では「20 歳代」（64.1％）の割合が最も高い。一方、男性も年代により回答傾向が異なり、

『活躍している』では「40 歳代」（62.3％）、『活躍していない』では「20 歳代」（54.6％）の割合が最も高

い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

7.3

6.1

3.8

6.2

5.1

4.8

5.3

8.8

5.6

6.9

8.5

4.8

8.8

3.0

6.9

15.6

14.0

5.4

3.3

ある程度

活躍している

38.3

36.6

42.3

36.1

20.5

32.3

29.8

50.0

42.6

27.6

40.1

28.6

41.2

33.3

44.8

46.7

42.1

41.1

36.7

あまり

活躍していない

34.7

34.9

42.3

34.3

46.2

32.3

38.6

27.5

35.2

31.0

35.3

57.1

33.2

45.5

27.6

28.9

24.6

37.5

40.0

ほとんど

活躍していない

10.2

10.4

3.8

10.9

17.9

9.7

14.0

5.0

7.4

20.7

10.3

4.8

10.8

9.1

13.8

4.4

12.3

12.5

13.3

無回答

9.4

12.1

7.7

12.5

10.3

21.0

12.3

8.8

9.3

13.8

5.9

4.8

6.0

9.1

6.9

4.4

7.0

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｆ 政治・議会 

●『活躍していない』（「あまり活躍していない」+「ほとんど活躍していない」）が７割を占めている 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『活躍していない』の回答割合が６割以上を占め、中でも「60 歳

代」（75.9％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『活躍していない』の回答割合が６割

以上を占め、中でも「30 歳代」（89.7％）の割合が最も高い。また、男性の 40 歳代（35.6％）は「活躍し

ている」と回答している割合が最も多い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

とても

活躍している

1.9

1.4

7.7

0.9

1.6

1.9

3.4

2.2

4.8

2.0

5.3

1.8

3.3

ある程度

活躍している

18.2

18.2

19.2

18.1

15.4

19.4

19.3

25.0

11.1

10.3

17.6

28.6

16.8

15.2

10.3

35.6

22.8

8.9

あまり

活躍していない

47.9

47.3

46.2

47.4

46.2

46.8

45.6

52.5

50.0

34.5

49.3

52.4

48.8

63.6

55.2

42.2

49.1

46.4

40.0

ほとんど

活躍していない

22.8

21.6

19.2

21.8

28.2

16.1

24.6

15.0

25.9

31.0

25.0

9.5

26.4

15.2

34.5

17.8

15.8

35.7

46.7

無回答

9.1

11.5

7.7

11.8

10.3

16.1

10.5

7.5

11.1

20.7

5.9

4.8

6.0

6.1

4.4

7.0

7.1

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）女性が活躍した方が良いと思う分野 

問 21 どのような分野で、もっと女性が活躍した方が良いと思いますか。（複数回答可） 【新規設問】 

●「政治・議会」が 55.0％で最も多い 

 

                Ａ　自治会

                Ｂ　子ども会、ＰＴＡ、
                    部活動の役員など

                Ｃ　消防団・防災関係

                Ｄ　民生委員・児童委員

                Ｅ　体育協会・スポーツ
                    関係の行事

                Ｆ　政治・議会

                Ｇ　その他

無し

25.4

20.4

7.8

27.2

7.7

55.0

1.1

11.8

0 10 20 30 40 50 60 （％）

全体（N=626)

 

 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：男女とも「政治・議会」と答えた人が最も多いが、「女性」（61.5％）が「男性」（38.1％）より 23.4 ポ

イント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：「男性 70 歳以上」を除くすべての層で「政治・議会」と回答する人が最も多く、男性 70 歳

以上は「子ども会、PTA、部活動の役員など」（46.7％）を１番目にあげている。 
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（３）市の方針決定等への女性の意見や考え方の反映程度 

問 22 市の予算の使い方や市の方針を決めることについて、女性の意見や考え方がどの程度反映さ

れていると思いますか。 【新規設問】 

●「わからない」が４割を占めるが、『反映されていない』は３割強、『反映されている』は２割弱 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：男性は、『反映されている』と答える人が42.9％と、『反映されていない』（14.3％）を大きく上回っ

ている。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『反映されていない』と答える人が多く、中でも「40 歳代」

（47.4％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『反映されていない』と答える人が多く、中

でも「70 歳以上」（50.0％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

10歳代(n=48)

20歳以上(n=572)

年
代
別

十分

反映されている

0.5

2.1

0.3

ある程度

反映されている

17.9

31.3

16.8

あまり

反映されていない

25.6

14.6

26.7

ほとんど

反映されていない

12.1

4.2

12.6

わからない

41.9

45.8

41.6

無回答

2.1

2.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 
（４）市の方針決定等に女性の意見や考え方が反映されていない理由 

※ 問 22で「3 あまり反映されていない」「4 ほとんど反映されていない」と答えた方にお尋ねします。 

問 23 その理由は何ですか。（複数回答可） 

●「女性の市議会議員が少ない」が 59.3％で最も多い 

女性の市議会議員が少ない

女性自身が意見を言う立場（自治会
長、委員、議員など）になりたがらない

男性の意識・理解が足りない

市民の立場で市政に対する意見を述
べる審議会や委員会などに女性委員
が少ない

自治会のリーダーに女性が少ない

市役所の管理職に女性が少ない

その他

59.3

42.4

39.4

30.5

28.8

26.7

2.1

0 20 40 60 80 （％）

全体（n=236)
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６ ＬＧＢＴについて 【新規項目】 
 
（１）「ＬＧＢＴ」の認知 

問 24 「ＬＧＢＴ」という用語を聞いたことがありますか。 【新規設問】 

●ＬＧＢＴの「内容を知っている」は 53.7％、「聞いたことがある」を含めると 78.0％ 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：ＬＧＢＴの「内容まで知っている」と回答した人の割合は、男女とも約７割と高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほどＬＧＢＴの「内容まで知っている」と答える人が多く、中でも「20 歳

代」（76.9％）の割合が最も高い。また、ＬＧＢＴの「内容までは知らないが聞いたことがある」と答える

人を含めると「50 歳代」（90.1％）の割合が最も高い。一方、男性も年齢が低いほどＬＧＢＴの「内容ま

で知っている」と答える人が多く、中でも「20 歳代」（69.7％）の割合が最も高い。また、ＬＧＢＴの「内容

までは知らないが聞いたことがある」と答える人を含めると「20 歳代」（84.9％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

内容まで知っている

53.7

56.8

76.9

55.1

76.9

61.3

64.9

58.8

33.3

24.1

50.4

66.7

49.2

69.7

51.7

57.8

49.1

41.1

26.7

内容までは知らないが

聞いたことがある

24.3

22.8

7.7

24.0

10.3

19.4

14.0

31.3

38.9

24.1

26.1

9.5

27.6

15.2

31.0

20.0

28.1

32.1

40.0

全く知らないし、

聞いたことがない

17.9

16.1

15.4

16.2

7.7

17.7

17.5

10.0

20.4

31.0

19.9

19.0

19.6

15.2

17.2

22.2

19.3

16.1

30.0

無回答

4.2

4.3

4.7

5.1

1.6

3.5

7.4

20.7

3.7

4.8

3.6

3.5

10.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）ＬＧＢＴ関連の取り組みに関する考え 

問 25 下記のような取り組みについて、どのような考えをお持ちですか。 【新規設問】 
 
Ａ 制服選択制の導入 

※ 学校の制服として、スカートかズボンか、ブレザーか学生服かなどを、性別にかかわらず、生徒自身

が選べるようにすること。 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が７割を占めており、「男性」より「女性」、高齢者より

若年者で『賛成』の人が多い 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（78.4％）が「男性」（66.9％）より 11.5 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（88.4％）が「男性」（71.4％）より 17.0 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（77.6％）が「男性」（66.4％）より 11.2 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『賛成』の回答割合が６割以上を占め、年齢が低いほど回答割

合が高い傾向がみられる。中でも「20 歳代」（94.9％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代

で『賛成』の回答割合が６割以上を占め、中でも「40 歳代」（77.8％）の割合が最も高い。 

 

 
凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

41.4

47.3

69.2

45.5

56.4

46.8

54.4

41.3

40.7

31.0

33.8

57.1

32.0

39.4

37.9

46.7

26.3

19.6

30.0

どちらかといえば

賛成

31.9

31.1

19.2

32.1

38.5

27.4

26.3

37.5

31.5

31.0

33.1

14.3

34.4

36.4

24.1

31.1

35.1

41.1

33.3

どちらかといえば

反対

10.1

8.1

8.7

2.6

9.7

8.8

10.0

7.4

13.8

12.9

4.8

13.6

12.1

10.3

8.9

14.0

19.6

13.3

反対

5.6

3.7

4.0

2.6

6.5

1.8

2.5

1.9

13.8

8.1

8.8

6.1

13.8

6.7

8.8

8.9

10.0

わからない

8.8

7.8

11.5

7.5

9.7

5.3

7.5

14.8

3.4

10.3

19.0

9.6

6.1

13.8

6.7

14.0

8.9

6.7

無回答

2.2

2.0

2.2

3.5

1.3

3.7

6.9

1.8

4.8

1.6

1.8

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 男女混合名簿の使用 

※ 特に学校において、性別に関係なく、生年月日や五十音などにより並べた名簿。 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が約７割を占めており、「男性」より「女性」で『賛成』の

人が多い 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（72.9％）が「男性」（62.5％）より 10.4 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（84.6％）が「男性」（61.9％）より 22.7 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（71.9％）が「男性」（62.4％）より 9.5 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『賛成』の回答割合が半数以上を占め、年齢が低いほど回答割

合が高くなる傾向がみられる。中でも「20 歳代」（92.3％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての

年代で『賛成』と答える人が多く、中でも「40 歳代」（73.3％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

41.9

45.2

57.7

44.2

64.1

58.1

45.6

33.8

42.6

17.2

37.9

52.4

36.8

45.5

58.6

44.4

36.8

28.6

10.0

どちらかといえば

賛成

26.4

27.7

26.9

27.7

28.2

16.1

35.1

30.0

24.1

37.9

24.6

9.5

25.6

21.2

13.8

28.9

21.1

32.1

33.3

どちらかといえば

反対

11.0

7.2

3.8

7.5

2.6

9.7

3.5

7.5

9.3

13.8

15.8

14.3

16.0

12.1

6.9

8.9

19.3

19.6

26.7

反対

4.8

4.0

4.4

4.8

3.5

7.5

3.7

3.4

5.9

4.8

6.0

3.0

6.9

6.7

5.3

3.6

13.3

わからない

13.6

13.5

11.5

13.7

5.1

11.3

8.8

20.0

16.7

17.2

14.0

14.3

14.0

18.2

13.8

11.1

15.8

12.5

13.3

無回答

2.4

2.3

2.5

3.5

1.3

3.7

10.3

1.8

4.8

1.6

1.8

3.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｃ ジェンダーフリートイレ（みんなのトイレなど）の増設 

※ 女性用トイレ、男性用トイレとは別に性別に関係なく使えるトイレ。 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が６割を占めており、「男性」より「女性」、高齢者より

若年者で『賛成』の人が多い 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（67.7％）が「男性」（51.8％）より 15.9ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（80.8％）が「男性」（61.9％）より 18.9 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（66.7％）で、「男性」（50.8％）より 15.9 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『賛成』の回答割合が半数以上を占め、年齢が低いほど回答割

合が高くなる傾向がみられる。中でも「20 歳代」（79.5％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての

年代で『賛成』と答える人が多く、年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向がみられる。中でも「20 歳

代」（60.6％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

33.5

38.9

65.4

36.8

51.3

33.9

43.9

31.3

40.7

17.2

26.8

42.9

25.6

36.4

31.0

35.6

17.5

21.4

16.7

どちらかといえば

賛成

27.0

28.8

15.4

29.9

28.2

27.4

31.6

32.5

25.9

34.5

25.0

19.0

25.2

24.2

20.7

24.4

22.8

30.4

26.7

どちらかといえば

反対

12.6

8.9

3.8

9.3

7.7

9.7

7.0

11.3

7.4

13.8

16.9

4.8

18.0

15.2

20.7

11.1

22.8

17.9

20.0

反対

14.1

12.4

7.7

12.8

10.3

17.7

7.0

10.0

16.7

17.2

16.5

19.0

16.4

12.1

17.2

17.8

14.0

16.1

23.3

わからない

10.7

8.9

7.7

9.0

2.6

11.3

7.0

13.8

5.6

10.3

13.2

14.3

13.2

12.1

10.3

11.1

19.3

12.5

10.0

無回答

2.1

2.0

2.2

3.5

1.3

3.7

6.9

1.5

1.6

3.5

1.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｄ 同性婚の法制化 

※ 女性と女性、男性と男性のカップルが法律上の結婚ができるよう立法すること。なお、同性婚は日本

では法的に認められていないが、ヨーロッパ諸国やアメリカ合衆国等では法的に認められている。 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が６割を占めており、「男性」より「女性」、高齢者より

若年者で『賛成』の人が多い 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（69.2％）が「男性」（49.6％）より 19.6 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（92.3％）が「男性」（81.0％）より 11.3 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（67.2％）が「男性」（46.8％）より 20.4 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向がみられ、中でも「20歳代」（94.9％）の

割合が最も高い。一方、男性も年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向がみられ、中でも「20 歳代」

（69.7％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

31.9

39.2

73.1

36.4

64.1

48.4

47.4

27.5

22.2

3.4

22.8

52.4

20.4

39.4

20.7

33.3

12.3

12.5

10.0

どちらかといえば

賛成

28.4

30.0

19.2

30.8

30.8

32.3

35.1

31.3

22.2

34.5

26.8

28.6

26.4

30.3

44.8

28.9

29.8

17.9

10.0

どちらかといえば

反対

11.5

6.6

7.2

1.6

3.5

5.0

13.0

31.0

17.3

9.5

18.0

9.1

13.8

8.9

15.8

26.8

33.3

反対

9.3

6.1

6.5

4.8

1.8

5.0

13.0

20.7

13.6

14.8

12.1

6.9

13.3

5.3

21.4

33.3

わからない

16.6

16.1

7.7

16.8

5.1

12.9

8.8

30.0

25.9

3.4

17.6

9.5

18.4

9.1

13.8

15.6

33.3

19.6

6.7

無回答

2.2

2.0

2.2

3.5

1.3

3.7

6.9

1.8

2.0

3.5

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｅ パートナーシップ証明制度の導入 

※ 同性どうしのカップルについて、結婚に相当するパートナー関係であることを公的に証明する制度

で、東京都渋谷区や福岡市などが実施。ただし、法律婚とは異なり法的効力は無い 

●『賛成』（「賛成」+「どちらかといえば賛成」）が６割強を占めており、「男性」より「女性」、高齢者よ

り若年者で『賛成』の人が多い 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに『賛成』と回答した人の割合が高く、「女性」（71.7％）が「男性」（56.6％）より 15.1 ポイント高

い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（88.5％）が「男性」（71.4％）より 17.1 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『賛成』と回答した人の割合は、「女性」（70.4％）が「男性」（55.2％）より 15.2 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向がみられ、中でも「20歳代」（94.9％）の

割合が最も高い。一方、男性も年齢が低いほど回答割合が高くなる傾向がみられ、中でも「20 歳代」

（81.9％）の割合が最も高い。 

凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

賛成

36.7

42.9

65.4

41.1

66.7

48.4

49.1

35.0

29.6

13.8

29.0

57.1

26.8

45.5

34.5

42.2

17.5

14.3

16.7

どちらかといえば

賛成

28.3

28.8

23.1

29.3

28.2

33.9

29.8

30.0

24.1

27.6

27.6

14.3

28.4

36.4

34.5

26.7

31.6

25.0

16.7

どちらかといえば

反対

8.5

4.9

5.3

1.6

3.5

7.5

7.4

13.8

12.9

9.5

13.2

6.1

6.9

11.1

8.8

19.6

26.7

反対

7.2

3.7

4.0

1.8

1.3

11.1

17.2

11.8

12.8

3.0

10.3

8.9

8.8

21.4

23.3

わからない

16.9

17.0

7.7

17.8

5.1

16.1

12.3

25.0

24.1

17.2

17.3

19.0

17.2

9.1

13.8

11.1

31.6

17.9

10.0

無回答

2.4

2.6

3.8

2.5

3.5

1.3

3.7

10.3

1.5

1.6

1.8

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７ 地域活動について 

 

（１）地域活動をする場合の障がい 
 

問 26 自治会などの地域活動をする場合に、障がいになるようなことがありますか。（複数回答可）  

●上位３項目は、「仕事が忙しすぎる」「精神的にゆとりがない」「人づきあいがわずらわしい」 

仕事が忙しすぎる

精神的にゆとりがない

人づきあいがわずらわしい

どんな活動があるかわからない

家事が手いっぱいで自由時間がない

健康的・体力的に自信がない

地域活動にメリットを感じない

家族の理解や協力が得られない

その他

35.3

31.6

27.3

24.6

19.6

17.1

16.8

3.4

4.8

38.3

30.6

26.0

24.2

15.2

15.8

16.5

3.1

7.2

30.3

31.1

19.3

32.4

17.2

30.9

5.8

0 10 20 30 40 50 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※ 平成 21 年度調査では、自治会やボランティアなどの社会活動をする場合の障がいと

して質問を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：女性は「精神的にゆとりがない」、男性は「仕事が忙しすぎる」と回答する人が最も多い。 

◇性・年代別：女性は年代により回答傾向が大きく異なるものの、男性は 70 歳以上を除けば各年代とも

「仕事が忙しすぎる」と回答する人が最も多い。 
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（２）防災・災害復興時において、男女共同参画に根ざした対応をとるために必要なこと 

 

問 27 防災・災害復興時において、男女共同参画に根ざした対応をとるためには何が必要だと思いま

すか。（複数回答可） 

※ 東日本大震災時には、避難所でプライバシーが守られなかったり、共同作業の内容に男女で偏りが

みられたりするなど、さまざまな問題が発生しました。 

●上位２項目は、「防災計画策定段階から意見が反映される体制整備」「必要な知識や防災機材の

取扱い方等の研修会」 

 

防災計画等の計画策定の段階から、
男女双方の意見が反映できるような
体制を整える

避難時に必要な知識や防災機材の
取り扱い方等の研修会に男女ともに
参加する

自治会等の地域の役員を男性も
女性も積極的に担う

普段の地域活動において、性別で
役割を決定しない（女性は炊き出し、
男性は力仕事など）

地域において、女性の防災組織・
リーダーを育成する※

行政の防災担当者に女性を増やす※

その他

47.0

34.0

25.1

23.2

17.3

14.9

1.6

62.3

44.1

30.3

29.0

2.7

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

 

※ 「地域において、女性の防災組織・リーダーを育成する」「行政の防災担当者に女性

を増やす」は、令和元年度調査より新たに設けた選択肢。 
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８ 人権について 

 

（１）ドメスティック・バイオレンスの実態と対応 

問 28 この５年以内に夫婦や恋人同士などの親しい間の方からの暴力（ＤＶ）について、次にあげるよ

うなことをしたり、されたりしたことがありますか。  

●＜怒鳴る、無視する、脅す、人格を否定するような暴言を吐く＞は、「されたことがある」「したこと

がある」のいずれも最も多い 

全体（N=626）　　　凡例　

Ａ　殴る、蹴る、物を投げる、物を壊す

Ｇ　その他（n=2）

Ｂ　怒鳴る、無視する、脅す、人格を
    否定するような暴言を吐く

Ｃ　生活費を渡さない、高価な買い物
    を勝手にする、ギャンブルに入れこむ

Ｅ　メール・ＳＮＳ・携帯電話をチェック
    する

Ｆ　家族や友人との付き合いを 監視・
   制限する

Ｄ　セックスを強要する、避妊に協力し
    ない

されたこと

がある

3.7

7.5

2.9

3.2

1.6

2.9

50.0

したことがある

1.9

7.5

1.0
0.6

1.9

1.1

どちらもある

1.3

5.9

0.8

0.3

1.4

0.5

50.0

どちらもない

88.3

74.0

90.3

90.4

90.1

90.4

無回答

4.8

5.1

5.1

5.4

5.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

■Ａ 殴る、蹴る、物を投げる、物を壊す 

身体的な暴力をについて女性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（5.5％）、「したことがある

（能動経験）」（2.6％）であり、受動経験が能動経験を上回っている。 

一方、男性全体では、受動経験と能動経験の割合が同率となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の回答傾向となっている。 

 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

2.6

-

2.8

4.0

-

4.4

0 2 4 6 8 （％）

5.5

-

5.9

4.0

-

4.4

02468（％）
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■Ｂ 怒鳴る、無視する、脅す、人格を否定するような暴言を吐く 

精神的な暴力について女性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（16.1％）、「したことがある

（能動経験）」（9.5％）であり、受動経験が能動経験を上回っている。 

一方、男性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（9.9％）、「したことがある（能動経験）」が

（18.4％）であり、女性とは異なり、能動経験が受動経験を上回っている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の回答傾向となっている。 

 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

9.5

-

10.3

18.4

-

20.0

0 10 20 30 （％）

16.1

3.8

17.1

9.9

-

10.8

0102030（％）

 

 

 

■Ｃ 生活費を渡さない、高価な買い物を勝手にする、ギャンブルに入れこむ 

経済的な暴力について女性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」(5.2％)、「したことがある

（能動経験）」が 1.2％であり、受動経験が能動経験を上回っている。 

一方、男性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」(1.5％)、「したことがある（能動経験）」

（2.6％）となっている。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の回答傾向となっている。 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

1.2

-

1.2

2.6

-

2.8

0 2 4 6 8 （％）

5.2

-

5.6

1.5

-

1.6

02468（％）
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■Ｄ セックスを強要する、避妊に協力しない 

性的な暴力について女性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（6.1％）、「したことがある（能

動経験）」（1.2％）であり、受動経験が能動経験を上回っている。 

一方、男性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」は皆無だが、「したことがある（能動経験）」

（0.7％）は僅かながらみられる。 

前回調査と比較すると、ほぼ同様の回答傾向となっている。 

 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

1.2

-

1.2

0.7

-

0.8

0 2 4 6 8 （％）

6.1

-

6.5

-

-

-

02468（％）

 

 

 

■Ｅ メール・ＳＮＳ・携帯電話をチェックする 

メール・ＳＮＳ・携帯電話をチェックする暴力について女性全体でみると、「されたことがある（受動経

験）」（3.5％）、「したことがある（能動経験）」（4.9％）であり、能動経験が受動経験を上回っている。 

一方、男性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（2.2％）、「したことがある（能動経験）」

（1.5％）となっている。 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

4.9

-

5.3

1.5

-

1.6

0 2 4 6 8 （％）

3.5

3.8

3.4

2.2

-

2.4

02468（％）
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■Ｆ 家族や友人との付き合いを監視・制限する 

家族や友人との付き合いを監視・制限する暴力について女性全体でみると、「されたことがある（受動

経験）」（3.7％）、「したことがある（能動経験）」（2.0％）であり、受動経験が能動経験を上回っている。 

一方、男性全体でみると、「されたことがある（受動経験）」（2.6％）、「したことがある（能動経験）」

（1.1％）となっている。 

女性全体
（n=347）
男性全体
（n=272）

女性10歳代
（n=26）

男性10歳代
（n=21）

女性20歳以上
（n=321）

男性20歳以上
（n=250）

【されたことがある】 【したことがある】

2.0

-

2.2

1.1

-

1.2

0 2 4 6 8 （％）

3.7

3.8

3.7

2.6

-

2.8

02468（％）

 

※『Ｆ 家族や友人との付き合いを監視・制限する』は、令和元年度調査より新たに設けた質問項目。 

 

 

 

■Ｇ その他 

その他については回答者が極めて少ないため、コメントは省略する。 

 

女性全体
（n=0）

男性全体
（n=2）

女性10歳代
（n=0）

男性10歳代
（n=0）

女性20歳以上
（n=0）

男性20歳以上
（n=2）

【されたことがある】 【したことがある】

-

-

-

50.0

-

50.0

0 20 40 60 80 100（％）

-

-

-

100.0

-

100.0

020406080100（％）
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※問２８で１つでも「１ されたことがある」「３ どちらもある」と答えた方にお尋ねします。 

問 29 そのような行為を受けたとき、どうしましたか。（複数回答可） 
 

●「相談等したかったが、我慢した」は 18.8％、「相談しようとは思わなかった」は 17.0％ 

 

相談等をしたかったが、我慢した※1

謝ったり、なだめたりした

家族・親族に相談した

友人に相談した

     婦人相談所や市役所などの相談
     窓口に相談した

医師やカウンセラーに相談した

民間の支援グループに相談した

警察へ通報した

逃げた

別居した※2

離婚した・交際をやめた※3

相談しようとは思わなかった

相手方に直接、抗議した※4

その他

18.8

25.9

10.7

16.1

1.8

1.8

0.9

0.9

4.5

6.3

7.1

17.0

33.0

6.3

62.8

22.1

20.4

15.0

1.8

3.5

0.9

5.3

8.8

5.3

8.0

12.4

8.0

70.3

18.9

18.9

20.9

2.7

4.7

0.7

2.0

5.4

6.1

9.5

7.4

2.7

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（n=112)

平成26年度調査（n=113)

平成21年度調査（n=148)

 

※1 「相談等したかったが、我慢した」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「我慢した」と比較を行った。 

※2 「別居した」は、平成 21 年度調査の「家を出た（別居した）」と比較を行った。 

※3 「離婚した・交際をやめた」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「離婚した」と比較を行った。 

※4 「相手方に直接、抗議した」は、令和元年度調査より新たに設けた選択肢。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：男女とも「相手方に直接、抗議した」と答える人が最も多くみられる。 
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※ 問２９で 「１ 相談等したかったが、我慢した」や「12 相談しようとは思わなかった」と答えた方に 

お尋ねします。 

問 30 それはなぜですか。（○はいくつでも） 

●「相談するほどのことではないと思ったから」の回答が半数 

●「相談するほどのことではないと思ったから」は、増加傾向 

 

     相談するほどのことではないと
     思ったから

     自分さえ我慢すれば、何とかこの
     ままでやっていけると思ったから

     相談しても無駄だと思ったから

     自分にも悪いところがあると思っ
     たから

     子どもへの悪影響を避けたかった
     から※

     どこ（誰）に相談してよいかわから
     なかったから

     相手方や自分の親族との関係が
     悪くなると考えたから※

     相談したことがわかると、仕返し
     をされたり暴力がさらにひどくなる
     と思ったから

     世間体が悪い、恥ずかしいと思っ
     たから※

その他

50.0

36.8

34.2

23.7

21.1

15.8

7.9

7.9

7.9

2.6

27.8

30.4

40.5

26.6

7.6

7.6

16.5

34.0

50.9

31.1

34.0

3.8

4.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 （％）

令和元年度調査（n=38)

平成26年度調査（n=79)

平成21年度調査（n=106)

 
※ 「子どもへの悪影響を避けたかったから」「相手方や自分の親族との関係が悪くなると考えたから」「世間体が悪い、恥

ずかしいと思ったから」は、令和元年度調査より新たに設けた選択肢。 
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（２）メディアにおける性や暴力の表現に対する考え 

 

問 31 新聞・雑誌・テレビなどメディアやインターネット・ＳＮＳ・ゲーム等ににおける性や暴力の表現に

ついてどう思いますか。（複数回答可）  

●「望まない人や子どもの目に触れないようにする配慮が足りない」「行き過ぎた表現が目立つ」が

上位にランキング 

     そのような表現を望まない人や
     子どもの目に触れないようにする
     配慮が足りない

     性的側面を過度に強調する
     など、行き過ぎた表現が目立つ

     女性や子どもに対する犯罪を
     助長する恐れがある

     女性のイメージや男性のイメージ
     について偏った表現をしている

その他

特に問題はない

44.6

28.1

26.7

15.0

3.0

15.3

45.0

41.2

34.8

20.9

5.3

12.4

50.1

44.4

44.6

15.6

4.7

6.9

0 10 20 30 40 50 60 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：男性の『60 歳代以上』では、「性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立

つ」と答える人が他の層に比べ多いものの、それ以外の層は全体結果とほぼ同様の回答傾向を示し

ている。 
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（３）セクシュアル・ハラスメントの実態と対応 

 

問32 次のような行為はセクシュアル・ハラスメントやマタニティハラスメントですが、あなたは、この５年

以内に職場・学校・地域でしたり、されたりしたことがありますか。（複数回答可） 

●「されたことがある（受動経験）」の最多は、「性的な冗談や質問、ひやかしの言葉を言う」 

●「したことがある（能動経験）」の最多は、「相手をじろじろ眺めたり、容姿を話題にしたりする」 

●＜「結婚はまだ？」「子どもはまだ？」としつこく言う＞の受動経験と能動経験の回答差が最も大

きい 

 

全体（N=626）　 　　　　凡例　

Ｇ　しつこくつきまとう

Ｈ　さわる、抱きつく

Ａ　「男のくせに根性がない」「女には仕事を
    任せられない」「女性は職場の花だ」など
    差別的・偏見的な言葉を言う

Ｉ　地位や権限を利用して食事に誘ったり、
   性的関係を迫ったりする

Ｊ　妊娠・出産を理由に、職場に居づらくなる
    扱いを受ける

Ｋ　子育てのために休暇や早退を取ることを
    非難される

Ｂ　「結婚はまだ？」「子どもはまだ？」としつこく
    言う

Ｃ　性的な冗談や質問、ひやかしの言葉を言う

Ｄ　相手をじろじろ眺めたり、容姿を話題に
    したりする

Ｅ　恋愛関係や結婚生活について、しつこく
    尋ねたり、噂を流す

Ｆ　接待や宴会で、酌やデュエット等、異性の
    隣への着席を強要する

された

ことがある

7.3

8.3

9.7

8.3

4.6

4.8

2.6

4.5

1.6

1.9

2.7

した

ことがある

1.8

1.3

3.4

5.4

0.5

0.6

0.2

1.1

0.3

見たり聞いたり

したことがある

23.5

21.4

22.5

22.7

17.9

11.7

7.0

9.6

7.0

8.9

11.8

まったくない

62.6

63.9

59.9

59.6

71.4

76.8

84.2

79.4

85.0

81.3

78.1

無回答

5.6

5.6

5.3

5.3

6.4

6.2

6.1

6.1

6.4

7.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%
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※ 問３2 で１つでも「１ されたことがある」と答えた方にお尋ねします。 

問 33 そのことについて、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。（複数回答可） 

●４割は「誰にも相談しなかった」と回答 

●前々回から「家族・友人・知人に相談した」は減少傾向で、「上司・同僚・先生に相談した」または

「誰（どこ）にも相談しなかった」は増加傾向 

 

家族・友人・知人に相談した

上司・同僚・先生に相談した※1

          学校や職場内の相談窓口に
          相談した※2

          公的機関（労働局・県・市の
          相談窓口など）に相談した

民間の支援グループに相談した

その他

誰（どこ）にも相談しなかった

32.5

20.3

3.3

-

-

1.6

43.9

36.0

14.0

1.5

0.7

-

5.1

42.6

44.9

11.6

0.7

1.4

0.7

5.4

40.1

0 10 20 30 40 50 60 （％）

令和元年度調査（n=123)

平成26年度調査（n=136)

平成21年度調査（n=147)

 

※1 「上司・同僚・先生に相談した」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「上司・同僚に相談した」と比較を

行った。 

※2 「学校や職場内の相談窓口に相談した」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「職場内の相談窓口に

相談した」と比較を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「誰（どこ）にも相談しなかった」の回答割合は、「男性」（53.6％）が「女性」（39.8％）より13.8ポイ

ント高くなっている。 
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（４）女性に対する暴力への対策 

 
問 34 性暴力（性犯罪、売買春、パートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメントなど）をなくすため

には、どうしたらよいと思いますか。（○はいくつでもかまいません） 

●約６割が「被害女性が安心して相談できる窓口を確保する」と回答 

         被害者が安心して相談できる
         窓口を確保する※1

法律・制度の制定や見直しを行う

      被害者を保護するための施設を
      整備する※2

  家庭や学校における男女平等や性
  についての教育を充実させる※3

      法律に盛り込まれた施策を十分
      に展開する

        職場における男女平等意識を
        徹底させる

加害者を更生させる制度を整える

その他

58.9

43.1

42.0

38.3

28.8

28.0

20.9

3.4

58.4

44.3

39.2

36.3

26.7

30.5

23.6

4.3

62.0

34.5

33.0

21.6

20.8

15.8

2.9

0 20 40 60 80 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※1 「被害者が安心して相談できる窓口を確保する」は、平成21年度調査、平成26年度調査の「被害女性が安心して

相談できる窓口を確保する」と比較を行った。 

※2 「被害者を保護するための施設を整備する」は、平成 21 年度調査、平成 26 年度調査の「被害女性を保護するため

の施設を整備する」と比較を行った。 

※3 「家庭や学校における男女平等や性についての教育を充実させる」は、平成26年度調査より新たに設けた選択肢。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で「被害者が安心して相談できる窓口を確保する」と答える人が最

も多く、年齢が高いほど回答割合が高くなる傾向がみられる。中でも「70 歳以上」（79.3％）の割合が

最も高い。また、「20 歳代」における「職場における男女平等意識を徹底させる」（46.2％）、「40 歳代」

における「被害者を保護するための施設を整備する」（59.6％）の回答割合が、他の層に比べて高い。

一方、男性はいずれの年代とも「被害者が安心して相談できる窓口を確保する」は上位にあがってい

るものの、「30 歳代」では「法律に盛り込まれた施策を十分に展開する」（62.1％）と答える人が最も多

い。 
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９ 男女平等・男女共同参画社会について  

 

（１）男女共同参画についての学習経験 

問 35 これまでに、男女平等や男女共同参画について話し合ったり学習したりしたことがありますか。 

（複数回答可） 

●約４割が男女平等や男女共同参画について話し合ったり学習したりしたことは「ない」と回答 

●「ない」が減少傾向 

学校や大学で学んだことがある※1

夫婦や親子など家族の間で話し合っ
たことがある※2

研修会や公民館の講座などに参加し
たことがある※3

友人やパートナーと話し合ったことが
ある※4

その他

ない

27.5

16.0

15.3

14.9

1.4

39.6

16.4

11.3

18.5

6.5

52.8

9.3

9.3

0.6

25.3

0 10 20 30 40 50 60 （％）

令和元年度調査（N=626)

平成26年度調査（N=860)

平成21年度調査（N=621)

 

※1 「学校や大学で学んだことがある」は、平成21年度調査の「学校で話し合ったり学習したりしたことがある」と比較

を行った。平成 26 年度調査ではこの選択肢はない。  

※2 「夫婦や親子など家族の間で話し合ったことがある」は、平成 26 年度調査より新たに設けた選択肢。 

※3 「研修会や公民館の講座などに参加したことがある」は、平成 21 年度調査の「公民館や男女共同参画課主催の

講座などに参加したことがある」、平成 26 年度調査の「佐賀市主催の研修会や公民館の講座などに参加したこと

がある」と比較を行った。 

※4 「友人やパートナーと話し合ったことがある」は、平成 26 年度調査より新たに設けた「友人との間で話し合ったこと

がある」と比較を行った。 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、若年層で「学校や大学で学んだことがある」と答える人が最も多く、中でも「20 歳

代」（82.1％）は８割以上を占めている。一方、男性でも同様の傾向がみられ、「学校や大学で学んだ

ことがある」と答える人は「20 歳代」（63.6％）では６割以上を占めている。 
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（２）男女共同参画関連用語の認知 

 

問 36 男女共同参画に関する次の用語などを聞いたことがありますか。 

●＜ジェンダー＞と＜ワーク・ライフ・バランス＞は、「内容を知っている」、「聞いたことがある」の回

答が、ともに増加傾向を示す 

全体（N=626）　　　　凡例　

Ｃ　４月14日　パートナーデー

Ｄ　ジェンダー

Ｅ　ワーク・ライフ・バランス

Ｂ　佐賀市男女共同参画計画
    パートナーシップ21

Ａ　佐賀市男女共同参画を推進する
    条例

内容まで

知っている

2.2

1.4

9.1

32.4

31.0

内容までは知らない

が聞いたことがある

41.7

35.3

28.9

39.1

30.0

全く知らないし、

聞いたことがない

52.7

60.1

58.8

25.4

36.1

無回答

3.4

3.2

3.2

3.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

■Ａ 佐賀市男女共同参画を推進する条例 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

内容まで知っている

2.2

2.6

内容までは知らないが

聞いたことがある

41.7

38.5

全く知らないし、

聞いたことがない

52.7

55.1

無回答

3.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことがある」と回答した割合は、「女

性」（48.6％）が「男性」（40.0％）より 8.6 ポイント高くなっている。 

◇性・年代別：女性は、年齢が高いほど「内容までは知らないが聞いたことがある」と答える人が多くなる

傾向がみられ、中でも「70 歳以上」（65.5％）の割合が最も高くなっている。一方、男性は若年齢ほど

「全く知らないし、聞いたことがない」と答える人が多くなる傾向がみられ、中でも「30歳代」（62.1％）の

割合が最も高くなっている。 
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■Ｂ 佐賀市男女共同参画計画パートナーシップ 21 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

内容まで知っている

1.4

2.3

1.4

内容までは知らないが

聞いたことがある

35.3

32.7

21.1

全く知らないし、

聞いたことがない

60.1

60.9

67.3

無回答

3.2

4.1

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことがある」と回答した割合は、「女

性」（41.4％）が「男性」（32.4％）より 9.0 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、年齢が高いほど「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことが

ある」と答える人が多くなる傾向がみられ、中でも「60 歳代」（50.0％）の割合が最も高い。一方、男性

の「30 歳代」は、「全く知らないし、聞いたことがない」と答える人の割合が 75.9％を占めている。 

 

 

■Ｃ ４月 14 日 パートナーデー 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

内容まで知っている

9.1

9.3

5.0

内容までは知らないが

聞いたことがある

28.9

26.2

17.4

全く知らないし、

聞いたことがない

58.8

59.8

67.6

無回答

3.2

4.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことがある」と回答した割合は、「女

性」（47.9％）が「男性」（26.0％）より 21.9 ポイント高くなっている。 

◇性・年代別：女性は、「50 歳代」において「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたこ

とがある」と答える人の割合が62.6％を占めている。一方、男性は「30歳代」において「全く知らないし、

聞いたことがない」と答える人の割合が 75.9％を占めている。 
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■Ｄ ジェンダー 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

内容まで知っている

32.4

16.0

7.2

内容までは知らないが

聞いたことがある

39.1

21.3

17.1

全く知らないし、

聞いたことがない

25.4

58.0

65.4

無回答

3.0

4.7

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほど「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことが

ある」と答える人が多く、中でも「20 歳代」（94.9％）は９割以上を占めている。一方、男性でも年齢が

低いほど「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことがある」と答える人が多く、中

でも「20 歳代」（84.8％）は８割以上を占めている。 

 

 

■Ｅ ワーク・ライフ・バランス 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

内容まで知っている

31.0

13.4

6.0

内容までは知らないが

聞いたことがある

30.0

20.5

15.6

全く知らないし、

聞いたことがない

36.1

61.6

68.4

無回答

2.9

4.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、年齢が低いほど「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことが

ある」と答える人が多く、中でも「20 歳代」（71.8％）は７割以上を占めている。一方、男性でも年齢が

低いほど「内容まで知っている」または「内容まで知らないが聞いたことがある」と答える人が多く、中

でも「20 歳代」（81.8％）は８割以上を占めている。 
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（３）男女平等に関する意識 

 

 問 37 現在、下記の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

Ａ 家庭生活で  

●約半数が『男性が優遇』と回答し、「男性」より「女性」でその傾向が強い 

●『女性が優遇』が、前々回から増加傾向 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

3.5

2.4

1.6

どちらかといえば

女性が優遇

されている

8.6

6.3

3.5

男女平等に

なっている

22.8

25.5

22.7

どちらかといえば

男性が優遇

されている

34.5

37.4

43.0

男性が優遇

されている

15.2

12.1

14.7

わからない

12.0

12.2

8.1

無回答

3.4

4.1

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（55.7％）が「男性」（42.3％）より 13.4 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：「男女平等になっている」と回答した割合は、「男性」（42.9％）が「女性」（23.1％）より 19.8ポイン

ト低い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（56.3％）が「男性」（43.6％）より 12.7 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『男性が優遇』と回答した割合が、『女性が優遇』と回答した割

合を上回っており、中でも「60 歳代」における『男性が優遇』の回答割合は 70.3％と７割以上を占めて

いる。一方、男性でもすべての年代で『男性が優遇』と回答した割合が、『女性が優遇』と回答した割

合を上回っており、中でも『男性が優遇』の回答割合は「40 歳代」（55.6％）が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

3.5

2.9

3.8

2.8

7.7

3.2

3.5

2.5

4.0

4.8

4.0

9.1

10.3

5.3

1.8

どちらかといえば

女性が優遇

されている

8.6

7.8

15.4

7.2

12.8

4.8

8.8

6.3

3.7

10.3

9.9

9.5

10.0

18.2

17.2

6.7

7.0

7.1

10.0

男女平等に

なっている

22.8

19.6

23.1

19.3

15.4

21.0

19.3

25.0

16.7

10.3

27.6

42.9

26.4

18.2

17.2

22.2

28.1

39.3

23.3

どちらかといえば

男性が優遇

されている

34.5

35.2

19.2

36.4

28.2

35.5

38.6

33.8

48.1

31.0

33.5

19.0

34.4

33.3

37.9

40.0

28.1

35.7

33.3

男性が優遇

されている

15.2

20.5

26.9

19.9

25.6

16.1

17.5

18.8

22.2

24.1

8.8

4.8

9.2

6.1

6.9

15.6

14.0

1.8

10.0

わからない

12.0

11.2

11.5

11.2

10.3

17.7

12.3

8.8

3.7

17.2

12.5

14.3

12.4

12.1

10.3

13.3

12.3

10.7

16.7

無回答

3.4

2.9

3.1

1.6

5.0

5.6

6.9

3.7

4.8

3.6

3.0

2.2

5.3

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 職場で 

●過半数が『男性が優遇』と回答 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

1.0

1.7

0.6

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.0

4.1

2.4

男女平等に

なっている

20.9

22.8

17.7

どちらかといえば

男性が優遇

されている

35.5

36.6

40.3

男性が優遇

されている

20.1

13.4

17.4

わからない

13.1

15.6

12.4

無回答

4.5

5.8

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（57.7％）が「男性」（42.9％）より 14.8 ポイント高い。一

方、「わからない」と回答した割合は、「男性」（38.1％）が「女性」（26.9％）より 11.2 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『男性が優遇』と回答した割合が、『女性が優遇』と回答した割

合を上回っており、中でも「60 歳代」における『男性が優遇』の回答割合は 64.8％と６割以上を占めて

いる。一方、男性でもすべての年代で『男性が優遇』と回答した割合が、『女性が優遇』と回答した割

合を上回っており、中でも『男性が優遇』の回答割合は「40 歳代」（64.4％）が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

1.0

0.9

0.9

1.6

1.8

1.3

1.1

1.2

3.4

1.8

1.8

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.0

3.5

3.7

15.4

1.6

3.5

1.3

1.9

3.4

7.0

7.6

9.1

17.2

8.9

7.0

5.4

男女平等に

なっている

20.9

20.5

15.4

20.9

25.6

21.0

28.1

25.0

11.1

6.9

22.1

14.3

22.4

18.2

20.7

20.0

24.6

26.8

20.0

どちらかといえば

男性が優遇

されている

35.5

36.6

46.2

35.8

38.5

27.4

38.6

35.0

46.3

27.6

34.2

38.1

34.0

42.4

27.6

40.0

38.6

25.0

30.0

男性が優遇

されている

20.1

21.6

11.5

22.4

15.4

29.0

21.1

22.5

18.5

27.6

18.0

4.8

19.2

21.2

20.7

24.4

19.3

17.9

10.0

わからない

13.1

13.8

26.9

12.8

5.1

17.7

7.0

12.5

11.1

27.6

11.8

38.1

9.6

9.1

10.3

6.7

3.5

14.3

16.7

無回答

4.5

3.2

3.4

1.6

2.5

11.1

6.9

5.9

4.8

6.0

5.3

8.9

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｃ 学校教育の場で 

●全体では約 4割、10 歳代では約６割が「男女平等になっている」と回答 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

0.3

0.8

0.8

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.9

2.7

2.4

男女平等に

なっている

40.4

40.1

47.8

どちらかといえば

男性が優遇

されている

15.3

15.1

14.8

男性が優遇

されている

4.3

4.3

4.3

わからない

32.9

29.4

20.5

無回答

4.8

7.6

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、「70 歳以上」において「わからない」（58.6％）と答える人が多くみられる。一方、

男性は「40 歳代」においては、「男女平等になっている」の回答割合が 60.0％と高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

0.3

0.3

0.3

1.6

0.4

0.4

2.2

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.9

1.4

1.6

5.1

1.8

1.9

3.4

2.6

14.3

1.6

3.0

10.3

男女平等に

なっている

40.4

39.2

61.5

37.4

43.6

45.2

45.6

36.3

33.3

6.9

43.0

57.1

42.0

39.4

31.0

60.0

42.1

39.3

33.3

どちらかといえば

男性が優遇

されている

15.3

16.7

15.4

16.8

17.9

9.7

15.8

21.3

18.5

17.2

14.0

9.5

14.4

18.2

13.8

22.2

15.8

8.9

6.7

男性が優遇

されている

4.3

4.9

3.8

5.0

2.6

1.6

7.0

7.5

3.7

6.9

2.9

3.2

6.1

13.8

3.5

わからない

32.9

34.0

19.2

35.2

30.8

40.3

26.3

32.5

33.3

58.6

30.9

19.0

31.6

33.3

31.0

15.6

31.6

41.1

36.7

無回答

4.8

3.5

3.7

1.6

3.5

2.5

9.3

6.9

6.3

6.8

7.0

10.7

23.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｄ 地域や社会活動の場で 

●４割以上が『男性が優遇』と回答 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

0.2

1.0

0.5

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.6

4.7

3.7

男女平等に

なっている

20.8

19.1

26.4

どちらかといえば

男性が優遇

されている

35.0

38.8

36.7

男性が優遇

されている

10.4

9.0

8.4

わからない

24.8

21.5

15.9

無回答

3.4

5.9

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、「30 歳代」において「わからない」（41.9％）と答える人が多くみられる。一方、男

性は「40 歳代」においては、「男女平等になっている」（35.6％）と答える人が多くみられる。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

0.2

0.3

0.3

1.8

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.6

4.6

5.0

12.8

1.6

3.5

3.8

7.4

3.4

7.0

9.5

6.8

6.1

6.9

6.7

5.3

7.1

10.0

男女平等に

なっている

20.8

18.7

34.6

17.4

17.9

16.1

22.8

20.0

11.1

13.8

23.5

28.6

23.2

18.2

31.0

35.6

22.8

19.6

10.0

どちらかといえば

男性が優遇

されている

35.0

34.0

26.9

34.6

41.0

29.0

33.3

31.3

46.3

27.6

36.8

33.3

37.2

48.5

31.0

33.3

33.3

39.3

40.0

男性が優遇

されている

10.4

13.0

3.8

13.7

7.7

9.7

15.8

18.8

11.1

17.2

7.0

4.8

7.2

10.3

8.9

12.3

5.4

3.3

わからない

24.8

26.5

34.6

25.9

20.5

41.9

19.3

25.0

16.7

31.0

22.1

23.8

21.6

27.3

20.7

15.6

21.1

23.2

23.3

無回答

3.4

2.9

3.1

1.6

3.5

1.3

7.4

6.9

3.7

4.0

5.3

5.4

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｅ 政治の場で 

●７割が『男性が優遇』と回答し、「男性」より「女性」でその傾向が強い 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

0.5

0.5

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.3

0.3

男女平等に

なっている

6.5

12.1

どちらかといえば

男性が優遇

されている

32.6

39.8

男性が優遇

されている

40.1

27.7

わからない

15.7

11.6

無回答

3.4

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

※『Ｅ 政治の場で』は、平成 26 年度調査では質問を行っていない。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（79.5％）が「男性」（65.1％）より 14.4 ポイント高い。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（84.7％）が「男性」（57.2％）より 27.5 ポイント高い。一

方、「男女平等になっている」と回答した割合は、「男性」（23.8％）が「女性」（7.7％）より 16.1 ポイント

高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（79.1％）が「男性」（65.6％）より 13.5 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『男性が優遇』の回答割合が６割以上を占めており、中でも「20

歳代」（89.7％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『男性が優遇』の回答割合が過半

数を占めており、中でも「20 歳代」（84.8％）の割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

0.5

0.6

0.6

3.2

0.4

0.4

3.4

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.3

2.6

2.8

3.0

4.4

3.5

1.8

3.3

男女平等に

なっている

6.5

4.0

7.7

3.7

2.6

3.2

5.3

3.8

3.7

3.4

9.9

23.8

8.8

10.3

11.1

10.5

12.5

3.3

どちらかといえば

男性が優遇

されている

32.6

33.4

38.5

33.0

35.9

25.8

29.8

35.0

38.9

34.5

32.0

28.6

32.4

33.3

31.0

37.8

24.6

32.1

40.0

男性が優遇

されている

40.1

46.1

46.2

46.1

53.8

48.4

52.6

48.8

35.2

31.0

33.1

28.6

33.2

51.5

37.9

24.4

38.6

30.4

16.7

わからない

15.7

12.7

7.7

13.1

7.7

17.7

8.8

11.3

14.8

20.7

18.8

19.0

18.8

12.1

17.2

20.0

17.5

19.6

26.7

無回答

3.4

3.2

3.4

1.6

3.5

1.3

7.4

10.3

3.3

3.6

2.2

5.3

3.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｆ 法律や制度に関して 

●４割が『男性が優遇』と回答し、「男性」より「女性」でその傾向が強い 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

0.6

1.4

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.0

3.4

男女平等に

なっている

19.2

31.1

どちらかといえば

男性が優遇

されている

23.3

25.0

男性が優遇

されている

18.5

12.4

わからない

30.0

17.9

無回答

3.4

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

※『Ｆ 法律や制度に関して』は、平成 26 年度調査では質問を行っていない。 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（48.7％）が「男性」（33.5％）より 15.2 ポイント高い 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（38.4％）が「男性」（23.8％）より 14.6 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（49.6％）が「男性」（34.4％）より 15.2 ポイント高い。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『男性が優遇』の回答割合が、『女性が優遇』の回答割合より高

く、中でも「40 歳代」（56.1％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『男性が優遇』の回答

割合が、『女性が優遇』の回答割合より高く、中でも「40 歳代」（44.4％）の割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

0.6

0.3

0.3

1.6

1.1

1.2

6.9

2.2

どちらかといえば

女性が優遇

されている

5.0

2.0

2.2

5.1

1.6

3.5

1.9

3.4

8.5

8.8

18.2

13.8

13.3

7.0

3.6

男女平等に

なっている

19.2

13.8

34.6

12.1

20.5

8.1

8.8

17.5

7.4

10.3

25.7

42.9

24.4

21.2

20.7

20.0

26.3

30.4

23.3

どちらかといえば

男性が優遇

されている

23.3

25.1

11.5

26.2

30.8

14.5

29.8

26.3

29.6

31.0

21.0

14.3

21.6

18.2

20.7

31.1

15.8

19.6

26.7

男性が優遇

されている

18.5

23.6

26.9

23.4

20.5

21.0

26.3

27.5

24.1

13.8

12.5

9.5

12.8

12.1

10.3

13.3

15.8

10.7

13.3

わからない

30.0

32.0

26.9

32.4

23.1

51.6

28.1

27.5

29.6

31.0

27.9

33.3

27.6

30.3

27.6

20.0

29.8

32.1

23.3

無回答

3.4

3.2

3.4

1.6

3.5

1.3

7.4

10.3

3.3

3.6

5.3

3.6

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｇ 就職採用の際に 

●過半数が『男性が優遇』と回答 

 

凡例

令和元年度調査
（N=626)

平成26年度調査
（N=860)

平成21年度調査
（N=621)

女性が優遇

されている

0.3

1.2

0.3

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.6

1.5

1.9

男女平等に

なっている

16.5

19.5

16.6

どちらかといえば

男性が優遇

されている

34.5

36.0

44.8

男性が優遇

されている

19.5

10.2

16.1

わからない

24.3

24.9

11.9

無回答

3.4

6.6

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

◆性別（女性計、男性計）結果 

男女ともに全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◆10 歳代（16 歳～19 歳）結果 

◇性別：『男性が優遇』と回答した割合は、「女性」（42.3％）が「男性」（28.6％）より 13.7 ポイント高い。 

◆20 歳以上結果 

◇性別：全体結果とほぼ同様の回答傾向を示している。 

◇性・年代別：女性は、すべての年代で『男性が優遇』の回答割合が、『女性が優遇』の回答割合より高

く、中でも「40 歳代」（68.5％）の割合が最も高い。一方、男性もすべての年代で『男性が優遇』の回答

割合が、『女性が優遇』の回答割合より高く、中でも「70 歳以上」（60.0％）の割合が最も高い。 
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凡例

全体(N=626)

女性計(n=347)

10歳代(n=26)

20歳以上(n=321)

20歳代(n=39)

30歳代(n=62)

40歳代(n=57)

50歳代(n=80)

60歳代(n=54)

70歳以上(n=29)

男性計(n=272)

10歳代(n=21)

20歳以上(n=250)

20歳代(n=33)

30歳代(n=29)

40歳代(n=45)

50歳代(n=57)

60歳代(n=56)

70歳以上(n=30)

女
　
性

男
　
性

女性が優遇

されている

0.3

0.7

0.8

2.2

1.8

どちらかといえば

女性が優遇

されている

1.6

0.6

0.6

2.6

1.3

2.9

4.8

2.8

6.1

4.4

1.8

3.6

男女平等に

なっている

16.5

13.5

30.8

12.1

17.9

12.9

10.5

15.0

7.4

6.9

20.2

28.6

19.6

24.2

27.6

26.7

14.0

16.1

13.3

どちらかといえば

男性が優遇

されている

34.5

37.5

26.9

38.3

30.8

19.4

40.4

43.8

50.0

48.3

31.6

23.8

32.0

27.3

27.6

28.9

33.3

33.9

40.0

男性が優遇

されている

19.5

19.6

15.4

19.9

15.4

27.4

28.1

15.0

16.7

13.8

19.1

4.8

20.4

21.2

24.1

15.6

24.6

17.9

20.0

わからない

24.3

25.9

26.9

25.9

30.8

38.7

19.3

23.8

18.5

24.1

21.7

38.1

20.4

18.2

20.7

20.0

19.3

25.0

16.7

無回答

3.4

2.9

3.1

2.6

1.6

1.8

1.3

7.4

6.9

3.7

4.0

3.0

2.2

5.3

3.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１０ 自由意見  

質問の最後に自由記入欄を設けたところ、112 人からの記入があった。 

その一部を省略・抜粋し、項目別に表示した。 

 

１ 男女共同参画・男女平等について 

 

【女性】 

 らしさも大事だけど平等も同じく大事なもの（10 歳代） 

 男女の平等だけではなく、子どもから高齢の方まで平等な制度であって欲しいです。（50 歳代） 

 北欧の男女平等のスタイルを参考にしていただきたい。税金は高くともガラス張りで税金の使い

方をしたら、国民・県民・市民は納得できると信じています。（60 歳代） 

 私は昭和 21 年生まれです。私が思うには女性には女性、どんなに頑張ってみても男性にはかな

わない。私の考えは古いかもしれない。（70 歳代） 

 

【男性】 

 男女共同参画を進めるのは良い事だと思うし、結構な事だが、その結果、共働きが増えて、子ど

もの教育がないがしろにされる事で子どもの成長段階に影響が及ぶことも考えられる。その為、

男女共同参画を進めるならば、それによって起こりうる問題などもしっかりと考慮し、対策を練って

進めて頂きたい（保育施設を充実させるなど）。（10 歳代） 

 いくら男女平等とはいっても、数だけ合わせたり割合を決めたりするのは少し違うように感じる。大

事なことは性別に関わらず様々な事にチャレンジできる機会を設けることだと思うので、それを実

現できるような施策を行ってほしいです。（20 歳代） 

 価値観が多様化している中で、「男」「女」という定義で議論していく事について限界がある様に

感じる（もちろん如何ともし難い身体的能力差については、十分考慮する必要はあると思うが）。

（30 歳代） 

 男女共同参画については、もっと身近に広報すべきだと思います。（60 歳代） 

 少子高齢化になり、これまでの様に男性だけが社会を支えていく事は出来なくなっています。こ

れまでの様に男性だけが社会を支えていく事は出来なくなっています。女性の参加、参画ははこ

れから大事になってくると思います。男性がもっとこのことを認識して、しくみを作っていく必要が

あります。これからの市の取組に期待いたします。市民としての協力もしていきます。（70 歳代） 

 

２ 就労・雇用について 

 

【女性】 

 職場における男女差（昇給、昇進等）があるため。また、結婚、妊娠、出産が加わると余計に女性

が不利な立場になる（その為退職する人が多いと思う）。（30 歳代） 

 「結婚や出産で職場に居づらい扱いをされる」等の表記があったが、それまでの自らの行いの結

果、自業自得の場合が多々ある。最近は「女性」というだけで優遇されすぎている。マタハラ等と

すぐに受け取らず、周りにもそれなりの理由がある事をもっと理解して欲しい（子持ちを盾にした

周りへの配慮要求等）。（30 歳代） 
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 職場での女性の育児休業取得率はほぼ 100％であるのに対し、男性の育児休業取得はまだま

だ足りない現状だと思います。女性=出産・育児と結びつくが、男性は「育児休業を取得しても何

をするんだろう？」という声が多く、男性自身にも職場に迷惑をかけると思う人がいる事が、男性

の育児休業取得率の低さの一因にあると思う。（60 歳代） 

 

【男性】 

 未だ日本では男性が優遇されていると思う。女性の給与を上げれば男性が家事をする事は十分

ありだと思う。そのような社会であってほしい。（50 歳代） 

 先ずは、民間であればトップやその下が積極的に管理職に女性の登用を考えなければ始まらな

い。同時に女性自身が自覚してトップを目指す方向へ行く事が望ましい。家庭での夫の協力が

当然必要。（60 歳代） 

 

３ 教育・子育てについて 

 

【女性】 

 得意な事、出来る事、向き不向きで決めればいい。男女では心のつくり体のつくりにそもそも違い

があるのだから、何でも共同、何でも同じ、一緒にはできない部分が必ずある。ＬＧＢＴの人も子

供も大人もできる出来ないがあるのだから。そんな事をいちいち言うより一人一人の意識（特に年

配の方）を変化させつつ（無理だろうけどね）未来を生きる子供たちにしっかりと教育していけば

いい（障がい者理解の教育もお願いします）。（40 歳代） 

 少子化がますます進んでいるような気がします。子どもを産んで育てることに、個人の精神論だけ

ではサポート出来ない社会になってきていると思います。産んで育てることで、仕事場でのプラス

評価や賃金アップなど、国が取り組んでバックアップしてくれる社会になると、メリットもあり安心し

て子どもを育てようと考える人も増えると思います。先生の意識に男子優位的な対応だと感じた

事がありました。口では言っても、感覚的に染みついたものがある事を感じました。意識改革は学

生の時からの教育、家庭教育も影響すると思います。（50 歳代） 

 小学校では名簿等、性別にかかわりない取り組みが進んできていますが、中学、高校はいかが

でしょうか。行政からのきちんとしたアドバイスも必要かもしれません。学校現場は一歩前進でき

ずにいる様に思います。教師の意識が変わりきれてないのか、忙しすぎる為なのかは分かりませ

んが。（60 歳代） 

 

【男性】 

 まだまだ今の日本では男女平等は難しいと思う。上に立つ人間がいまだにどちらかに偏っている

と思う（男性政治家、女性政治家然り）。上の人間の考え方を少しずつ変えていく必要がある。と、

同時に新しい世代を教育することに力を入れるべき。教育する側が偏見を持っている間は、絶対

に男女平等になることはないと思っています。（20 歳代） 

 男は男らしく、女は女らしくこの考え方、私達の年代でも口にする人が多くいます。この人たちに

今さら教育というのも受け入れないだろうし職場でも考えさせられます。（60 歳代） 



101 

 
４ 人権・ＬＧＢＴについて 

 

【女性】 

 男女差別しない事はもちろんだが、それ以上に一人一人が相手の人権を尊重する事が大事だと

思うので、学校や職場で話し合いや講習会など定期的に実施してほしい。（30 歳代） 

 女性が年齢を重ねると何を言っても良い、セクハラなど関係ないなど思っている男性がまだまだ

多く感じる。こちらも一つ一つ真面目に腹を立てても、仕事上やりづらくなるかと思い、我慢したり

流したりしている。加害者の方は自分の身内が言われたらと考えてくれれば気が付いてくれるの

かなと思います。（50 歳代） 

 テレビや新聞などから何となく耳にしていただけで自分自身深く考えた事がないなと気づかされ

ました。私の年代ではLGBTなどは公になることはなかったので、他人事というか別世界の話とい

うのが正直なところです。これを機に考えろということなのかもしれないと思いました。（50 歳代） 

 

【男性】 

 男性だからとか女性だからという事ではなく、一人一人が個人の特長を生かせるような社会や家

庭になれば良いと思う。（40 歳代） 

 

５ その他 

 

【女性】 

 男女共同参画に関わらず、まず、一人一人の考え、意識が変わらないとどれだけ法制度を整え

ても無意味だと思います。（10 歳代） 

 大学の時まではなかったが、社会人になってあまりにも容姿や恋人の有無の話題をされることが

多くなりうんざりしている。特に 50 代以上の人からが多く、この年代は昔はそれが許されていたが、

今はもうそのような時代ではない事を理解して欲しい。女性、男性の前にそうしたモラルを身につ

けさせることも大事なのではないかと思う。（20 歳代） 

 人それぞれ個性を生かして生きやすい世の中になってほしいと思う。人の生活に口出す人の気

持ちがわからない。その人が幸せで笑顔になれる生活だったら、どうでもいい。すべきなどの固

定観念は捨てるべきだと思う。（30 歳代） 

 相談出来ずに悩んでる人を少しでも減らしてほしい。（30 歳代） 

 全ての人々が生きがいを持って日々生活が出来る様な社会になって欲しいと願います。男だか

ら女だからという事も時には必要な場面もあると思うが、全てをそのくくりに入れ込むことがない様

に自分も偏見持たずに努力していこうと思う。（40 歳代） 

 

【男性】 

 男女で出来る事、関係ない事があると思う。全てを男女平等で解決するのではなく、相手のことを

思いやれる心をを養える研修等を増やせれば。（20 歳代） 

 女性が優遇されていないから、もっと女性を優遇する。LGBT が少数派で優遇されていないから

もっと優遇するという方向性は誤りだと感じる。男と女で分けるのではなく、個々人が活躍できる

社会を目指した動きをすべき。（40 歳代） 
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 結局のところ、女性を優遇する施策が多く、男性からの不満が多いと思われる。（40 歳代） 

 家事だって重要な仕事であることは確かです。ただ、お金は稼げていない。しかし、女性が家事

をする事で男性がお金を稼ぎ易い事もある。当然その逆でもいい。お互いに適していれば、無理

をしていなければ。（50 歳代） 

 

【性別無回答】 

 子どもを産める人が安心して子育てをできる環境になってほしい。例えば精神疾患等あっても地

域や行政でサポートして、子どもを望む全ての人が、子どもを産み育てられる環境になって欲し

い。そして、パートナーから暴力を受ける事のない環境になってほしい。性犯罪やストーカー被

害の起きない、全ての愛が受け入れられて、安心して穏やかな人生が過ごせるような、そんな社

会を望みます。（無回答） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 調査票 
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  Ⅴ   調査票 
 そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

Ｑ
１

 
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。
 

  
 
１
 
と
て
も
関
心
が
あ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
２
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心
が
あ
る
 

３
 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心
が
な
い
 
 
 
４
 
全
く
関
心
が
な
い
 

 Ｑ
２

 
あ
な
た
の
性
別
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 

１
  
女
性

  
  

 
  

  
２
 

 男
性

  
  

  
  
３
 

 そ
の
他
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

 ※
体
の
性
別
や
戸
籍
上
の
性
別
に
か
ぎ
ら
ず
、
心
の
性
別
（
性
自
認
）
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
 

 Ｑ
３

 
あ
な
た
の
年
代
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

  
 
１
 
１
０
歳
代
 
 
 
２
 
２
０
歳
代
 
 
 
３
 
３
０
歳
代
 
 
 
４
 
４
０
歳
代
 

 
 
５
 
５
０
歳
代
 
 
 
６
 
６
０
歳
代
 
 
 
７
 
７
０
歳
以
上
 

 Ｑ
４

 
あ
な
た
は
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 

 

１
 

 結
婚
し
て
い
る
（事
実
婚
等
を
含
む
） 

  
 ２

 
 
結
婚
し
た
が
離
別
・死
別

  
 

 
 ３

 
 結
婚
し
て
い
な
い

 

 

※
 結

婚
し
て
い
る
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

Ｑ
４

 
共
働
き
で
す
か
。（

パ
ー
ト
や
内
職
を
含
む
）
 

 
１
 

 
共
働
き
で
あ
る

 
 

 
 

 
  

 
２
 

 
共
働
き
で
は
な
い

 

 Ｑ
５

 
あ
な
た
の
家
族
構
成
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 

１
 

 
ひ
と
り
暮
ら
し

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
２
 

 
夫
婦
の
み
（事
実
婚
等
を
含
む
） 

 
３
 

 
二
世
代
家
族
（親
と
子
ど
も
） 

４
 

 
三
世
代
家
族
（親
と
子
ど
も
と
孫
） 

 ５
 

 
そ
の
他

 
（具
体
的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
） 

 

 問
１

 
あ
な
た
は
結
婚
・
家
庭
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
近
い

番
号
（
１
～
５
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

 

賛  成  

ど ち ら か と  

い え ば 賛 成  

ど ち ら か と  

い え ば 反 対  

反  対  

わ か ら な い 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
結
婚
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
か
ら
、
結
婚
し
て
も
し
な
く
て
も

 

 
 
ど
ち
ら
で
も
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
 
「夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」だ
と
思
う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
 
結
婚
し
て
も
必
ず
し
も
子
ど
も
を
持
つ
必
要
は
な
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

 
 

 
結
婚
や
家
庭
生
活
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
 

 

 
 

 

令
和
元
年
度

 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

 
  

【
 ア

ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

 】
 

 

日
ご
ろ
か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

佐
賀
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
（
男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
）
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
た
び
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
日
常
生
活
の
実
態
や
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
た
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
佐
賀
市
に
お
住
ま
い
の
１
６
歳
以
上
の
方
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

2
,３

0
０
人
の
方

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

 

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
ま
す
の
で
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
他
の
目
的
の
た
め
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
名
前
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
必

要
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
公
表
い
た
し
ま
す
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
回
答
に
は
、
１
５
分
程
度
の
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

令
和
元
年
７
月

 

佐
賀
市
長

 
 
秀
島

 
敏
行

 

 

〔
ご
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
〕

 

１
．
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
封
筒
の
あ
て
名
の
方

 ご
本
人
が

 記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２
．
回
答
は
、
質
問
ご
と
に
用
意
し
た
答
え
の
中
か
ら
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

３
．
回
答
は
す
べ
て
任
意
で
す
。
答
え
ら
れ
る
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

 

４
．
ご
記
入
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
７
月
２
６
日
（
金
）
ま
で
に

 同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。（

切
手
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

 

５
．
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
や
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

 

【
 問

い
合
わ
せ

 】
 

佐
賀
市

 市
民
生
活
部

 人
権
・
同
和
政
策
・
男
女
参
画
課

 
（
担
当
）
南
雲
・
芦
原

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ

 ４
０
－
７
０
１
４

 
／

 
Ｆ
Ａ
Ｘ

 ３
４
－
４
５
４
９

 

E
メ
ー
ル

  
jin

k
e
n
@

c
it
y.
s
a
g
a
.lg

.jp
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問
４

 
仕
事
と
生
活
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
あ
な
た
は
希
望
と
し
て
何
を
優
先
し
た
い
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ

て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

※
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
と
は
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
、
個
人
の
趣
味
や
自
己
啓
発
な
ど
を
さ
し
ま
す
。
 

 

１
 
仕
事
 
 
 
 
２
 
家
庭
生
活
 
 
 
３
 
地
域
・
個
人
の
生
活
 

  問
５

 
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
は
現
実
に
何
を
優
先
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
現
実
に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

※
「
地
域
・
個
人
の
生
活
」
と
は
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
、
個
人
の
趣
味
や
自
己
啓
発
な
ど
を
い
い
ま
す
。
 

 

１
 
仕
事
 
 
 
 
２
 
家
庭
生
活
 
 
 
３
 
地
域
・
個
人
の
生
活
 

  問
６

 
あ
な
た
は
、
子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｅ
に
つ
い
て
、
あ

な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
番
号
（
１
～
５
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
※
子
ど
も
の
い
な
い
方
も
、
あ
な
た

が
ど
う
思
わ
れ
る
か
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  

賛  成  

ど ち ら か と  

い え ば 賛 成  

ど ち ら か と  

い え ば 反 対  

反  対  

わ か ら な い 

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
女
の
子
も
男
の
子
も
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
育
て
た
ほ
う
 

が
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ
 
女
の
子
も
男
の
子
も
、
炊
事
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
、
生
活
し
て
い
く
 

た
め
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
育
て
た
ほ
う
が
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ
 
女
の
子
は
女
の
子
ら
し
く
、
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
育
て
た
ほ
う
 

が
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ
 
女
の
子
も
男
の
子
も
、
生
ま
れ
持
っ
た
個
性
・才
能
を
可
能
な
限
り

 

活
か
し
て
育
て
た
ほ
う
が
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ
 
女
の
子
も
男
の
子
も
同
じ
程
度
の
学
歴
を
持
た
せ
た
ほ
う
が
よ
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 問
７

 
わ
が
国
で
は
近
年
少
子
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の

考
え
に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

 

１
 
 子

育
て
の
た
め
の
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
か
ら
 

２
 
 子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
（
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
等
）
が
不
十
分
だ
か
ら
 

３
 
 配

偶
者
の
育
児
に
対
す
る
協
力
が
少
な
い
か
ら
 

４
 
 生

き
方
が
多
様
化
し
、
結
婚
・
子
育
て
の
生
活
を
選
ば
な
い
人
が
増
え
た
か
ら
 

５
 
 雇

用
の
不
安
な
ど
、
将
来
の
く
ら
し
に
希
望
が
持
て
な
い
か
ら
 

６
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
教
育
・
子
育
て
・
介
護
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

 
 

 

問
２

 
家
庭
で
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
 

 ①
 
あ
な
た
は
、
家
庭
で
の
役
割
を
誰
が
行
う
べ
き
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｅ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１

～
５
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  
 
 
 

 

主 に 妻 （ 母 ） 

主 に 夫 （ 父 ） 

妻 と 夫 （ 母 と  

父 ） が 同 じ 程  

度 に 分 担  

家 族 全 員  

そ の 他  

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
家
計
を
支
え
る
（生
活
費
を
稼
ぐ
） 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
 
炊
事
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

Ｃ
 
子
育
て
や
介
護
な
ど
家
族
の
世
話

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

D
 
自
治
会
・町
内
会
な
ど
の
地
域
活
動

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

Ｅ
 

P
T
A
活
動
な
ど
の
学
校
行
事
へ
の
参
加

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 ②
 
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
実
際
に
誰
が
そ
の
役
割
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｅ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号

（
１
～
５
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  

主 に 妻 （ 母 ） 

主 に 夫 （ 父 ） 

妻 と 夫 （ 母 と  

父 ） が 同 じ 程  

度 に 分 担  

家 族 全 員  

そ の 他  

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
家
計
を
支
え
る
（生
活
費
を
稼
ぐ
） 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
 
炊
事
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

Ｃ
 
子
育
て
や
介
護
な
ど
家
族
の
世
話

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

D
 
自
治
会
・町
内
会
な
ど
の
地
域
活
動

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 
 

 
 

 
 

Ｅ
 

P
T
A
活
動
な
ど
の
学
校
行
事
へ
の
参
加

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 問
３

 
あ
な
た
は
、
１
日
に
平
均
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
家
事
（
育
児
･介

護
を
含
む
）
に
か
け
て
い
ま
す
か
。

次
の
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１
～
６
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  
全
く
し
て

 

い
な
い

 
３
０
分
未
満

 
３
０
分
以
上

 

１
時
間
未
満

 

１
時
間
以
上

 

２
時
間
未
満

 

２
時
間
以
上

 

３
時
間
未
満

 
３
時
間
以
上

 

Ａ
 
平
日

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
 
休
日

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６
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問
１
６
、
１
７
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
（
次
ペ
ー
ジ
）
 

問
１
２
 

あ
な
た
は
、
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、
障
が
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
 

次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

○
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

 
 

１
 
 結

婚
や
妊
娠
・
出
産
す
る
と
、
仕
事
が
続
け
に
く
い
雰
囲
気
が
職
場
に
あ
る
 

２
 
 昇

進
、
昇
給
に
男
女
格
差
が
あ
る
 

３
 
 家

事
・
育
児
・
介
護
へ
の
家
族
の
協
力
が
不
十
分
で
あ
る
 

４
 
 家

事
・
育
児
・
介
護
の
た
め
の
福
祉
制
度
や
施
設
等
が
不
十
分
で
あ
る
 

５
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
 特

に
障
が
い
は
な
い
 

  問
１
３

 
現
在
、
女
性
が
結
婚
や
出
産
に
よ
っ
て
仕
事
を
や
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
が
再
び
仕
事
に
就
く
た
 

め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
番
号
に
○
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
○
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

 

１
 
 雇

用
の
場
を
増
や
す
 

２
 
 再

就
職
の
た
め
の
講
座
や
技
術
訓
練
等
を
充
実
さ
せ
る
 

３
 
 社

会
全
体
で
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
す
 

４
 
 家

族
の
た
め
の
休
暇
が
と
り
や
す
い
職
場
や
柔
軟
な
労
働
時
間
を
選
べ
る
職
場
を
増
や
す
 

５
 
 家

族
や
夫
の
理
解
・
協
力
を
得
る
 

６
 
 保

育
施
設
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
介
護
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
 

７
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 
 問

１
４

 
あ
な
た
は
、
現
在
職
業
に
就
い
て
い
ま
す
か
。
次
の
ど
ち
ら
か
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

    １
 
就
い
て
い
る
（
自
営
業
・
パ
ー
ト
・
内
職
を
含
む
）
 
 
２
 
就
い
て
い
な
い
 

  
問
１
５

 
職
業
に
就
い
て
い
な
い
理
由
を
次
の
中
か
ら
選

び
、
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

○
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

１
 
 働

き
た
い
が
仕
事
が
な
い
か
ら
 

２
 
 経

済
的
に
働
く
必
要
が
な
い
か
ら
 

３
 
 専

業
主
婦
（
主
夫
）
も
立
派
な
職
業
だ
か
ら
 

４
 
 育

児
や
介
護
等
の
た
め
 

５
 
 現

在
、
学
校
に
通
っ
て
い
る
か
ら
 

６
 
 定

年
退
職
し
た
た
め
 

７
 
 病

気
や
け
が
な
ど
の
た
め
、
働
け
る
状
態
で
は
な
い

か
ら
 

８
 
 そ

の
他
 

具
体
的
に
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  

問
１
８
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
（
次
ペ
ー
ジ
）
 

 

問
８

 あ
な
た
は
、
性
差
別
（
性
別
に
よ
る
差
別
）
の
な
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
学
校
教
育
の
場
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。次

の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

 

１
 
 男

女
平
等
の
意
識
を
育
て
る
授
業
を
す
る
 

２
 
 生

活
面
の
指
導
や
進
路
指
導
に
お
い
て
、
男
女
を
区
別
せ
ず
に
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
や
能
力
を
尊
重
す
る
 

３
 
 教

師
自
身
の
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
研
修
を
行
う
 

４
 
 校

長
や
教
頭
に
女
性
を
増
や
し
て
い
く
 

５
  
 児

童
生
徒
の
年
齢
に
応
じ
た
性
に
つ
い
て
の
教
育
を
実
施
す
る
 

６
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 問
９
 

あ
な
た
は
、
男
性
が
育
児
休
業
や
介
護
休
業
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
 

次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

 

１
 
 家

族
と
し
て
当
然
で
あ
る
 

２
 
 男

性
自
身
の
成
長
の
た
め
に
も
、
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
 

３
 
 職

場
の
上
司
や
同
僚
が
育
児
休
業
や
介
護
休
業
を
と
る
こ
と
に
理
解
が
な
い
の
で
と
り
に
く
い
 

４
 
 職

場
に
お
い
て
育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
れ
な
い
 

５
  

収
入
が
減
る
と
困
る
の
で
と
れ
な
い
 

６
 
 育

児
や
介
護
は
女
性
が
適
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
男
性
が
と
る
必
要
は
な
い
 

７
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 問
１
０
 

最
近
、
介
護
を
す
る
た
め
に
転
職
、
離
職
す
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
何
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

 
 
 
 

※
平
成
２
９
年
 就

業
構
造
基
本
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
平
成
２
８
年
１
０
月
か
ら
の
１
年
間
で
９
万
９
千
人
が
介
護

離
職
し
て
お
り
、「

介
護
と
仕
事
の
両
立
」
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

１
 
 職

場
の
上
司
や
同
僚
に
介
護
に
対
す
る
理
解
が
な
い
 

２
 
 職

場
に
お
い
て
介
護
休
業
な
ど
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
 

３
 
 共

働
き
家
庭
や
単
身
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
家
庭
内
に
介
護
に
専
念
す
る
人
が
い
な
い
 

４
 
 介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
 

５
 
 介

護
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
制
度
や
相
談
窓
口
等
の
情
報
が
得
に
く
い
 

６
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   問
１
１

 
あ
な
た
は
、「

女
性
が
職
業
に
就
く
こ
と
」
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え

に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
 

 

１
 
 女

性
は
職
業
に
就
か
な
い
で
、
家
事
に
専
念
す
る
ほ
う
が
よ
い
 

２
 
 結

婚
や
妊
娠
・
出
産
す
る
ま
で
は
、
職
業
に
就
い
て
い
る
ほ
う
が
よ
い
 

３
 
 出

産
・
育
児
期
間
は
一
時
退
職
し
、
子
ど
も
が
成
長
し
た
ら
再
び
職
業
に
就
く
ほ
う
が
よ
い
 

４
 
 結

婚
や
出
産
後
も
、
産
休
や
育
休
な
ど
も
利
用
し
な
が
ら
、
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
る
ほ
う
が
よ
い
 

５
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

 
職
業
生
活
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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 問
２
０
 

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
は
、
下
記
の
分
野
で
ど
れ
く
ら
い
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
Ａ
～
Ｇ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１
～
４
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 

○
は
１
つ
ず
つ
 

 

と て も 活 躍 し

て い る 

あ る 程 度 活 躍

し て い る 

あ ま り 活 躍 し

て い な い 

ほ と ん ど 活 躍

し て い な い 

 

 

 

 

 

Ａ
 
自
治
会

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｂ
 
子
ど
も
会
、

P
T
A
、
部
活
動
の
役
員
な
ど

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｃ
 
消
防
団
・防
災
関
係

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｄ
 
民
生
委
員
・児
童
委
員

 
１

 
２

 
３

 
４

 
 

 
 

 
 

E
 
体
育
協
会
・ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
行
事

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

F
 
政
治
・議
会

 
１

 
２

 
３

 
４

 
 

 
 

 
 

G
 
そ
の
他
（具
体
的
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

１
 

２
 

３
 

４
 

 問
２
１
 

ど
の
よ
う
な
分
野
で
、
も
っ
と
女
性
が
活
躍
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
か
。
問
２
０
の
Ａ
～
Ｇ
の
中
か
ら
、

あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
○
は
３
つ
以
内
 

 

Ａ
 
・
 
Ｂ
 
・
 
Ｃ
 
・
 
Ｄ
 
・
 
Ｅ
 
・
 
Ｆ
 
・
 
Ｇ
 
・
 
無
し
 

 問
２
２
 

あ
な
た
は
、
市
の
予
算
の
使
い
方
や
市
の
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
女
性
の
意
見
や
考
え
方
が
ど
の

程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

○
は
１
つ
 

 

１
 
 十

分
反
映
さ
れ
て
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
２
 
 あ

る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
 

３
 
 あ

ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
 
 
 
 
 
 
４
 
 ほ

と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
 

５
 
 わ

か
ら
な
い
 

  ※
 問

２
２
で
「
３

 あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
「
４

 ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

問
２
３
 

そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

１
 
 女

性
の
市
議
会
議
員
が
少
な
い
 
 
 
 
 
 
２
 
 市

役
所
の
管
理
職
に
女
性
が
少
な
い
 

３
 
 自

治
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
女
性
が
少
な
い
 
 
 
４
 
 男

性
の
意
識
・
理
解
が
足
り
な
い
 

５
 
 市

民
の
立
場
で
市
政
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
に
女
性
委
員
が
少
な
い
 
 
 
 

６
 
 女

性
自
身
が
意
見
を
言
う
立
場
（
自
治
会
長
、
委
員
、
議
員
な
ど
）
に
な
り
た
が
ら
な
い
 

７
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

 
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

 
 

 

※
 問

１
４
で
「
１
（
職
業
に
)就

い
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

問
１
６

 
①
 あ

な
た
は
平
均
す
る
と
１
週
間
に
何
時
間
働
い
て
い
ま
す
か
。
２
つ
以
上
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
方
は

そ
の
合
計
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
仕
事
の
休
息
時
間
は
除
き
ま
す
。
 

②
 ま

た
、
日
数
で
は
週
に
何
日
働
い
て
い
ま
す
か
。（

仮
に
、
１
日
１
～
２
時
間
で
も
働
い
て
い
れ
ば
、
１

日
と
数
え
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。）

下
の
枠
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
数
字
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

  

 ※
 問

１
４
で
「
１
（
職
業
に
)就

い
て
い
る
」
と
答
え
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

問
１
７

 
あ
な
た
は
、
今
ど
の
よ
う
な
形
で
働
い
て
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
○
は
１
つ
 

 

１
 
 事

業
主
 
 
 
 

２
 
 正

規
社
員
 
 
 
 

３
 
 非

正
規
社
員
（
嘱
託
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
 

４
 
 家

族
従
事
者
（
家
業
の
お
店
や
農
林
漁
業
な
ど
に
従
事
）
 

５
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   問
１
８

 
妊
娠
・
出
産
・
性
生
活
に
か
か
わ
る
女
性
の
権
利
・
健
康
や
性
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
、
み
ん
な
が
互
い

に
理
解
し
合
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に

近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
○
は
１
つ
 

  
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
１
 

 
 
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
話
し
合
い

 
 

 
 

 
２
 

 
 
学
校
に
お
け
る
女
性
の
健
康
と
権
利
に
関
す
る
教
育

 

 
 

 
 
３
 

 
 
性
や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

 
 
 
 
 
 
 
 

 
４
 

 
 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

 

 
 

 
 
５
 

 
 
講
座
の
開
催
な
ど
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供

 

 
 

 
 
６
 
 そ

の
他
（
 具

体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

 

  問
１
９

 
あ
な
た
が
「
寝
た
き
り
」
や
「
認
知
症
」
な
ど
に
よ
り
、
も
し
も
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
誰
に
介
護
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
は
１
つ
 

 

１
 
 配

偶
者
 
 
 
 
 
２
  

息
子
 
 
 
 
 
３
 
 娘

 
 
 
 
 
４
 
 息

子
の
妻
  

 
 
 

５
 
 娘

の
夫
 
 
 
 
 
６
 
 孫

 
 
 
 
 
 
７
 
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
専
門
職
 

８
 
 そ

の
他
（
 具

体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

  

 

①
 

 
時
間
／
週

 
②

 
 

日
／
週

 

 
健
康
・
福
祉
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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問
２
７
 

防
災
・
災
害
復
興
時
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
に
根
ざ
し
た
対
応
を
と
る
た
め
に
は
何
が
必
要
だ
と
 

思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
２
つ
以
内
 

 
 
 
 
 
※
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
共
同
作
業
の
内
容
に
男
女
で
偏
り
が

み
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

 

１
 
 自

治
会
等
の
地
域
の
役
員
を
男
性
も
女
性
も
積
極
的
に
担
う
 

２
 
 普

段
の
地
域
活
動
に
お
い
て
、
性
別
で
役
割
を
決
定
し
な
い
（
女
性
は
炊
き
出
し
、
男
性
は
力
仕
事
な
ど
）
 

３
 
 地

域
に
お
い
て
、
女
性
の
防
災
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
 

４
 
 避

難
時
に
必
要
な
知
識
や
防
災
機
材
の
取
り
扱
い
方
等
の
研
修
会
に
男
女
と
も
に
参
加
す
る
 

５
 
 防

災
計
画
等
の
計
画
策
定
の
段
階
か
ら
、
男
女
双
方
の
意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
 

６
 
 行

政
の
防
災
担
当
者
に
女
性
を
増
や
す
 

７
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   問
２
８

 
あ
な
た
は
、
こ
の
５
年
以
内
に
夫
婦
や
恋
人
同
士
な
ど
の
親
し
い
間
の
方
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、

次
に
あ
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
、
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｇ
に
つ
い
て
、
あ

て
は
ま
る
番
号
（
１
～
４
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

さ れ た こ と が あ る 

し た こ と が あ る 

ど ち ら も あ る 

ど ち ら も な い 

 

 

 

 

 

Ａ
 
殴
る
、
蹴
る
、
物
を
投
げ
る
、
物
を
壊
す

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 

 

 

 

 

Ｂ
 
怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
脅
す
、
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
暴
言
を
吐
く
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 
 

 
 

 

Ｃ
 
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
高
価
な
買
い
物
を
勝
手
に
す
る
、

 

 
 
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
入
れ
こ
む

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｄ
 
セ
ッ
ク
ス
を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｅ
 
メ
ー
ル
・S

N
S・
携
帯
電
話
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｆ
 
家
族
や
友
人
と
の
付
き
合
い
を
監
視
・制
限
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｇ
 
そ
の
他
（具
体
的
に

 

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

１
 

２
 

３
 

 

 

 
人
権
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

 
 

 

問
２
４
 

あ
な
た
は
、「

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
い
う
用
語
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
 

次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
 

 １
 
 内

容
ま
で
知
っ
て
い
る
 
 
 
２
 
 内

容
ま
で
は
知
ら
な
い
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
 

３
 
 全

く
知
ら
な
い
し
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
 

 問
２
５

 
あ
な
た
は
、
下
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｅ
に

つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
番
号
（
１
～
５
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

 問
２
６

 
あ
な
た
が
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
を
す
る
場
合
に
、
障
が
い
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の

中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
３
つ
以
内
 

１
 
 仕

事
が
忙
し
す
ぎ
る
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
２
 
 家

事
が
手
い
っ
ぱ
い
で
自
由
時
間
が
な
い
 

３
 
 精

神
的
に
ゆ
と
り
が
な
い
  
  
  
  
  
  
  
  
  
４
 
 健

康
的
・
体
力
的
に
自
信
が
な
い
 

５
 
 家

族
の
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ
な
い
  
  
  
  
  
６
 
 人

づ
き
あ
い
が
わ
ず
ら
わ
し
い
 

７
 
 ど

ん
な
活
動
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
  
  
  
  
  
８
 
 地

域
活
動
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
 

９
 
 そ

の
他
 （

具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）

  

 
L
G

B
T
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

 
 

 

賛  成  

ど ち ら か と  

い え ば 賛 成  

ど ち ら か と  

い え ば 反 対  

反  対  

わ か ら な い 

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
制
服
選
択
制
の
導
入

 

※
 
学
校
の
制
服
と
し
て
、
ス
カ
ー
ト
か
ズ
ボ
ン
か
、
ブ
レ
ザ
ー
か
学
生
服
か
な
ど
を
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
各
自
が
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ
 
男
女
混
合
名
簿
の
使
用

 

※
特
に
学
校
に
お
い
て
、
性
別
に
関
係
な
く
、
生
年
月
日
や
五
十
音
順
な
ど
に
よ
り

並
べ
た
名
簿
。

 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 

 

 

 

 

 

Ｃ
 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ
レ
（み
ん
な
の
ト
イ
レ
な
ど
）の
増
設

 

※
 
女
性
用
ト
イ
レ
、
男
性
用
ト
イ
レ
と
は
別
に
性
別
に
関
係
な
く
使
え
る
ト
イ
レ
。

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ
 
同
性
婚
の
法
制
化

 

※
 
女
性
と
女
性
、
男
性
と
男
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
法
律
上
の
結
婚
が
で
き
る
よ
う
立
法

す
る
こ
と
。
な
お
、
同
性
婚
は
日
本
で
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
で
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 

 

 

 

 

 

Ｅ
 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
制
度
の
導
入

 

※
 
同
性
ど
う
し
の
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
、
結
婚
に
相
当
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ

る
こ
と
を
公
的
に
証
明
す
る
制
度
で
、
東
京
都
渋
谷
区
や
福
岡
市
な
ど
が
実
施
。

た
だ
し
、
法
律
婚
と
は
異
な
り
法
的
効
力
は
無
い
。

 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 
地
域
活
動
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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問
３
２

 
次
の
よ
う
な
行
為
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
が
、
あ
な
た
は
、

こ
の
５
年
以
内
に
職
場
・
学
校
・
地
域
で
し
た
り
、
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｋ
に

つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１
～
４
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

※
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
性
的
な
言
動
に
よ
り
相
手
方
を
不
快
に
さ
せ
、
そ
の
者
の
生
活
環
境
を
害

す
る
こ
と
。
ま
た
、
性
的
な
言
動
に
対
す
る
相
手
方
の
対
応
に
よ
り
そ
の
者
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
。
 

※
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
働
く
女
性
が
妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
解
雇
・
雇
止
め
を
さ
れ
る
こ
と
や
、
妊
娠
・

出
産
に
あ
た
っ
て
職
場
で
受
け
る
精
神
的
・
肉
体
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
こ
と
。
 

 

 

さ れ た こ と が あ る 

し た こ と が あ る 
見 た り 聞 い た り  

し た こ と が あ る 

ま っ た く な い 

 

 

 

 

 

Ａ
 
「男
の
く
せ
に
根
性
が
な
い
」「
女
に
は
仕
事
を
任
せ
ら
れ
な
い
」 

 
 
「女
性
は
職
場
の
花
だ
」な
ど
差
別
的
・偏
見
的
な
言
葉
を
言
う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 
 

 
 

 

Ｂ
 
「結
婚
は
ま
だ
？
」「
子
ど
も
は
ま
だ
？
」と
し
つ
こ
く
言
う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 
 

 
 

 

Ｃ
 
性
的
な
冗
談
や
質
問
、
ひ
や
か
し
の
言
葉
を
言
う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 
 

 
 

 

D
 
相
手
を
じ
ろ
じ
ろ
眺
め
た
り
、
容
姿
を
話
題
に
し
た
り
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｅ
 
恋
愛
関
係
や
結
婚
生
活
に
つ
い
て
、
し
つ
こ
く
尋
ね
た
り
、
噂
を
流
す

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｆ
 
接
待
や
宴
会
で
、
酌
や
デ
ュ
エ
ッ
ト
等
、
異
性
の
隣
へ
の
着
席
を
強
要
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

G
 
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

 
 

 
 

 

H
 
さ
わ
る
、
抱
き
つ
く

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

I 
地
位
や
権
限
を
利
用
し
て
食
事
に
誘
っ
た
り
、
性
的
関
係
を
迫
っ
た
り
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｊ 
妊
娠
・出
産
を
理
由
に
、
職
場
に
居
づ
ら
く
な
る
扱
い
を
受
け
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

 
 

 
 

 

Ｋ
 
子
育
て
の
た
め
に
休
暇
や
早
退
を
取
る
こ
と
を
非
難
さ
れ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 

  

※
 問

２
８
で
１
つ
で
も
「
１
 さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
」「

３
 
ど
ち
ら
も
あ
る
」
と
答
え
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

該
当
し
な
い
方
は
問
３
１
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

問
２
９

 
あ
な
た
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
受
け
た
と
き
、
ど
う
し
ま
し
た
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
○
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

 

１
 
 相

談
等
し
た
か
っ
た
が
、
我
慢
し
た
 

 
 

２
 
 謝

っ
た
り
、
な
だ
め
た
り
し
た
 

３
 
 家

族
・
親
族
に
相
談
し
た
 

 
 

 
４
 
 友

人
に
相
談
し
た
 

５
 
 婦

人
相
談
所
や
市
役
所
な
ど
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た
 

６
 
 医

師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し
た
 

７
 
 民

間
の
支
援
グ
ル
ー
プ
に
相
談
し
た
 

 
 

８
 
 警

察
へ
通
報
し
た
 

９
 
 逃

げ
た
  

 
 

 
 

10
 
 別

居
し
た
 

11
  

離
婚
し
た
・
交
際
を
や
め
た
  

 
 

12
 
 相

談
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
 

13
 
 相

手
方
に
直
接
、
抗
議
し
た
 

14
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ※
 問

２
９
で
 「

１
相
談
等
し
た
か
っ
た
が
、
我
慢
し
た
」
や
「
12
 相

談
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
方

に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 
該
当
し
な
い
方
は
問
３
１
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

問
３
０

 
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

○
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

 

１
 
 ど

こ
（
誰
）
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
 

２
 
 子

ど
も
へ
の
悪
影
響
を
避
け
た
か
っ
た
か
ら
 

３
 
 相

手
方
や
自
分
の
親
族
と
の
関
係
が
悪
く
な
る
と
考
え
た
か
ら
 

４
 
 相

談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら
 

５
 
 相

談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
を
さ
れ
た
り
暴
力
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
思
っ
た
か
ら
 

６
 
 自

分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
何
と
か
こ
の
ま
ま
で
や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら
 

７
 
 世

間
体
が
悪
い
、
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
た
か
ら
 

８
 
 自

分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
 

９
 
 相

談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
か
ら
 

10
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

  問
３
１

 
あ
な
た
は
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
SN
S・

ゲ
ー
ム
等
に
お
け
る
性

や
暴
力
の
表
現
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
番
号
に
○
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
〇
は
２
つ
以
内
 

 

１
 
 そ

の
よ
う
な
表
現
を
望
ま
な
い
人
や
子
ど
も
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
 

２
 
 性

的
側
面
を
過
度
に
強
調
す
る
な
ど
、
行
き
過
ぎ
た
表
現
が
目
立
つ
 

３
 
 女

性
や
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
 

４
 
 女

性
の
イ
メ
ー
ジ
や
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
偏
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
 

５
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
 特

に
問
題
は
な
い
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問
３
６

 
あ
な
た
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
次
の
用
語
な
ど
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
Ａ
～
Ｅ
に
つ

い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１
～
３
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  

内 容 ま で 

知 っ て い る 

内 容 ま で は 知  

ら な い が 聞 い 

た こ と が あ る 

全 く 知 ら な い 
し 、 聞 い た こ 

と が な い 

 

 

 

 

Ａ
 
佐
賀
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例

 
１

 
２

 
３

 

 
 

 
 

Ｂ
 
佐
賀
市
男
女
共
同
参
画
計
画
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
２
１
 

１
 

２
 

３
 

 
 

 
 

Ｃ
 
４
月
１
４
日

 
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ー

 
１

 
２

 
３

 

 
 

 
 

Ｄ
 
ジ
ェ
ン
ダ
ー

 
１

 
２

 
３

 

 
 

 
 

Ｅ
 
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス

 
１

 
２

 
３

 

 問
３
７

 
あ
な
た
は
現
在
、
下
記
の
分
野
で
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
 

次
の
Ａ
～
Ｇ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
（
１
～
６
）
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
１
つ
ず
つ
 

  

女 性 が 優 遇  

さ れ て い る 

ど ち ら か と い 

え ば 女 性 が 

優 遇 さ れ て い る 

男 女 平 等 に 

な っ て い る 

ど ち ら か と い 

え ば 男 性 が 

優 遇 さ れ て い る 

男 性 が 優 遇  

さ れ て い る 

わ か ら な い 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ
 
家
庭
生
活
で

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
 
職
場
で

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
 
学
校
教
育
の
場
で

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

Ｄ
 
地
域
や
社
会
活
動
の
場
で

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

E
 
政
治
の
場
で

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

F
 
法
律
や
制
度
に
関
し
て

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 
 

 
 

 
 

 

G
 
就
職
・採
用
の
際
に

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 
６

 

 

※
 問

３
２
で
１
つ
で
も
「
１
 さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

 
該
当
し
な
い
方
は
問
３
４
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

問
３
３

 
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か
に
打
ち
明
け
た
り
、
相
談
し
た
り
し
ま
し
た
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番

号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

 

１
 
 上

司
・
同
僚
・
先
生
に
相
談
し
た
 

２
 
 学

校
や
職
場
内
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
た
 
 
 
 
 
 

３
 
 公

的
機
関
（
労
働
局
・
県
・
市
の
相
談
窓
口
な
ど
）
に
相
談
し
た
 

４
 
 民

間
の
支
援
グ
ル
ー
プ
に
相
談
し
た
 

５
 
 家

族
・
友
人
・
知
人
に
相
談
し
た
 
 
 

６
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
 
）
 

７
 
 誰

（
ど
こ
）
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
 

 問
３
４

 
あ
な
た
は
、
性
暴
力
（
性
犯
罪
、
売
買
春
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
）
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 

※
こ
う
し
た
性
暴
力
に
つ
い
て
は
、
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
被
害
者
に
な
り
え
ま
す
 

 

１
 
 法

律
・
制
度
の
制
定
や
見
直
し
を
行
う
 

２
 
 法

律
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
を
十
分
に
展
開
す
る
 

３
 
 加

害
者
を
更
生
さ
せ
る
制
度
を
整
え
る
 

４
 
 被

害
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
を
確
保
す
る
 

５
 
 被

害
者
を
保
護
す
る
た
め
の
施
設
を
整
備
す
る
 

６
 
 家

庭
や
学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
や
性
に
つ
い
て
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
 

７
 
 職

場
に
お
け
る
男
女
平
等
意
識
を
徹
底
さ
せ
る
 

８
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

     問
３
５

 
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
に
、
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
学
習
し
た
り
し
た
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
は
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
 
 友

人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
 

２
 
 夫

婦
や
親
子
な
ど
家
族
の
間
で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
 

３
 
 研

修
会
や
公
民
館
の
講
座
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
 

４
 
 学

校
や
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
 

５
 
 そ

の
他
（
具
体
的
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

６
 
 な

い
 

 

 
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
 ｄ

ａ
ｙ
 

本
当
に
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か

 

心
か
ら
感
じ
る
も
の
は
何
で
す
か

 

大
人
も
子
ど
も
も
 
お
年
寄
り
も
若
者
も

 

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
あ
る
た
め
に

 

「
男
だ
か
ら
…
」「

女
だ
か
ら
…
」
と
思
う
の
を

 

や
め
て
み
ま
せ
ん
か

 

佐
賀
市
で
は
女
性
も
男
性
も
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
や
さ
し
く
認
め
合
い
、
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
２
月
１
４
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
３
月
１
４
日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
４
月
１
４
日

を
“
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ー
”
と
し
、
お
互
い
を
大
切
に
思
い
や
り
、
家
族
や
友
人
・
職
場
の
同
僚
な
ど
、
あ
な
た
の

大
切
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
日
と
し
て
い
ま
す
。
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
言
え
な
い
「
感
謝
の
心
」
を
、
カ
ー
ド
に
綴
っ
て
贈

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 
 

 

 

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
具
体
的

に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

～
ご
多
用
な
と
こ
ろ
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

 

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
お
入
れ
い
た
だ
き
、
７
月
２
６
日
（
金
）
ま
で
に
ポ
ス
ト
に
投
函
 

し
て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
貼
ら
な
く
て
結
構
で
す
。

 

佐
賀
市
 市

民
生
活
部
 人

権
・
同
和
政
策
・
男
女
参
画
課
   

 ◆
用
語
解
説
◆
 

 ・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
…
 

人
間
が
生
ま
れ
つ
い
て
も
っ
て
い
る
「
生
物
学
的
性
別
」
と
は
別
に
、
社
会
的
・
文
化
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
社

会
的
性
別
」
の
こ
と
を
い
う
。
社
会
や
文
化
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
『
女
は
女
ら
し
く
／
男
は
男
ら
し
く
』
と
か

『
女
は
／
男
は
、
こ
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
』
と
い
う
よ
う
な
意
識
や
慣
習
の
こ
と
。
 

 ・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
…
 

仕
事
と
生
活
の
調
和
。
一
人
一
人
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方

が
選
択
・
実
現
で
き
る
状
態
の
こ
と
。
 

 ・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
…
 

「
Ｌ
」
レ
ズ
ビ
ア
ン
：
女
性
と
し
て
女
性
が
好
き
な
人
 

「
Ｇ
」
ゲ
イ
：
男
性
と
し
て
男
性
が
好
き
な
人
 

「
Ｂ
」
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
：
好
き
に
な
る
相
手
が
同
性
の
場
合
も
異
性
の
場
合
も
あ
る
人
 

「
Ｔ
」
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
生
ま
れ
た
時
の
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
を
す
る
人
 

の
４
つ
の
頭
文
字
。
心
の
性
別
や
、
好
き
に
な
る
相
手
の
性
別
に
お
い
て
、
社
会
の
多
数
派
と
異
な
る
と
さ
れ
る
人

た
ち
は
「
性
的
少
数
者
」
と
も
称
さ
れ
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
、
そ
の
代
表
的
な
タ
イ
プ
の
人
た
ち
で
、
性
的
少
数
者
全
体

の
総
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

 
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
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